
    
      
        
      
    

  

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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　倦けん怠たい感と頭痛。目覚めは…とても悪かった。

「どうしたの。圭けい一いち。……今朝は顔色悪いわよ？　昨夜は何時に寝たの？」

　お袋ふくろが俺の冴さえない様子に気付いたようだった。

　…昨夜、……俺は深夜に何度も目を覚ました。

　それは間違いなく、気配だった。…俺の部屋の扉とびらの前に立つ、誰かの気配。

　気のせいに違いないと何度も自分に言い聞かせ、寝付こうと足あ搔がく。

　だが………それにも耐たえ切れなくなり、勇気を振ふり絞しぼって…扉を開くのだ。……もちろん、誰もいるわけはない。

　三度は繰り返したと思う。…あるいは覚えていないだけで、もっとなのか…。

　こうして何事もなく、朝の食しょく卓たくに着けることに安あん堵どを覚えずにはいられなかった。

「風か邪ぜかもしれない。……なんだか食欲ないんだ。」

「…あら。…ちょっと熱あるんじゃない…？　どうする？　学校、行ける？」

　学校って言っても、ほとんど自習状態なのだ。……今日一日休んだって問題はないんじゃないだろうか…。

　ひょっとすると…ここ何日か気分が優すぐれないのは本当に風邪のせいなのだろうか。薬でも飲んで、一日よく休めば、明日にはみんなに笑え顔がおで挨あい拶さつできるかもしれない…。

　ピンポーン…！

　びくっとして玄げん関かんと時計を交こう互ごに見た。…いつものレナとの待ち合わせの時間から十分以上が過ぎている。………レナが迎むかえに来たのだろう。

「きっとレナちゃんね。……どうするの？　学校行くなら早く準備しないと。」

　……レナはいいヤツだ。かなりズレたところはあるが可か愛わいいヤツだと思う。弁当だってうまいし、面倒見もいいし。……それを、何で俺はこんなにも怖こわがらなくちゃならないんだろう……？　レナは悪くない。悪いのはきっと俺の方なんだ…。

　きっと風邪のせいなんだ。…きっと。

　だから、早く治なおさなきゃいけない。…風邪が治れば、レナにだってきっと元気に挨拶ができるのだ……。

「休む。…ごめん。」

「そう。じゃあ、母さんが断ってきてあげるわね。」

　お袋は玄関に出て行った。…俺の部屋に戻るためには玄関に行かなくてはならない。

　レナに合わせる顔がなく…俺はソファーの上の毛布に包くるまると目を閉じる。

　寝不足のせいもあって、俺はすぐに深い眠ねむりに落ちて行った……。





診療所へ






　軽く横になったつもりだったが、目を覚ますともうお昼前だった。

　呼んでみたが両親の気配はなく、食卓の上に昼食の準備とメモがあるのを見付けた。

　親父とお袋は車で遠くまで出かけたらしい。親父の仕事の関係だろう。たまにあることで、そう珍めずらしいことではない。

　夕食までには帰るが少し遅くなるかもしれない。たんすに保険証があるから、それで病院へ行きなさい。…そう書かれていた。

　メモには丁てい寧ねいに病院までの地図も描かれていた。…そう。俺は行った事がないから場所もよく知らないのだ。

　昼食、と言っても朝の残り物だが…、それを軽くつまむと、一応、病院へ行くことにした。

　本来なら絶対にこんなところにいるはずもない、平日の日中。…ただ歩いているだけでもやましさを感じる、変な気分だった。

　お袋の地図に従したがい、いつもは行かない道に入り、しばらく歩くと病院の看板が見えてきた。看板には「入いり江え診しん療りょう所じょ」とあり、何もかもが煤すすけている雛ひな見み沢ざわの看板にしては割わりと綺き麗れいに書かれていた。

　やがて見えてくる診療所は決して大きいものではなかったが、雛見沢の規き模ぼを思えば立派過ぎるくらいだった。駐車場もしっかりあり、バス専用のスペースまである。…儲もうかっているのかもしれない。

　待合室には数人のお年寄りがテレビを見ながら自分の順番を待っていた。

　窓口に保険証を出すと、冷れい房ぼうの利きいた涼すずやかな待合室で、自分の番が来るのをぼーっと待つ…。

「前まえ原ばらさん。診察室へどうぞ。」

　やたらとおしゃべりな先生の問もん診しんに適当に答えると、定番の「風邪ですね」という言葉を返してくれた。

　注射をしてお薬は三日分。…ちょっと大おお袈げ裟さかなとは思ったが、昨日までの陰いん鬱うつさがこれで払ふっ拭しょくできるなら安いものだった。

　会計を済すませ、お手洗いに行ってから帰ろうとした時、いかにも常じょう連れんっぽいお年寄りの会話が耳に入ってきた。もちろん気に留とめるつもりはなかった。……その言葉さえなければ。

「………やっぱり鬼おに隠かくしかいね。」

「どうかね。まだまだ若い子だきゃあ。駆かけ落ちかも知らんね。」

「どこの誰とよ。」

「季節の度たびに東京モンが来ちょったろ。でっけえカメラ持った若者が。あれと仲が良きゃったって話、知らんかいね？」

　……富とみ竹たけさんのこと⁉　自分の耳がピンと立つのがわかった。

「そら知らんけど…。でも…普通、駆け落ちっても仁じん義ぎあるだろ。書き置きとか、辞表とか書かんかいね。」

「すったらん書かんから駆け落ち言うんね。」

「…若きゃあ看護婦さんの顔、見られんようなるんは寂さびしいんねぇ…。」

「鷹たか野のさんはしっかり者よ。…どこへ行ってもやっていけるん。」

　鷹野さんって言うのか？　……あの、富竹さんの連れの女性は。そして…この診療所に勤つとめていたのか…⁉

　またしてもオヤシロさまの影かげは、俺につながる。

　しばらく耳を傾かたむけていたが、話題が釣つりの話になり戻ってくる様子がなかったので、諦あきらめて帰ることにした。

　こうして、学校という日常を離れている時ですら、俺はオヤシロさまの影を抜けることはできないのだ。

　…当然か。だってオヤシロさまは守り神さまなんだからな。…ここ、雛見沢の。

　雛見沢にいる限り、逃のがれられはしないのだ…。





お昼をご一緒にいかがです？






　表を歩いたせいか、さっきまでなかった食欲が急に戻ってきた。

　診察代のお釣りで菓か子しパンでも買って帰ろう。そう思い、知っている道を曲がった。

　その時、突然、後ろからクラクションを鳴らされる。

　…俺、車の邪じゃ魔まになるくらいど真ん中を歩いているか？　もう少し路ろ肩かたに寄るが、それでもクラクションを鳴らされたので、むっとして振り返った。

「前原さ～ん。こんにちは。」

　大おお石いしさんだった。エアコンをガンガンに利かせた車から身を乗り出して、大きく手を振っている。

「こんな時間にどうしたんです？　学校はお休みですか？」

「ちょ、ちょっと体調悪かったんで、今日は休みました。…お昼を買って帰ろうとしてたところです。」

「それは良かった。実は私、お昼に行こうとしてたんですよ。よかったらご一いっ緒しょにいかがです？　……あぁ、お体に障さわる様でしたら構かまいませんよ。」

　どうせ帰ったって横になるだけだ。…それに本当は風邪じゃない。

「地元の食堂だと人目もあって嫌でしょう。興おきの宮みやまで行きましょう。ちょっと走りますがよろしいですかな？　私、おいしいお店知ってるんですよ？」

　大石さんの遠回しな言い方が何となくわかってきた頃だった。…大石さんは多分俺に、雛見沢ではしにくい話をしようとしているのだろう。

　……本当は風邪じゃない。さっき診療所でもらった薬をいくら頰ほお張ばろうとも、頭の中に立ち込める黒い霧きりを払はらうことはできないだろう。…でも、……大石さんと話すことで、その霧を少しは晴らせるかもしれない。…そう思った。ひょっとすると、さらに霧が立ち込めることになるかもしれないとも思いながら…。

　大石さんの言うところの、ガンガンに冷やした車に乗り込む。外の日差しが噓うそのように涼しかった。

　俺が助手席でシートベルトを締しめたのを確認すると、車はすっと走り出した。

「昨夜は遅くまですみませんでしたね。ご家族に怒られませんでしたか？」

「いえ…。」

　扉のたった一枚向こうで、ずっとその電話を聞いていたレナを、思い出す。…こうして陽光の降り注そそぐ日中であっても…気味が悪かった。

　町へ続く砂じゃ利り道が、ガクンと大きく揺れてから舗ほ装そう道路になる。

　はっと思い出し、後方へ振り返る。………そう。砂利道が舗装道路に変わる境さかい目め。富竹さんが亡なくなった場所だった。

「…富竹さんの捜そう査さは暗あん礁しょうに乗り上げています。」

　大石さんは俺の様子を横目に見ながら口を開いた。

「自分の爪つめで喉のどを搔かき破やぶるという異常さから、幻げん覚かく作用のある何らかの薬やく物ぶつによるものだと信じているのですが。……こういう症しょう状じょうをそれも急激に引き起こす薬物は、なかなかないらしいんです。もちろん、検けん死し解かい剖ぼうもそれを念ねん頭とうにおいて充分に行なったのですが…手て掛がかりはやはりありませんでした。」

「あの、…漫まん画がなんかによくあるじゃないですか。体内に取り込まれると分解したりして、証しょう拠こが何も残らないなんて、そんな薬…。」

「ありますよ。塩化サクシ……なんでしたっけ…。まぁ、えぇ結構あります。でもですね、富竹さんのような症状を引き起こす薬物にはそういうものはないそうなんですよ。」

「………じゃあ…警けい察さつは富竹さんは祟たたりで死んだって、そう言うんですか⁉」

　警察の不ふ甲が斐いなさに憤ふん慨がいしたのではなかった。…富竹さんの怪かい死しから、一いっ刻こくも早く祟りという要素を払拭したかっただけだ。

「悔くやしいですが今のところは。ですが、死因はともかく、死ぬ前に何人かの人間に囲まれて暴ぼう行こうを受けたことだけは間ま違ちがいありません。……祟りでなく、人間が事件に関わっているのは疑いようがありませんよ。」

　ちょっとだけ…ほっとする。

　やがて寂さびれた、それでも雛見沢よりは賑にぎわった駅前に出た。レストランの駐車場に入り、大石さんの後に続いて店に入る。

　賑わっているが、この時間にいるのは大人おとなの人ばかりだ。平日の日中に子供がいるわけがない。

「二名です。タバコは我が慢まんします。」

「こちらへどうぞ。ご注文がお決まりになりましたらお呼び下さい。」

　目のやり場に困る風変わりな格かっ好こうのウェイトレスさんに案内され、大石さんとボックス席に座った。

「どうです？　このお店のウェイトレスさんの格好、可愛らしいと思いません？」

「え？　まぁ…その…どうでしょうねぇ⁇」

「このお店ね、いっつも大人気なんですよ。お料理よりもウェイトレスさんがねぇ～。」

「はぁ。……大石さん、目がやらしいですよ。」

「んん？　そうですか？　んふふふふふふ…！」

　他愛のない話をしながら定番のランチセットを突つつく。…ウェイトレスさんの格好がどうとかはともかく、まぁ美お味いしかった方だろうか。
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　最後に大石さんの頼んだ食後のコーヒーが到着すると、大石さんは本題を切り出してくれた。…そして、それが俺の一番望んでいたことでもある。

「昨日、雛見沢の昔話が出ましたよね？」

「えぇ。人食い鬼の里だって言われてた、って話でしたっけ。」

「私もあんまり詳くわしい方じゃないので、うちの婆ばあさまに今朝けさ、ちょっと聞いてみたんです。」

　大石さんは胸ポケットから畳たたんだメモを取り出した。

「何でもですね、大昔は雛見沢は『鬼おにヶ淵ふち村むら』って呼ばれてたんだそうです。」

「鬼ヶ淵村…。…今とは全然違う名前だったんですね…。」

「今でもその名前、残ってるんですよ。…神かん主ぬしの妻が入じゅ水すい自殺した沼の名前は今でも鬼ヶ淵と言うんです。……沼の底の底は鬼たちの住む国とつながってると言われてたんだそうです。」

　もちろん、こんな薄うす気き味み悪い沼のことは誰も教えてくれなかったから、それは初はつ耳みみだった。

「でですね。鬼ヶ淵村は恐おそれられていたと同時に崇あがめられてもいたんだそうです。」

　恐れ敬うやまう。…一種の神しん聖せい視しだったのだろうか。人でないものたちの住まう、村。

「鬼たちはある種しゅの仙せん人にんでもあったらしいんですよ。例えば…不ふ治じの病やまいにかかった村人を鬼ヶ淵に運んで、治してもらったりとかしたんだそうです。」

「鬼って言っても……天てん狗ぐとかみたいな、仙人みたいなイメージですね。そんなに悪い人たちじゃないんでしょうか。」

「でもそこはやっぱり人食い鬼らしいんです。婆さまに聞いた昔話ではですね、息子を治ち療りょうしてやった代だい償しょうとして、連れて来た母親を食わせろ！　と、こうなるらしいんですよ。」

「…息子を治療してもらった対価が…自分ですか⁉　…それは怖いな。」

「もちろん母親は息子を連れて逃げます。これをですね、鬼ヶ淵村に住む村人、つまり鬼たちがですね、全員で追いかけて取り囲んで捕つかまえたんだそうです。」

　村人総出で、か。……それは想像するとかなり恐ろしい光景だ。

「結局、母親も息子も捕まって、食べられちゃったんだそうです。おしまい。」

「その話、矛む盾じゅんがありますよ。…当事者の二人が食べられちゃったんですから、その話が残るはずがありません。」

「ありゃ？　…なはははは！　昔話はこういうの多いですよねぇ。」

　大石さんは凄せい惨さんな昔話とは正反対にからからと笑いながらコーヒーをすすった。

「でもですね。…他の昔話にも結構あるらしいんですよ。鬼ヶ淵村の鬼たちが総出で獲え物ものを捕まえに来る、というのは。」

　ダム工事に抵てい抗こうしたとき、村人が総出で一いち丸がんとなって戦った、という魅み音おんの言葉がふと蘇よみがえった。……その総出という部分にささやかな重なりを覚える。

「鬼たちの獲物は常つねに一人で、しかも前もって決められているらしいんです。」

「…決められている？」

　聞き流せない部分だった。…大石さんも同じらしく、意味深な表情を浮かべている。

「婆さまが言うにはですね、『鬼の狩かり』の時には絶対に邪魔をしてはいけない。家に閉じこもって布ふ団とんを被かぶってろ、って言うんです。」

「…つまりどういうことですか？」

「獲物の人を助けたり、かくまったりしてはいけないんだそうです。鬼の狩りを邪魔しない限り、村人には危き害がいを加えない。そういうルールなんだそうです。」

「つまり、被害者を助けるな。凶きょう行こうを見て見ぬふりをしろ、…というわけですか。……ルールを破ったらどうなるんです？」

「さぁ…。…なにしろ人食い鬼ですからねぇ。」

　気になる部分の多い話だった。……話の内容は大石さんの言う、犯人は村ぐるみ説と一部重なるからだ。

　犯人が村まるごとでなかったにせよ、数人の犯人の「狩り」を村人たちが「布団を被って見殺しにした」ことは充分に考えられる……？　口にしていて恐ろしかった。

「…じゃあ大石さんは…やっぱり村ぐるみ、もしくは村人数人の犯はん行こうだと見てるんですね…？」

「前原さんはどう思います？　…あ～、すみません。コーヒーのお代かわりいいですか。」

　聞いているのはこっちだ。……あるいは…互たがいに口にしたくない最後の一言を相手に転てん嫁かし合っているだけなのか……。

　ウェイトレスさんがお代りのコーヒーを注ぐ間、互いに口を開くことはなかった。

「………去年、悟さと史しくんが失しっ踪そうした頃から私は不ふ審しんに感じていたんです。」

　大石さんはコーヒーカップの中のミルクの渦うずを見ながら呟つぶやいた。

「それで悟史くんのお友達、…つまり、前原さんのお友達グループの皆さんを、ちょっぴりだけ。…本当にちょっぴりだけですよ？　調べさせてもらったんです。」

　以前、俺は仲間を疑うようなことを言った大石さんに逆ぎゃく上じょうした。……だが、今度の俺はそうはならなかった。

「とてもつまらない話になります。…前原さんがつまらない、と感じたらいつでもおっしゃって下さい。終わりにしますので。」

　大石さんはこれまで見せた表情の中で一番真しん剣けんになった。……俺に、覚かく悟ごを決めて聞け、と言っているのだ。

　大石さんに聞かされて後悔した話はいくつもある。…だが、そのいずれの話でもここまで脅おどしたものはない…。

　心の中のもう一人の自分が警けい鐘しょうを鳴らす…！　よせ圭一。これが多分、最後の……！

　その声を、大きく息を吸いこんで黙だまらせる。………俺は真実から…逃げない。

「……お願いします。」

　短くそれだけを告つげた。……大石さんはしばらく沈ちん黙もくし、俺の両目をじっと見、覚悟の程ほどを確認してから切り出した。

「一年目の事件の被害者は現場の監督さんだったんですが、事件の数週間前に園その崎ざき魅音さんと取っ組み合いをしてるんですよ。何度か。」

　…魅音が過激な抵抗をした、という話は以前、大石さんに聞いている。…まぁあの魅音がヒートアップしたなら、想像に難かたくはない。

「二年目の事件で推進派の夫婦が事故に遭あいましたよね。現場にはお嬢じょうさんも一緒にいたんです。…それが北ほう条じょう沙さ都と子こさんなんです。」

「え⁉　沙都子って、……沙都子⁉⁉」

　大石さんは目め配くばせで、声が大きいとたしなめる。…俺も気付き、トーンを下げる。

「三年目には神主夫婦が亡くなられますよね。そのお嬢さんが古ふる手で梨り花かさんです。」

「……梨花ちゃん…がッ⁉⁉」

「四年目に亡くなった主婦は、もうわかりますね。北条沙都子さんの義理の叔お母ばです。……当時は沙都子さんはご両親を事故で失っていましたので、預けられていたのです。被害者宅に。」

　唇くちびるが乾かわいていくのがわかる……。俺は…だらしなく開けられた口を閉じる事も忘れていた。

　異常な事件だとは思いながらも…ほんの少しだけ、距離の開いた出来事だと思っていた。……それがぱちんぱちんと音を立てながら…俺の足元の周りに組み合わさっていく…。

「ちなみに…四年目に失踪した北条悟史さんは、沙都子さんの実の兄になります。」

「え………その………あ、……ちょっと……待ってください………。」

　やっとそれだけを言うのが精せい一いっ杯ぱいだった。……コップのお冷ひやを一気に飲み干ほし、おしぼりで改めて顔をごしごしと拭ふく…。冷静になれ前原圭一……！

　だが大石さんは残ざん酷こくだった。…俺の気持ちの整理がつくのを見届けることなく、それを告げた。一番…聞いてはいけない事を…。

「被害者たちはなぜか、あなたのお友達グループに全すべてつながるのです。」

「……偶然に決まってるじゃないですかッ‼」

「前原さん、静かに静かに…。みんな見てますよ…。」

「魅音が…？　沙都子が⁉　梨花ちゃんが⁉　つながるから何だってんだ⁉　俺の仲間たちが、グループが丸ごと…だって⁉⁉　そんなはずは…そんなはずは…。…そうだ、レナは違うじゃないか！　レナは今のところどの被害者とも縁えんがないですよ⁉」

「竜りゅう宮ぐうレナさんは昨年まで茨いばら城きの郊外にお住まいでした。まぁ確かに、いずれの被害者とも直接の面めん識しきはありませんが…。」

　煮にえ切らない言い方だ。…何か関係があると言うのか…⁉

「実は調べてみたら、竜宮さんは引っ越しの少し前に、学校で謹きん慎しん処分を受けているんですよ。何でも、学校中のガラスを割って回ったんだとか。」

「レ、レナが⁉　学校中のガラスを割った⁉⁉」

　あの…ぽやーっとした…レナが…⁉　とても想像はつかなかった。

　…いや、……でも、……あの、…冷れい酷こくな鷹の目をした、あのレナなら、…そんなことをやってのけるのか………。

「三日間の謹慎が明けた後も復ふく学がくしなかったようです。その間に神経科に通院し、自じ律りつ神経失調症と診断され、何週間かの間、投とう薬やくと医師によるカウンセリングを受けています。」

　ノイローゼみたいなものだろうか。…そういうのは几き帳ちょう面めんな人や神経質な人がかかると聞いたことがある。……それはいずれも能のう天てん気きなレナのそれとは一致しないはず…。

「…でですね、そのカウンセリングをした医師のカルテにレナさんの会話内容が記き載さいされているんですがね……。その中に、出てくるんですよ。結構。」

「何がです…？」

　俺は無む防ぼう備びにその先を促うながした。……これ以上、もう後悔することなどあるものか…。

「出てくるんですよ。『オヤシロさま』って単語が。」

　背せ筋すじを、冷え切った誰かの手に撫なでられたような気がした…。……どうして…雛見沢に来る前のレナが…オヤシロさまなんて言うんだ…⁉

「オヤシロさまって言う、幽ゆう霊れいみたいなものがですね、夜よな夜よな自宅にやってくるって言うんですよ。枕まくら元もとに立って自分を見下ろすんだ、って。」

　……思考が凍こおり付いてしまう。……何を言われてるんだか…さっぱりわからない…。

「その後、しばらくして雛見沢に引っ越されたんです。…………あぁ、そうそう。レナさんはよそ者なんかじゃないですよ。」

「え？」

「住民票でわかったんですが、竜宮一家は元は雛見沢の住人です。レナさんがちょうど小学校に上がるときに茨城へ引っ越されたんです。」

　頭の中が真っ白な星でいっぱいになる…。…それは深夜の、放送を終了したテレビの砂すな嵐あらしによく似た感じだった……。耳もキーンとしてよくわからなくなる…。

「…前原さん、大丈夫ですか？　もう終わりにしましょうか？」

　その一言にはっとする。……まだ、ここで終わりにしてはいけない…！

「…レナのことはわかりました…。じゃあその……最後の被害者の富竹さんはどうなんですか？　…誰と接点があるんですか…？」

　焦しょう燥そうしきった俺の、最後の反はん撃げきだった。だが、それに対するこれ以上ない回答は、聞く前からわかっていたことだ…。

「全員ですよ。お忘れですか前原さん。みんなで楽しくお祭りの晩ばんを過ごしたじゃないですか。何人もの警官が皆さんの楽しそうな様子を見ていますよ。」

　…もう今いま更さら何も言い返せなかった…。……俺は頭を垂たれ、沈黙する…。

「そろそろ出ましょうか。あ、前原さん、お昼の薬は飲みましたか？」

　大石さんに言われるまで、今日自分が病院へ行き薬をもらったことも忘れていた…。お冷をもう一杯もらい、一気に流しこんだ後、店を出る。

　車に乗り込み、再び雛見沢への悪路を戻った。

　…自転車ではあまり気にならなかったが、車だとこんなにも揺ゆれるのだろうか…？　…まるで、道路たちが何かを伝えようと死に物狂いに猛たけっているように感じられた。

　がくん！　……その大きな揺れは、舗装道路から砂利道に変わる時の段差だ。

　富竹さんの声なき叫びを、俺は確かに聞いた…。

　俺は一言もしゃべらず、ただ車の揺れに身を任せてるだけだった…。

「おうちの前まで送りましょう。…今日は病気でお休みだったんですよね？　長々とお話してしまって申し訳ありませんでした。」

「……なんで俺に話すんですか？」

　ぼそりと言い返した。…本当に、ぼそりと。返事なんか期待しなかった。

「私、一応、確認しましたよね？　お話やめましょうか、って。」

「じゃなくて！　……どうして俺に接せっ触しょくしてきたんですか。」

　…大石さんが一連の怪あやしい事件の関連性を調べていることはよくわかった。だけど、…なんでそれを俺に話してくれたんだ…？

　俺は何も知らないし役にも立てない。大石さんの話はどれも初めて聞く話ばかり。……第一、引っ越してきたばかりの俺に…何がわかるってんだ。

　もし……大石さんが俺に接触する理由があるとすれば…。……俺が、大石さんが怪しいと目もくする、魅音たちの仲間の一人だからだ。

「……私ね、今年で定年なんです。定年したら婆さまの意向で、引っ越しちゃう予定なんですよ。…だからこそ在職中に、この事件だけははっきりさせておきたかったんです。」

「…………で、……大石さんは疑ってるんですよね。みんなを。」

　大石さんは特に返事をしなかった。今更、とは思ったが、大石さんなりの良心だったのかもしれない。

「これは…この道、三十年の勘かんです。……前原さん。危ないのはあなたなんですよ。」

「…え？」

　そんなバカな、と反論しようと思ったが、すっかり意い気き消しょう沈ちんした俺にそんな気力はなかった。

「私は今年で定年ですから、来年の綿わた流ながしの日にはもういません。…だから今年中に決着をつけたいのです。」

　それは暗あんに、来年の綿流しの日に自分はいないから、誰が犠ぎ牲せい者しゃに選ばれようとも守ることができない。……そしてそれは俺なのだと脅しているようにも聞こえた。

「署しょ長ちょうからも注意を受けています。…一連の事件は個々に解決しているから蒸むし返すな、というのです。……これは一種の圧力です。」

「圧力って…何のですか。」

「雛見沢の誰かですよ。………着きました。この辺でいいですか？」

　何時いつの間まにか車は自宅へ続く坂道の前に来ていた。時計は二時。…食事に行ってからまだこれしか時間が経たっていないことに驚いた。ただ話をしただけなのに、その疲労感からもう夕方くらいだと思っていたのに…。

　車の外は暑かった。セミの喧けん騒そうも耳に痛い。

「今日の話は全て忘れてくださっても結構です。…ですが私は捜査を続けますよ。オヤシロさまの祟りは今年で終わらせます。」

「……何かあったら連絡しろってことですか？」

「いいんですよ。……前原さんが『どうしても』連絡したくなった時だけでいいんです。」

　大石さんの遠回しの言い方を理解できるほど、今の俺は冷静ではなかった。…近い内に、俺が「どうしても」連絡したくなる何かが起こる。そう言っているようにはっきり聞こえた。

「ゆっくり休んでください。…病気でお休みの時に、よくない話ばかりして申し訳ありませんでしたね。」

　もう、特に相あい槌づちは打たなかった。

「私はいつでもあなたの味方です。…それだけは信じといて下さいよ。それじゃ失礼します。」

　車は砂利道の上をがりがり言わせてＵターンすると、砂さ塵じんの中に消えて行った。

　それは、鮫さめの潜ひそむ海に浮うき輪わひとつで俺を放り出し、ブイの向こうに消えて行くボートのようにも見えた。………俺は初めて、大石さんを卑ひ怯きょうな人だと思った。

　次の被害者にそれを教えた上で、何かあったら自分を呼べと言う。…こんなのは警察の捜査じゃない。こんなの、ただの魚釣りと同じだ。……俺はただの撒まき餌えに過ぎないのだ。

　釣れる魚は犯人なのか。それとも本当にオヤシロさまの祟りなのか。……どちらにせよ、俺という餌えさは魚のお腹の中だ…。

「……畜ちく生しょう……俺、…死にたくないよ…。」

　しばらくの間、大石さんの車のエアコンが作った水みず溜たまりを見ていることしかできなかった……。





レナと魅音のお見舞い






　横になってどのくらいたっただろう。外は暗くなりかけていた。

　帰宅してから、ますます頭の中がぐちゃぐちゃになり、俺は二階の自分の部屋でぼーっと横になっていた。

　体は汗あせでぐっしょりだった。……シャワーでも浴あびれば、汗と一緒にこの嫌な気分は洗い流せるのだろうか。

　その時、階かい下かの電話が鳴った。多分、お袋じゃないだろうか。

　お袋は結構心しん配ぱい性しょうだからな。病院の診察はどうだったのかなんて聞いてくるのだろう。……ひょっとすると気付かなかっただけで、もう何度目かの電話かもしれない…。

「もしもし前原ですけど。」

「お、生きてた！　もしもし！　魅音だけど。具ぐ合あいはどう～？」

「ん、圭一のお友達ですか？　圭一は休んでますけど。代わりましょうか？」

「ヘ⁉　あ、お、お父様で⁇　あはははは、すす、すみません‼」

「わっははははははは‼　ばかで～！　引っ掛かってやがるよ！」

「え⁉　け、圭ちゃぁああぁあぁああぁん[image: !!!]」

　いつものノリの応おう酬しゅうに、互いにしばし笑い合った。

　……だが、笑い合いながら、疑ってしまう…。……みんなは…本当に事件と関係あるんだろうか…？　……ない、とそう言い切れない自分が悲しかった。

「元気そうで安心したよ。レナもすごく心配してたよ？　沙都子はざまぁないですわ！　って喜んでたな。梨花ちゃんは病気でかわいそかわいそです、ってさ！」

「ちぇ、みんなで勝手に大盛り上がりしてたみたいだなぁ！」

「まぁまぁ。でさ圭ちゃん。お見み舞まいに行っちゃ都つ合ごう悪いかな？」

「お見舞い？　いいよ、そんな。重病人ってわけじゃないんだから。」

「うちの婆ばっちゃが山ほどおはぎを作ってさ。お裾すそ分わけに持ってけって言ってんだよ。だから持ってくね！」

「…おいおい、風邪が移っても知らねぇぞ。」

「おじさんもレナもおバカさんだから大丈夫！　じゃね！　すぐ行くから！」

　電話は威い勢せい良く切れた。レナも来るのか？　そんな言い方だったな。

　……レナに会うのはまだちょっと気になったが、魅音と一緒なら何も怖いことはないのだろうか…。

　落ち着きなくそわそわしている内に、玄関のチャイムが鳴った。




「どんなカンジ？　ちゃんと薬飲んで寝てた～？」

「そりゃもうしっかりとな。」

「げ、元気そうで良かった。心配してたんだよ…。」

「悪かったな。…明日にはもう大丈夫だよ。」

　全然病やみ上がりを気き遣づかわない魅音と、心底から心配そうな顔をしているレナ。……その表情に裏はないように見えた。

　こうして話をしていると、自分がさっきまで考え込んでいたことは全て下くだらないことだったんではないかとも思えてくるような気がする…。……だが、そう思うと同時に、それでもなお払拭できない感情があることも否定できなかった。

「……ちょっとお邪魔しようかと思ったけど、まだ本調子じゃないみたいだねぇ。」

「ん、そ、そうか⁉」

　俺の表情が陰かげるのを見られたようだった。

「…じゃこれ、圭一くん。…魅ぃちゃんのおばあちゃんが作ってくれたおはぎだよ。」

　レナが新聞紙で包つつんだそれを差し出す。五つくらいは入っているのかもしれない。…ずっしりとした重さがある。家族で食べてくださいということだろうか。

「あ、サンキューな。…作ってくれた魅音のばあちゃんによろしく伝えといてくれよ。」

「うん。あ、その中にね、レナが作ったのも混じってるんだよ！　圭一くんに見つけられるかなぁ…。」

「これ、今日の部活を欠席した圭ちゃんへの宿題ね！　おはぎにアルファベットがついてるから明日回答すること！」

「お、お見舞いなのか部活なのかどっちかにしろーッ[image: !!!]」

「うんうん、元気元気。これなら明日は大丈夫そうだね～。」

「この騒ぎで熱がぶり返したらどうしてくれんだよ、まったく。」

「み、魅ぃちゃん、あんまり騒いじゃ悪いよ…。もう行こ。おうちの人にも怒られるよ。」

　…二人は両親がいると思っているらしかった。うちの玄関は靴くつが乱らん雑ざつだからな。

「そうだね、もう行こっかね。………あ、そうそう圭ちゃん。」

「なんだよ。」

「お昼、何食べた？」




　ぴくっと反応し、魅音を見上げてぎょっとした。……これまでに見た事のない、…薄うす気き味み悪い顔だったからだ。魅音の顔にこんな表情が浮かぶなんて信じられなかった。その、浮かぶはずのない表情を見る恐怖を、俺はつい昨日、レナで体験してしまっている。

　だから、……昨日とまったく同じあの感触が脳のう髄ずいを昇のぼってくるのがわかる。家の外で鳴いているはずのひぐらしの合唱が歪ゆがみながら一ひと際きわ大きくなり、俺の中の世界を満たしてくるのがわかる…。

　しかし…なぜ…俺に今日のお昼の話を聞くんだよ……⁉

　魅音の言葉は不ぶ気き味みなくらい空くう虚きょだった。…俺が何を食べたかなんて初めから興味ないような、そんな言い方だったからだ。本当に聞きたいことはそれじゃないというのが明白だった…。

「お、表で食べたよ…。」

　……大石さんと一緒だったことを勘かん繰ぐられているんだろうか……。とにかくはぐらかしても躊ちゅう躇ちょしても深読みされると思い…俺はなるべく早く、さりげなく返事をしたつもりだった。

　だが……俺のそんな努力とは裏うら腹はらに、二人の返事には間があった。まるで、その返事をどういうつもりで言っているのか、吟ぎん味みしているように見えた。

「…ふ～ん、圭一くん、お昼は外食だったんだね。」

　レナもいつの間にか瞳ひとみの輝かがやきを変えていた。それは昨日の、レナに似ていてレナじゃないあの、恐ろしい眼まな差ざし。……それはギラギラとして、…一層、言葉に白しら々じらしさを感じさせた。………自身はすでに知っていながら、無知を装よそおっている…そうにしか見えなかった。

「どう？　おいしかった？」

「…な、なんでそんな事を聞くんだよ……。」

　魅音のオクターブは変に低かった。…まるでそれは……俺が…町のレストランで食事したことを…知っているかのような……。いや……考え過ぎだ。…だって…お昼の時間には二人とも学校にいたはずなんだ。……俺の所しょ在ざいを知るはずはない……。

「渋しぶいおじさまとご一緒だったみたいだけど、……誰？」




　どさり。

　…俺の手からおはぎの包みが滑すべり落ちる。自分の顔から血の気けが、音を立てながら引いて行くのがわかった。

「…へぇ。圭一くん、それ誰？　…ひょっとしてこの間の車の中の人かな？　………かな？」

　舌したの根までカラカラに乾いていく…。もはや……はったりですらない。……こいつらは……全て知っているのだ……⁉

「な、………なんで………そんな事……わかるんだよ……？」

　やっと、それだけを喉から搾しぼり出すのが精一杯だった。…膝ひざが、かくんかくんと鳴り出す…。

「………さぁてね。…おじさんにわからないことはないからね。」

　…魅音は意味深ににやりと、…糸を引くように笑った。

「で、圭ちゃん、何のお話をしてたの？　ずいぶんと熱くなってたみたいだけど…？」

「み、みんなの話はしてないよ…！　魅音ともレナとも関係ない…！」

「ふぅん？　…聞いてもないのにレナたちの名前が出るなんて、なんだか怪しいなぁ？」

　レナはねっとりとした目線で、俺の瞳のさらに奥をうかがっていた。

　墓ぼ穴けつだ。こいつらには何も言ってはいけない…、こいつらは俺が言う前から答えを知っていて、俺が素す直なおにそれを白はく状じょうするかを測はかっているだけなのだ…。

「ま、何を隠れてやろうとも、おじさんには全てお見通しってこと。…それだけを忘れないでくれればいいかなぁ。」

「……………………。」

　頭を縦たてにも横にも振ることができない。…奥歯ががちがち鳴りそうになるのを必死に押しとどめるのが精一杯だ…。

　魅音は小首を優ゆう雅がに傾かしげるような仕し草ぐさをしながらも、決して俺の目をその眼差しから解放しようとはしなかった。

「…圭一くん、顔色悪いよ？　もう横になった方がいいと思うな。」

「そうだね。私たちはもう帰ろ。」

　二人はまるで何事もなかったかのように笑い合い、玄関を後にしようとした。その表情が、取って付けたかのようなのにあまりにいつもの彼女らの表情で恐ろしい…。

　俺はさっき、おはぎの包みを落とした格好のまま、指一本動かすこともできないでいる。

　二人が扉を出、…その扉が…ゆっくりと閉じていく。……俺はそれをじっと見ているしかない。…まるで、扉が閉まりきるまで動いてはいけないかのように。

　その閉じかけた扉がぐいっ！　と開けられ、俺の心臓がもう一度跳はね上がった。

　扉の隙すき間まから片目だけを覗のぞかせて、再び魅音の鷹の目が俺を貫つらぬいた。

「じゃあね圭ちゃん。」

「…あ、…あぁ…。」

「………明日、学校休んじゃ〝嫌だよ〟？」




　ばたん。

　……扉が閉まった。二人の低い笑い声が遠ざかり、静せい寂じゃくが戻ってきても、俺は指一本動かすことができずにいる……。

　我われに返り、俺が最初にしたことは扉にカギをかけることだった。

　どうして魅音たちは…俺が大石さんと話していたことを知っている…⁉

　どうして…⁉　どうやって⁉　いや、…そんなことはどうでもよかった。…知られた、ということだけが事実なのだ。

　今にして思えば……大石さんが俺を訪たずねてきたその最初から…話は全て筒つつ抜ぬけだったのかもしれない。……魅音の言う通り…俺には何も隠し事などできはしないのだ…！

　じゃあ……魅音たちは…俺に何が言いたいんだ…？

　…そんなのは決まってる。…俺に〝余計な話〟はするな、と釘くぎを刺さしているのだ。

　余計な話って何だ…？　俺が大石さんとしている話はひとつしかない。……そしてそれが余計だと警告しているのだ。

　大石さんが俺にしている話。……それは毎年起こるオヤシロさまの祟りは個々の事件でなく、全て関連した事件であり、……しかもそれは複数犯で雛見沢に潜せん伏ぷくしているかもしれない、というものだ。

　いや…もっと踏み込んで言った。…魅音がレナが、沙都子が梨花ちゃんが怪しいと名指しで言ったのだ。

　それに対しての警告だというなら……？

「な…、なに馬ば鹿かなこと考えてんだよ……俺ッ‼」

　ぱしーん！　と大きな音が立つくらい強く、自分の頰を打った。……それで悪い夢が覚めればと思ったが…なぜか布団を叩たたいたような手応えしかなく…虚むなしいくらい痛くない。

　冷静になれ前原圭一…！　俺はいつからこんなネガティブなことしか考えない男になったんだ⁉　冷静になれ冷静になれ！　落ち着いてよく整理するんだ…！

　魅音が、俺が大石さんと昼飯を食っていたのを知ってたのは………きっとあのお店に雛見沢の人がたまたま来ていたんだろう。それで魅音に俺が来ていたことを伝えたに違いない…。

　そう思えば一番自然だ。それに…よくよく考えれば……魅音は俺がどこで昼飯を食ったかしか聞いてないぞ？　…それでおいしかった？　って聞いただけだ…！　たまたま俺と同席したのが雛見沢の人間じゃなかったから興味を覚えられただけで……別に…他意なんかないのかもしれない…。そうだ、そうに違いない…！

　今にして思えば、レナの時もそうだ。俺が大石さんに会ったことを変に濁にごしたので、レナに質ただされただけなんだ。それを俺が、いつものおっとりしたレナとのギャップに面食らってしまい……驚いてしまっただけなんだ…。そう考えるのが一番自然だ…！




　……頭の中がぐちゃぐちゃのスパゲッティになったような気分だ。…こうして頭をぎゅっと押さえていたなら、耳や鼻から真まっ赤かなミートソースがはみ出てくるかもしれない。そのミートソースは血のように真っ赤で、頭の中身をすり潰つぶした挽ひき肉が混じって…。

　そう思ったら、急に吐はき気けと頭痛を感じた。……本当にそうなったらいやだったので、俺は頭を抱えるのをやめる…。

　誰が何を言っているのか、最近、全然わからない…。

　みんなと一緒にいる時は楽しい。表裏なんか感じない。みんな…本当にいいヤツらだと思う…。引っ越して来て、右も左もわからない俺に本当に親切にしてくれた。

　レナは本当に親切な、面倒見のいいヤツだ。変な病気さえ出さなければ本当に可愛いヤツなんだ。魅音も最高にいいヤツ。歳としや性別を気にせず、ポジティブでアクティブ。あいつと一緒だと退たい屈くつしない。…退屈しないなら、賑やかな沙都子だっていいヤツだ。いろいろ生なま意い気きだが、それがあいつのコミュニケーションなんだよ。…梨花ちゃんだってそうさ。口数は少ないけど、多た彩さいなコミュニケーションを持っていていつも楽しくさせてくれる。…そうさ、みんな仲間さ‼

　…だが…富竹さんや大石さんに、知らなくてもいい雛見沢の秘ひ密みつを……オヤシロさまの祟りの話を聞かされた頃から……おかしくなり始めた。

　そして大石さんから…みんなが、…魅音がレナが沙都子が梨花ちゃんが怪しいと聞かされた。……そして……みんなが変わってしまった。

　…そうだ。大石さんが変な話を始めてからだんだんとおかしくなり始めたんだ…！　……やっぱりあの時……変な話なんかきっぱり聞かなければよかったんだ。……それならそもそもあの綿流しの晩、富竹さんに過去の事件の話を聞いたことからいけなかったんだろう…。……俺が変な好こう奇き心しんさえ出さなければ………出さなければ………。

　そうだ…。だからみんなは富竹さんを＊したんだ。みんながせっかく俺のために隠してくれていることを、よそ者の分ぶん際ざいで俺なんかにしゃべったから。

　じゃあ大石さんだって＊されるだろう。みんながこんなにも知らないほうがいいと忠ちゅう告こくしてくれることを掘ほり返そうとしている。それに…俺にみんなを疑わせるようなことを吹き込んだ許せない男だ。…あんなヤツ＊されて当たり前なんだ…[image: !!!]

　富竹さんも大石さんも所しょ詮せんはよそ者なんだ。雛見沢の人間とは相あい容いれない存在なんだよ。そんなヤツらこそオヤシロさまの祟りにあって＊されるべきなんだ‼

　みんなは悪くない。…悪いのは好奇心を抑おさえきれなかった俺の方なんだ。みんなは悪くない。みんなは悪くない。みんなは悪くないみんなは悪くないみんなは悪くない…。

　ぼーっとした…寝起きのような鈍にぶい感覚だったが、さっきまであった嫌な悪お寒かんは薄れていた。……もう大丈夫。…もう怖くない。…もう完全復活。ようやく俺は悪い夢から覚めたんだ………。

　明日は元気に学校行こう。みんなに挨拶。部活もやろう。きっと楽しい。絶対楽しい。……俺はみんなの仲間なんだから。

「…あ、そうだ。おはぎ食べないと…。どれがレナの手作りか、当てないといけないんだよな。」

　さっき二人が持ってきたお見舞いの宿題を思い出す。…しかし、部活練習がデリバリーされるなんて、うちの部ってすごいよな。

　床ゆかに落ちたままになっていたおはぎの包みを拾い上げ、居間へ持って行った。

　せっかくだからお茶を飲みながらの方がいいかもしれない。…お茶を飲みながら頰張る手作りおはぎ。……お。結構うまそうなシチュエーションだぞ。

　新聞紙の包ほう装そうを開くと、中にはこぢんまりとした、それでいてずっしりとしたこし餡あんのおはぎが五つ。新聞紙には左ひだり端はしのものから順にＡ、Ｂ、Ｃ…とアルファベットが書きこまれている。

　さて。この中のひとつがレナの手作りだと言うが……どれだろう？

　見た目はどれも大たい差さない。匂においも雰ふん囲い気きもほとんど同じだ。……これは…手て応ごたえ充分な問題だぞ⁉

　一番差が出るとしたら…おそらく形だろう。魅音のおばあちゃんがどんな人なのかはわからないが、レナのそれとは絶対に違うはず…！

　よく見ると中にひとつだけ、とても丁寧に作ったおはぎがあった。じっと見ればすぐわかるくらいに。

「……この一個がレナのか否いなかが、勝負の分わかれ目みたいだな。」

　さらに頭を落ちつけて良く考える…！

　…このおはぎ、魅音は確か、おばあちゃんが山ほど作ったのでお裾分けって言ったよな。…ってことはつまり、この中の四つはその山ほどの中の四つのわけだ。

　対してレナはどうか？　多分…これ一個しか作ってないだろう。だからその一個に手間を惜おしまないに違いない。……つまり一番丁寧に作ってあるということ。…なら、レナの手作りおはぎはこの…Ｅだ‼

　一瞬、それを見越した魅音のワナではないかとも思ったが、それはないだろう。…魅音が作ったならいざ知れず、レナが作ったと言ったのだからそういう引っ掛けはないはずなのだ。

「よし。お茶も準備ＯＫ。まずはディフェンディングチャンピオンの魅音のばあちゃんからだ。……どれ。」

　ふむ。…悪くない。こし餡の滑なめらかさと充分な食べ応えの両立は侮あなどり難がたし‼　その後にすするお茶も引きたてている。…これは…素晴らしい仕事だぞ！

　さて、レナの方はどうかな？　高級和菓子を思わせる繊せん細さいな作り。食べ盛りの俺としてはボリュームに若じゃっ干かんの不安を感じるが…。まずは一口…。

　……これは…難しいジャッジになりそうだぞ⁉　使っている材料はまったく同じなのだから味に大差はない。違うのは最後の握にぎりの部分だけなんだから、そりゃそうだ。

　となると勝負は芸術点と…ボリュームが分ける事になるだろう。しっかりとした食べ応えのチャンピオンに、きめ細かな丁寧さのチャレンジャーレナ！

　まだレナのは一口しか食べていない。取とりあえず食べ終わってからのジャッジにすべきだろう。……ひょっとすると…何か逆転になるようなすごい仕掛けが隠されているかもしれないんだからな…！

「もぐもぐ。………………ん、」

　俺の予想は的中したようだ。俺の舌が何かに触さわる。食べるものとは少し違うようだったので、取りあえずそれを指につまんで取り出してみた。

　…………………これは。…なんだ？




　それが何かを頭が理解する前に、俺は食べかけのおはぎごと、それを力いっぱい投げ付ける。壁かべに叩きつけられ、餡が飛び散った。そして、一心拍置いてからぼろりと剝はがれて床に落ちる。

　…呆ぼう然ぜんとする自分。

　何やってるんだ、俺は…⁉　せっかくのレナの手作りに…何て事をッ⁉

　呆然と、凶行に及およんだ俺の手を見、そして…口の中から取り出したそれが何だったのかを思い出す……。

　それは初め、髪かみの毛かと思った。だけど、魅音より短いレナにしたって髪の長さは結構ある。あんなに短くはないはずだ。

　それに、髪の毛というにはちょっと硬かった。舌の上でちょっと転がすだけの太さもあった。…ちょっと銀の輝きがあり、…一方の端には、そう、裁さい縫ほう針ばりのような、糸を通すような穴が開いていて……。

　うん、そうだ…。裁縫針によく似ていた。…そっくりだった。…先端も尖とがっていた。かなり鋭するどく。…本当に裁縫針にそっくりだった。

　あれ？　……さっきのあれは……〝裁縫針によく似た〟、何だったんだ……？

　…………答えなんか出ない。だが、俺の中にいるもうひとりの俺にはわかったらしく、…それを奥歯をがちがちと鳴らせて教えてくれた。

　…湧わき上がってくる恐怖を打ち消せない…。急に鉄の味がし、舌の奥がぴりぴりと痛くなる。…出血を確かめるため、指を口の奥へ突っ込み、ぺたぺたと触ってみた。……突とつ如じょこみ上げて来る嘔おう吐と感。ひりひりする味の胃い液えきが喉の奥を刺激する。

　両の手で喉をぐっと押さえ、しばし悶もだえ苦しむと…嘔吐感はなんとか収まった。

　ようやく正常に息ができるようになると、今度は心臓が早はや鐘がねのようにばくばく言い始める。………そして、ようやくこっち側の俺も理解する。おはぎに何が混じっていたのかを。

　その単語を脳のう裏りに浮かべるより手が動く方が早かった。

　どしゃッ！　びたッ‼　べしゃッ[image: !!!]

　俺は残ったおはぎを次々と壁へ叩き付けた。飛び散った餡の描く幾き何か学がく的模様がどこか不ふ吉きつなものを想像させる…。それから目を背そむけると、俺は廊ろう下かに飛び出し、階段をどかどかと駆け上がり自室へ、朝のままになっている布団の中へ飛び込んだ。

　そして自みずからの肩を抱き、恐怖と悔しさと怒りと悲しみでぐちゃぐちゃになりながら吠ほえ猛った…。

　これは脅しとか脅きょう迫はくとか釘を刺すとかそんな生なま易やさしいものじゃなくて……ッ[image: !!!]

　雛見沢で何が起こってきたのか。何が起こっているのか。何が起ころうとしているのか。…そんなのはどれもわからないし、大事なことでもなかった。

　一体、どこで禁きん忌きに触れてしまったのか⁉　とにかく俺は…レナや魅音や…あるいは他にも？　敵を作ってしまっている⁉　そしてそいつらは…俺なんか死んでしまえと思っている⁉

　殺されてたまるかよ‼　こんな、…わけもわからずに[image: !!!]

　様々な負の感情はまるで渦巻く底無し沼のように、俺を安らかでない眠りへと引きずりこんで行った………。






自殺を誘発するクスリは？







「単たん刀とう直ちょく入にゅうに…自殺させる薬ってないんですか？」

「直接的にはない。」

　大石を未いまだ悩ませているのは、富竹ジロウの不ふ可か解かいな死因だった。

　自分の首を自分で搔き毟むしって死ぬなんて常じょう軌きを逸いっしている。なら、そうさせるために誘ゆう導どうする薬物があったのではないかと疑うのは当然のことだった。

　だから、それをもっともシンプルな形で鑑かん識しき課の最さい古こ参さんに問い掛けてみた。その返事は非常にシンプルだったが、深読みのできるものでもあった。

「遠回しですねぇ。…では間接的にはあるってことですか？」

「自殺したくなる精神状態を誘発することはできる、っちゅうことだ。」

「…難しい言い方になりましたねぇ。何ですかその、自殺したくなる精神状態ってのは。」

「例えば重度の躁そう鬱うつ病患者だが、一般に鬱状態から躁状態に転じる時にもっとも自殺が多いと言われちょる。」

　躁鬱病というのは鬱病とは異なる。

　鬱病は鬱状態という非常にネガティブな精神状態のみを引き起こすが、躁鬱病は、このネガティブな鬱状態と交互に、非常にアクティブな躁状態を引き起こす。

「鬱状態の患者は自信を喪そう失しつし非常に悲観的だ。だが自殺もせん。自殺をする気力すらないからだ。…躁の状態もまた自殺をせん。今度は逆に、非常に自信過か剰じょうで行動的なので、自らを順じゅん風ぷう満まん帆ぱんと思う。だから自殺などせんのだ。」

「…面白いですねぇ。どっちの状態でも自殺をしないのに、状態が入れ替わる時に自殺するんですか。」

「鬱状態には自殺願望はあるが、自殺という大仕事を遂とげる気力すらもない。だが躁状態が始まると徐々に気力が充実し、体の自由が利くようになってくる。つまり鬱状態から躁状態に移る時、一いっ瞬しゅん、自殺願望を残したまま行動的になる危険な時期があるわけだ。」

「なぁるほど！　つまり自殺する気力が回復するわけですね。」

「そういうことじゃの。だからこの時期に変な気を起こさんように、向精神薬をたっぷりと処方するわけじゃな。」

「…では富竹氏はこの躁鬱病患者だったんですかねぇ？」

「躁鬱病患者の自殺は普通の自殺だ。飛び降りとか首くび吊つりとか。ヤクの禁きん断だん症状のような自じ虐ぎゃく行動とはまったく違うぞい！」

「富竹氏の自殺は普通じゃないですよねぇ。……ではやっぱり薬物中毒による錯さく乱らんと考えるのが自然ですか。最初に言った、自殺したくなる精神状態を起こす薬ってのを教えてください。」

「メトアンフェタミン中毒は躁鬱病に近い症状を起こすと報告されとる。覚かく醒せい剤ざいのことだ。……それからバルビツール酸誘導体中毒にも異常行為が報告されとるがあまり一般的ではないのう。こっちは睡すい眠みん薬やくのことだ。」

「覚醒剤反応、出なかったんですよねぇ。…他の可能性は？」

「既き知ちでない未知の薬物の可能性も否定できん。ソ連の暗殺機関が使う毒薬やら、中国伝来の暗殺薬などの類たぐいは既き存そんの検査方法では検出できんと言われておる。そうでなくとも、漢かん方ぽう系や生しょう薬やく系は検出が困難と言われちょる。わしらの業界では倫りん理り上秘密にされとるが、一般でも簡単に入手できて致死性が高くてそれでいて容易には検出できん毒物などいくらでもあるぞい。」

「なっはっは、そりゃあ物ぶっ騒そうな話です。」

「それらの話を抜きにすれば、あとは病気しか考えられん。バセドー病等の甲こう状じょう腺せん異常を引き起こす病気にしばしば躁鬱病に似た症状が報告されとる。だがバセドー病は特とく徴ちょう的な症状が多い。仏ほとけは違うの。」

「もっと突とっ発ぱつ的に発生するものはありませんかねぇ。今回のケースと合うような、突発性で自殺したくなるようなヤツです。」

「急性器質性精神病、っちゅうのを知っとるかの？　早い話が、脳障害によって精神が異常になる状態じゃな。これは薬物中毒でも起こるが、脳の外傷や脳のう炎えん、脳卒そっ中ちゅう、脳腫しゅ瘍ようなんかでも起こる。」

「つまり、薬によらなくても異常な精神状態に陥おちいる可能性があると。」

「仏は犯人に囲まれて命に危険が迫せまっとったんじゃろ？　極きょく度どの緊張が続いて、それに分ぶん泌ぴつ異常が重なって、さらに打ち所が悪くて脳に障害が起こり自虐行動に走った…可能性もあるかもしれんの。」

「……………もうちょっと省しょう略りゃくして言ってくれませんかねぇ…。」

「かっかっか！　つまり、乱闘中に豆とう腐ふの角に頭ぶつけて、それで異常になったんじゃないかと言っとるんだ。」

「なっはっはっはっはっはっは[image: !!!]　じゃあホシには殺意はなかったってことですかねぇ。ちょいと小こ銭ぜにを巻き上げようと殴なぐったら、たまたま殴り所が悪かったと！」

　二人はげらげらと下品に笑い合う。…そんなことはありえないと充分わかった上でだが。

「………なんてわけはありませんねぇ。」

「こほん。…いかにも。」

「薬物の常用にせよ、精神的なものにせよ、仏の身み元もとがカギを握っとるぞい。そっちはどうなっとるんじゃ？」

「ありゃぁこんな時間！　そろそろ戻らないと熊くまちゃん、怒っちゃいますねぇ。」

「おう！　頑張れよ！　いいお年をの！」

「いいお年を！」

　鑑識の老人もそれ以上を追及しない。…長い付き合いで、それが答えに窮きゅうした時の大石の逃げ口こう上じょうだと知っていたからだ。

　富竹事件の捜査は、まったく進展していないようだった。







圧力







「……おんやぁ？　今の皆さんは確か…。」

　大石と、後輩刑事の熊くま谷がやは午前の仕事を切り上げ、署に戻ってきたところだった。その時、受付ロビーに他の来客と一際雰囲気の違う人物の姿を見たのだった。

「議員バッジが二人いたっすね。」

「じゃー、県議と市議の園崎だ。」

「面白いっすね。親しん戚せき同士で県議と市議やってんすか。」

「これがズルイんですよ。お互いが同じ苗みょう字じなのをいいことに事前運動バンバン。片方の選挙中にはもう片方が別に講演会を開いて、二重に選挙運動やってんですよ。堂どう々どうと。」

「よくわかんないんすけど、それって公選法違い反はんじゃないんすか？」

「事前運動にならない限り、政治活動は無制限ですからねぇ。…熊ちゃん、そんなんじゃ選対本部付きになった時、大変ですよぅ？　公選法くらいは勉強して下さい。」

「俺、知能犯課は無理っす…。あそこの連中は本当に尊敬しますよ…。」

「いたのは園崎県議と園崎市議。それから…雛見沢の公きみ由よし村長もいたな。……どいつもこいつも園崎家の息のかかった連中か。…面白くないですねぇ。」

「お見送りしてんのは…副署長とうちの課長っすね。」

　大石はピーンと来る。

　その日の夜、一杯飲みに行かないかと課長に誘われた時、やっぱりなぁと思った。




「大石さんは友達多いから聞いてるかもしれないけど……聞いてるかな？」

「いいえ。何も。」

「お母さん、ガンモにはんぺん頼みます。……署長んとこに議員の怒ど鳴なり込みがあったんだよ。」

「あれま。そうなんですか。…お母さん、私にもう一杯下さい。」

　園崎は県議も市議も恫どう喝かつタイプだ。あんなヤクザと政治家のぎりぎりみたいなのに怒鳴りつけられたら、キャリアのハナタレ若署長にはキツイだろう。

「雛見沢事件の捜査の仕方で、君を指名して陳ちん情じょうしてきたよ。」

「ありゃ私？　はてはて。」

「とぼけるなよ。例の雛見沢の、過去の事件。蒸し返してるだろ。」

「私、富竹殺しで手一杯でそんな余よ裕ゆうないですよ？　なっはっはっは！」

「本当に？　本当にそうならいいんだけどさ…。」

　しばしの沈黙。お互い黙ってもくもくと箸はしを進めビールを飲み干す。

「いやぁご馳ち走そうになっちゃいました。今月は負けっぱなしだったんで財布辛つらかったんですよ。助かりました。」

「いやいいよ。また馬、教えてよ。大石さんと同じ馬を買うから。」

「なっはっはっは！　最近はダメです。馬の声がさっぱりですから！　…タクシー[image: !!!]」

　私は電車。課長にはタクシーを呼ぶ。公務員の飲酒運転ってのはいつの世も揉もめる。退職前にして飲酒運転でパーってわけにはいかないのだ。

　舌はよく回っても、課長の腰こしから下はもうすっかり砕くだけている様子だった。タクシーに押し込み、課長の自宅の住所を伝える。

「ではではまた明日。よいお年を…！」

「大石さん。」

「はいはい。」

「過去の事件は全部個別に終わってる。縦に並べるのはやめるんだよ。村の連中は半なかば本気で祟りを信じてるんだから。」

「私だって祟りなんか信じちゃいませんよ。」

「大石さんは来年で退職じゃないですか。退職金でローン返して、お母さんと北海道に引っ越すんじゃなかったっけ？」

「婆さまがどうしても生まれの北海道に帰りたいって泣くんですよ…。最後のご奉ほう公こうなんです。退職金は、まぁススキノで楽しむことにします。なっはっはっは‼」

「署長は退職時特別昇給を見直すかもってさ。」

　公務員の退職金は、退職時の月給を掛け算して算出する。

　そこで、退職直前に特別昇格で二号給（二年分）給料を昇給させることによって、退職金を水増しするなんてことが、この辺の地方では慣習で行なわれている。もらう側には嬉うれしいことだが、もちろんあまり褒ほめられた慣習ではない…。ちなみに二号給違うと退職金の額はかなり違う。

「さすがインテリの若署長は言い出すことが模も範はん的です。…でもまぁ。私たちの給料が血けつ税ぜいで支払われてることを思えば、まぁ時代の流れですかねぇ。」

　本当はすごく笑えないのだが、取りあえず笑い飛ばしておく。

「僕も模範的なこととは思わないよ。でもまぁ、大石さんはそれだけの退職金をもらってもおかしくない活かつ躍やくをしてきたからさ。僕としてはぜひもらって欲しいんだよ。」

「運転手さん、引き止めてすみませんね。お願いします。」

　威勢良くドアを閉め、課長の会話を少し乱らん暴ぼうに遮さえぎる。課長はまだ何か言いたげだったが、苦く笑しょうすると手を振った。こちらも手を振って応える。

　タクシーは徐々に加速し、すぐに光の川に飲み込まれていった。

「なっはっはっは！　……まいったな。ローン返済できるかなぁ…。」

　強つよ気きに苦笑いをする大石だったが、胸中は苦にが々にがしく、その不ふ愉ゆ快かいさを払拭するためにもう一度のれんを潜くぐらなければならなかった…。
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　…ひた、…ひた、…ひた…。

　その押し殺したような足音は俺の部屋の前で止まった。中をうかがうような…沈黙の間。

　…俺は事もあろうか、まだ浅いまどろみの中にいた。意識は徐々に鮮せん明めいになっていくが、体がそれについていかない。…危機がすぐそこ、扉のたった一枚向こうでうかがっているのに…まるで金かな縛しばりにでもあったように動かせない。……それは紛まぎれもない、恐怖だった。

　頼む……このまま去ってくれ…。あぁ、体はまだ目覚めないのか？　今、部屋に踏ふみ込まれたら……‼

「うわぁあぁあぁあぁああぁあッ！！！！」

「きゃあッ⁉」

　威勢良く跳ね起き、その布団を扉を開けたお袋に投げ付ける‼

「ちょッ！　何、圭一⁉　どうしたの？」

「ぁ………あ、…ごめん。…寝ぼけてた…。」

「もう、しっかりなさい？　お顔を洗ってらっしゃい。」

　まだ深夜の一時か二時だと思っていた。だがカーテンの隙間からは朝の空虚な日差しがこぼれてきている。……まったく実感のない朝だった。

　昨日、俺は…あの後、そのまま寝入ってしまったはずだ。……なら、たっぷり十時間は眠っていたはず……。…だがとてもそうとは思えなかった。

　体内時計は完全に狂い、体の平へい衡こう感覚もどこか鈍い。熱っぽさまで感じ、心身のバランスを崩くずしてしまったことを自覚するには充分だった。

「…どう圭一？　体の調子はどう？　学校、行けそう？」

　……とても学校に行けるような体調、…いや、精神状態ではなかった。

　昨日の恐怖が、じっとりと蘇ってくる…。

　あの針をそのまま…飲みこんでいたら…どうなっていたんだろう…？　あるいは口の中に、舌に突き刺さっていたなら…？

　殺意は間違いなかったが、それでも…完全なものじゃなかった。

　俺を殺す気なら、もっと確実な方法でやるはずだ。こんな、針を飲ませるなんて確実性の低い方法に訴うったえるはずがない。……つまり……信じたくはないのだが……、ここまでしようとも…レナや魅音にとっては…脅迫なのだ。

　死ななくてよかったね、…でも次はもっと確実な方法でやるよ…？　そんな感じの。

　手紙と一緒にカミソリの刃はを送る…なんて、これと比べればシャレでしかないだろう…。

「…ちゃんと病院は行った？　お薬は飲んだの？」

「ん、…うん。まぁ一応…。」

　お袋の怪け訝げんな表情がどこか不愉快だった。

　なぜなら…病びょう床しょうの息子を気遣う様子よりも、二日続けての病びょう欠けつへの不快感の方が色濃く出ていたからだ。

　…そりゃ確かに、精神的なショックがあったにせよ…別に病気というわけじゃないさ。

「一度生活のリズムを崩すとなかなか戻らないんだから。ささ、起きて起きて！　病は気から、って言うのよ。」

　昔からよく聞かされたセリフだ。

　俺は小学校卒業の時、精せい勤きん賞で表ひょう彰しょうされたが…別に人一倍強きょう健けんだったわけじゃない。

「ささ、顔を洗ってらっしゃい。ご飯はもう出来てるわよ。…もうレナちゃんが来るまであんまり時間がないわね。」

　お袋の有う無むを言わせなさそうな口く調ちょうに、俺は二日目のズル休みを諦める。

「そうそう。…居間の壁にぼた餅を投げつけたのは圭一？　だめよあんなことしちゃ！　お父さん、怒ってたわよ⁉」

　……別に罪つみの意識はなかったので、特にリアクションは返さない。また、お袋もそれ以上の追及はしなかった。いや、していたのかもしれないが、気にも留めなかった。

　俺がもぞもぞと寝ね床どこを抜け出すのを確認すると、お袋は階下へ降りていった。




　魅音が昨日、帰り際に言った「明日、休んじゃ嫌だよ？」という言葉がねっとりと脳裏に蘇る。

　あれはどういう意味だったんだ…？

　考えるまでもない。…もう欠席するな、と言っているのだ。

　もっと踏み込んで考えればつまり……、いつもと同じように生活しろと言っているのだ。

　俺が明らかに普段と違う様子を見せれば、それは特とく異いに映うつるだろう。そんな俺の様子に……例えば大石さんのような人間に「何かの異変」を気け取どられかねない、ということなのだろう。

　つまり、…俺自身が口を閉ざしていようと、いつもと違う振る舞いをすれば、それは結果的に「好まざる者」たちに何かを伝えてしまう結果となるわけだ…。

　そして彼女たちは、それすらも俺に許さないつもりらしい…。

　じゃあ……俺がいつも通りに生活するなら……何も危害を加えない……ということなのか…？

　昨日までの陰鬱さが気味悪いくらい薄れていく…魅み力りょく的な取引だった。

　この数日の間に見聞きしたことを綺麗に忘れるだけで、…俺はいつもの生活に戻れるのだ。

「そ……そんな虫のいい話……あるわけ………。」

　ごくり、と溜まった唾つばを飲み込む…。…一度は否定しかけたその想像を…俺はもう一歩踏み込んで考えてみた…。

　魅音はきっと…仲間思いのいいヤツなんだ。…知りえない何かのルールに違反してしまった俺に……チャンスを与えてくれたのだ。

　俺が犯おかした何かは…本当は許されないものなのだろう…。だが魅音はチャンスをくれた。…全部を忘れてこれまでと同じ生活を送れるなら、許そうと言ってくれているのだ…。

「圭一～！　ご飯冷めちゃうわよー！　急いで降りてらっしゃい～！　早くしないとレナちゃんが来ちゃうわよー！」

「あ、…い、今行くよ！」

　俺はカバンに乱雑に教科書を詰つめ込むと、あわてて階下へ降りていった。

　そして、何だか精彩のない朝飯を箸でついばむ。

　時間はもうほとんどないようだ。レナとの待ち合わせ時間はもう過ぎていた。

　昨日の様子だと…あと五分もしない内に迎えに来るだろう。…それまでには登校できるようにしないと…。

　昨日までのことは全部忘れるんだ…。全部忘れて普通に生活するんだ…。普通ならもうレナとの待ち合わせ場所に行ってないと…。こんな日に限って、ご飯はパサパサで喉の通りが悪かった。

　ピンポーン！

　びく！　として思わず箸を落としてしまう。…レナの訪れを知らせるチャイムだった。

　お袋が俺を急せかす。

「ほら、レナちゃん来ちゃったわよ…！　急いで急いで！」

　お袋の浮かれたような笑顔と、俺の顔の陰かげりがなんだか対照的だった。




　玄関の向こうにいるレナを迎えるのには正直、抵抗があった。

　…扉の向こうにいるレナは…俺のよく知っているレナだろうか？　…と。

　だが待たせてはいけない…。いつものように振る舞わないと……。

「おはよう～！」

　扉の隙間から聞こえた朝の挨拶はとてもさわやかだった。

「…圭一くん、遅かったから来てみたけど……今日はどうかな？　…かな？」

　レナの気遣うような様子は、俺がレナだと思っているレナのそれに違いなかった。

　…だがそれはきっと、俺がいつものように振る舞えばこそなのだ。

　昨日までをすべて忘れて……何事もなかったように…。

　残酷なバラバラ殺人のことも忘れる。その後毎年起こる怪死事件も忘れる。…転落事故も、病死も自殺も、撲ぼく殺さつも失踪も、全部全部忘れる。

　レナが怖いのも、魅音が怖いのももちろん忘れる。みんな忘れる。おはぎのことも全部忘れる。忘れる忘れる忘れる。

　レナがもう一度、念を押した。

「…学校、行けそう？」

「あ、……あぁ。…大丈夫だよ。」

「よかったぁ！　じゃ行こ！　魅ぃちゃん待ってるよ。」

　レナはいつも見せるような、明るい笑顔を見せてくれた。

　とても表裏があるような表情には見えない。……緊張が解とけ、自分が安堵したことを知る…。

「なのに沙都子ちゃんね、絶対にできるって意い地じになっちゃってー！」

　歩きながら、レナはいつも以上にいろいろと話しかけてきた。昨日一日のことをダイジェストで教えてくれているらしいが、今の俺にはあまり関心がないことで、淡たん白ぱくに相槌を打つくらいしかできなかった。

「……ふぅん。…それで？」

「沙都子ちゃんぶきっちょだから、何度やってもできないの！　…はぅ、かぁいかったんだよぅ…。」

　その会話は、傍はたから聞く分には、いつもの俺たちの様子と何ら変わりが無いように見えたに違いない。……いや、…本当に、いつもの朝の登校と何も変わりがないかもしれない。

　ご近所さんがすれ違い、俺たちに声をかけてくる。

「あぁれ、圭一ちゃんにレナちゃん、今日はちょっと遅いんじゃないの～？　魅音ちゃん、先に行くって言ってたわよー？」

「わわ！　魅ぃちゃん怒ってるかな？　怒ってるかな⁉　早く行こ圭一くん！」

　ご近所さんに笑顔で挨拶したあと、俺に振り返りぺろりと舌を出してみせた。そんな仕草に思わずつられて、自然に頰が緩ゆるんだ気がした。

「……あ、圭一くん笑った。」

「え、…な、なんだよ。」

　レナが足を止めて、じっと俺を見入った。

「…圭一くん、今朝もなんか元気なかったから、まだ風邪が治らないのかなって思ってたけど、…大丈夫みたいだね。…だね！」

　そう微笑ほほえむと、俺の頰をちょこんと突つっついた。

　表裏のないさわやかな笑顔だった。

　…なぁ前原圭一。…この笑顔を見てもなお俺はレナを疑うのか…？　昨日までの俺はひょっとしてものすごい高熱を出して寝込んでて、ありもしない幻まぼろしを見ていたんじゃないのか？

　……本気でそう思わずにはいられなかった。

　もしも神様がひとつ願いをかなえてくれるなら…。俺が望むことはひとつしかない。

　この何日間かの出来事。…もっと限定するなら、綿流しの晩から昨夜までの全ての出来事を……なかったことにしてほしい。

　この何日間かで、俺は何度これを願っただろう……。

　このままいつまでもレナが微笑み続けてくれたなら…それはかなうかもしれない。

　だからレナにはいつまでも笑っていてほしい。…いつまでも…笑っていて…。

「で、圭一くん。昨日のおはぎ、ちゃんと食べてくれた…？」

　そんな俺の儚はかない願いはあっさりと打ち消された。

　心臓がどきんと跳ね、朝のゆるやかな空気が一瞬にして氷ひょう結けつする。なぜならその問いかけは、…俺がなかったことにしたいと願う日々が現実のものであったことを否いや応おうなく突きつけるからだ。

　レナの笑顔は…いつもの笑顔で、瞳もいつものやさしい瞳のように…見えた。

　昨日のおはぎ、ちゃんと食べてくれた…？　…もちろん文字通りの意味のわけはない。

　つまりレナは……私たちの意思は伝わったかな？　……そう言いたいのだろうか…。

「…………………………圭一くん？」

　レナは歩みを止め、返事に躊躇する俺の瞳をじっと覗き込んだ。

「……………あ、」

　…ちゅ、…躊躇するな前原圭一。……レナはいつもの様子で振る舞ってるじゃないか。俺もいつもの様子で返すんだ。……それも自然に…！

　だが喉も唇もいつの間にかからからに干ひ上あがり、上と下の唇をぴったりと貼はりつけてしまっていた…。

　早く返事するんだ圭一…。今ならそんなに時間は経ってない。まだ…自然に会話はつながるんだ…。何はともかく……早く言葉を………。

「……う、」

「う～？」

　俺がようやくひねり出した声をレナが愉快そうになぞる。

　レナの反応は常識の範はん囲い内だった。……俺が思ってるほど、間はなかったみたいだ。なんとか続く言葉をひねり出す。

「う、…うまかった…！」

　だが、そんな俺の必死の苦労にも、レナは表情を晴れも曇くもらせもしなかった。

　一瞬、返すべき言葉を誤あやまったのかと焦あせる。

　だが数瞬の後、レナはいつもそうするようにやわらかく顔を崩し、朝の空気を澄すみ渡らせてくれるような軽快な声で笑ってくれた。

　つられて笑いを誘う、そんな笑いだったから…俺も自然に笑うことができた。

「そうなんだ～。で、全部食べたのかな？　…かな？」

　俺のささやかな笑いがもう一度凍りつく。

　…裁縫針を飲まずに済んだの？　そう聞いているんだろうか…？

　飲んでいたら無事にここにいられるわけがない。

「い、いや…全部は…食べきれなかったからさ。………まだ残ってるんだよ。」

　恐る恐るだが…そう言い逃れた。

「……あれれ？　どれがレナが作ったのか、当てる宿題はどうなっちゃったのかなぁ…？」

「あはははは…、あの宿題って…今日までだったっけ？」

「うん。今日までなんだよ。…魅ぃちゃん怒るよ～。きっと罰ばつゲームだね。」

　もう一度二人で笑い合う。

　誰が見たって違い和わ感のない朝の風景だった。

　俺だって、…ちょっと気を許せばいつもの朝の風景に思えてしまう…。だが…決して勘違いしてはいけないのだ。

　このからからと笑うレナだって、その内には見かけからは想像できない何かが潜んでいるのだ。




「噓だッ[image: !!!]」




　あのレナの喉から出されたとは思えない、刺さるような声が思い出される。

　それを思い出しただけで、背中を冷たいどろりとしたものが流れ落ちた。

　あの時だけ、レナに何か悪いものでも取り憑ついていたのだろうか…？　いや違う。あれもまたレナなのだ。大石さんは確かに言ったじゃないか…。

「実は調べてみたら、竜宮さんは引っ越しの少し前に、学校で謹慎処分を受けているんですよ。何でも、学校中のガラスを割って回ったんだとか。」

　レナには…常人とはかけはなれた魔ま性しょうがあるのだ。どんなにさわやかに笑っていても……その事実は変わらない。

　しかし…どのような状態でそのような蛮ばん行こう、校内のガラスを割って回ったのかは……想像が付かない。

　ひとつ言えることは、ささやかな瞬間的衝動によるものではないということだ。

　瞬間的な怒りに任せてガラスを一枚割るくらいなら…まぁ、あるかもしれない。

　だが学校中のガラスをだ。

　自分がバットを持って実際に学校にガラスを割りに行ったところを想像すればいい。
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　ガラスを力任せに一枚二枚。砕け散る破は片へんをものともせず…。

　呆然とするクラスメートたち。…突然の出来事に、身じろぎひとつできまい。

　ガラスが一番たくさん、それもずーっと並んでいるところはどこだろう。…多分廊下だ。

　割って、歩いて、振り上げて。割って、歩いて、振り上げて。

　その恐ろしい光景を、今こうして笑顔を浮かべるレナと重ねるのはとても難しい…。

　だが、…それでも俺は、想像しなければならない。……想像できないからありえない、という子供染じみた考えはすでに…通用しないのだ。

　ガラスが砕け散る不ふ穏おん極きわまりない音を立て、じゃりじゃりとその破片を踏みつけながら、まっすぐにこちらに向かってくるレナ。

　……真まっ青さおになって息をすることも忘れてしまったクラスメートたち。

　彼らはガラスを叩き割りながら近づいてくるレナにどういう行動を取ったのだろう。

　レナを説得するために懸けん命めいに何かを説といた？　あるいはその蛮行を制止するために飛び掛かった？　あるいは職員室に先生を呼びに走ったのだろうか？

　多分どれも違う。

　鬼き気きせまるその様子で、次々にガラスを誅ちゅうしていくレナに……黙って道を空けることしか出来なかったに違いない。

　呆然としながら…レナの歩みに道を空ける。…それを見て見ぬふりだと非ひ難なんするのはあまりに暴力的だ。

　彼らは見て見ぬふりをしてたんじゃない。……それが、唯一の護ご身しん法ほうだと知っていたのだ。

　周りの人間と違う行動を取ることで…突然、レナの興味が自分に移るかもしれない。

　自分に興味を持ったレナはどのような行動を取るだろう…？

　そんなのは簡単だ。……レナは興味のままに行動しているだけに違いない。

　…つまり、自分が、…俺が次のガラスにされてしまうのだ。

　レナが俺だけの瞳をじっと見つめながら、じゃり、じゃり、とガラスの破片を踏みしめながら近づいてくる。……俺もまたレナの瞳に吸い込まれ、身動きひとつできない。

　そしてレナは、他のガラスと同様に俺をバットで何度も殴おう打だする。

　俺は床にうずくまり必死で頭だけは守る。レナは頭でも背中でもどうでもいい。がむしゃらに何度も何度も殴りつける。

　レナはどんな表情でこの行為を繰り返しているんだろう？　…そっとその様子をうかがってみた。

　………その表情はあまりに淡白で、とても不愉快そうだった。いくら叩いても他のガラスのような軽快な音が出ないのだから。

　何度も何度も。叩き続ける。レナの期待するような音は出ない。周りのクラスメートたちも止めない。次のガラスになりたくないから。

　誰か助けてくれよ…。…楽しく遊ぶ時以外は知らんぷりかよ…⁉

　…そりゃそうだよな、偏へん差さ値ちってのはクラス内での奪うばい合いなんだから。…俺みたいな塾三ざん昧まいのガリ勉を助けて得とくをすることなんかないもんな…。

　その内、くるみの殻からを割る時にするような軽い音に混じって、赤とも黒ともつかない が飛び散るようになるのだ…。

　………そのぞっとするような想像を、強く頭を振って無理やり追い出す。

　とにかくそのレナの様子は、怒りに我を忘れるといった瞬間的なものではなかったに違いない。

　……深く息を吐き鼓こ動どうを抑えてから、俺は大石さんの言葉をもっと深く思い出す。

「…でですね、そのカウンセリングをした医師のカルテにレナさんの会話内容が記載されているんですがね……。その中に、出てくるんですよ。結構。」

「何がです…？」

「出てくるんですよ。『オヤシロさま』って単語が。」

　その後、レナは謹慎処分となり、病院へ通院して診察を受けた。

　そこでレナは医師とのカウンセリングの中で何度となく口にするのだ。「オヤシロさま」、と。

「オヤシロさまって言う、幽霊みたいなものがですね、夜な夜な自宅にやってくるって言うんですよ。枕元に立って自分を見下ろすんだ、って。」

　医師と話した会話の一部なのだろうから話の全体は見えないが、……それは薄気味のいい話ではない。

　ではレナは…、自身の行なった蛮行は、オヤシロさまに取り憑かれたからだと告白したのだろうか…？

　俺はこれまで、オヤシロさまの祟りを認めたくなかった。だから、毎年起こる怪死事件を人間の犯人の仕し業わざだと思い込もうとしてきた。

　そして大石さんと会話を重ねる内に、祟りでなく、人じん為い的に繰り返されてきた事件であるとの確信を深めた。

　だが……その人間の起こしてきた事件には…みんなが深く関わっていた。

　祟りを認めないことへの代償は、こともあろうか………俺にとってもっとも親しい者たちの事件への深い関かん与よだったのだ。

　なぜ？　どうして？　何のために？　レナが？　みんなが⁇

　それはオヤシロさまの祟りが実在することを受け入れること以上に苦痛で困難なもの。

　だがそのレナは蛮行の後、病院で医師に、オヤシロさまに取り憑かれていたからだと告白したというのだ。

　……俺はここで奇き妙みょうな安堵感を覚えた。

　やはりそうなんだ。レナに表裏があるわけがない。……オヤシロさまなんていう怪しげなものに取り憑かれたからこそ…あんなこと、…本当のレナなら絶対に言わないようなことを口にしたりしたのだ。

　レナは悪くない。悪いのはオヤシロさまなんだ…！

　…わかっている。それは本ほん末まつ転てん倒とうだった。

　祟りを信じまいとする俺は人間の犯人を切せつ望ぼうし、……近しい仲間たちにその嫌けん疑ぎがかかった今、都合よくすり替え、今度はオヤシロさまの祟りのせいにしようとしている。

　俺にとって、レナたちが一連の怪死事件に深く関わっているかもしれないことと、オヤシロさまの祟りが実在することを認めるのと……どちらがマシなんだろう？

　考えたくなかった。

　考えないことによって、これまでと同じ日々が維い持じできると…そう信じたかった。

　だが…………それはもう無理なのだ。

　彼女らのメッセージは受け取ってしまった。あの裁縫針を受け取ってしまった。…それを何とか都つ合ごうよく曲きょっ解かいしようとする自分の女め々めしさが情なさけなかった。

　敵が人間だろうと祟りだろうと。……俺は殺されない。

　殺されてたまるかよ！　……こんな訳もわからずに…！

「圭一くん？　…さっきから変な顔してる。何でだろ？　だろ？」

　レナの声にはっとし、我に返った。気付けばそこはもう昇しょう降こう口ぐちだった。

　頭を軽く数回振り、たった今まで頭を満たしていた恐ろしい妄もう想そうを振り払った。

　いくらなんだって…レナがこんな恐ろしいことをするわけがない……！

　それはまるで、自らに言い聞かせるようなか細ぼそさがあった…。





これからどうすれば






　がらりと扉を開き、教室へ踏み込もうとすると同時に、頭にチョークの粉だらけの黒板消しが落ちてきた。もちろん、それは綺麗に俺の頭を捉とらえる。チョークの粉末が目に入り、しばし苦痛を味わった。

「をっほっほっほ！　ズル休みの圭一さんにはお似合いですことよ～！」

「……にぱ～☆　圭一もレナも、おはようございますです。」

「おっはよー！　沙都子ちゃんに梨花ちゃ～ん！」

　何となくテンションが合わなかったので、沙都子のトラップにも俺は特に何の感情も感じなかった。

　沙都子は俺が横を通り過ぎる時、何らかの攻撃があるものと思って身構えていたようだったが、俺が黙って通り過ぎただけだったので拍ひょう子し抜けした様子だった。

「何なんですの…？　張り合いがありませんわ。」

「……圭一、まだ本調子じゃないみたいです。」

「うん。……だから今日は加減してあげて、ね。」

　突然、俺の肩がバシンと叩かれた。ちょっと痛い…。

「よ！　圭ちゃん、しっかり休んできたー？」

　魅音だった。

　レナのことで頭がいっぱいだったが……、魅音だって当事者のひとりなのだ。

　思い出すんだ圭一。…昨日の鷹のような眼差しを。

「……あぁ、………おはよ。」

「なんだなんだ、ずいぶんと覇は気きのない挨拶じゃ～ん？　差し入れのおはぎ、ちゃんと食べてくれなかったのー？」

　ちゃんと食べたからこの様子なんだよ…。言葉が喉のそこまで出掛かった。

「…やっぱ食欲がなくてさ。…いくつかは食べたけど、だいぶ残しちゃったんだ。」

「あれ？　じゃあ宿題は？　どれがレナの手作りか、ってのの回答は？」

「圭一くん、宿題忘れなんだって。あはははは。」

「……ありゃあ……じゃあ仕方ないねぇ、罰ゲーム。…いっしっしっし！」

　嫌らしい笑いを浮かべると、魅音は席へ戻って行った。

　そんなやり取りをクラスメートが不審がる様子はなかった。

　そりゃそうだ。今朝までのやり取りを誰が聞いたって。…不審な様子があるわけがない。

　だからこそ……怖かった。

　前原圭一という一個人にどんなハプニングが起ころうと、絶対に疑われなさそうなそんな素振りが…逆に恐ろしかった。

　やがて先生がやってくる。

　俺の体調を尋たずねると出席を取り、そしていつもの退屈な日常を再開した。




　耳に入るのは、クラスメートたちがめくる教科書のページが擦すれる音と、セミたちの合唱、そして先生の指導の声だけだった。

　それらは、授業に関心がないならば心を搔き乱すほどの騒音ではない。……自習状態の授業中は、今の自分の置かれている立場を考えるのに都合がよかった。

　俺は軽く目を閉じ、自分が置かれている理り不ふ尽じんな状態について考えてみることにする。

　まず…忘れてはならないのは…自分がどれほど危険な状態にあるか、だ。

　自分は彼女らにとって好ましくないことを知る人間になってしまった。大石さんと何度かの接触を重ね、核かく心しんに迫ろうとしているかに見える。

　昨日のおはぎはそれへの警告だと考えるのが妥だ当とうだろう。

　……いや、…警告という言い方自体、相も変わらず女々しい言い方だ。彼女らにとってあのおはぎは俺を萎い縮しゅくさせ時間を稼かせぐ意味しかないだろう。

　…俺を完全な方法で「消し去る」までの………時間稼ぎ。俺が脅しに屈くっしたって、知りすぎた人間には変わらないのだから。

　その時、机のひんやりとした手触りが、去年までこの席を使い、そして失踪した生徒、北条悟史のことを思い出させた。

　彼もまた…俺と同様だったのだろうか？　余計な事まで知ってしまい……消されてしまった…？

　………くそ…！　俺は…簡単に消されたりはしないぞ……絶対に…‼

　だが…本当に俺は命を狙ねらわれているんだろうか…？

　レナたちを疑いながらも…同時にかばうような、そんな二に律りつ背はい反はんの気持ちはさっきからずっとあった。

　不審な言動をあれだけ目の当たりにしながらも、こうして朝日の中にいると全部ウソなんじゃないかと思えて……。…いや、思い込もうとしてしまう。

　俺は仲間を疑っている？　かばっている？

　命を狙われている？　いない？

　…本当にずれた論点だった。

　自らが置かれている現状を思えば…そんなのはとっくの昔の論点のはずなのだ…。

　なぁ……本当に俺は…命を狙われているのか…？　レナたちに……。

　そんな俺の煮え切らない思考を、俺の中のもうひとりが罵ば倒とうした。

　馬鹿かよ前原圭一‼　そんなのは決まってるじゃないか‼

　で、…でもひょっとしたら……裁縫針は本当に偶然の、事故かもしれないだろ…？

　裁縫針がどう間違ったらおはぎに混ざるんだ⁉　お人好しも大たい概がいにしろ‼

　確かにレナも魅音も…不審な態度や言動があるけど…ひょっとしたら何かの誤解で…。

　何の誤解だよ⁉　不審どころか…異常なのは明白だろッ⁉

　レナには噓を質されただけだし……魅音には昼飯を聞かれただけだし……。

　そのレナは部屋の前で一時間も聞き耳を立ててたんだぞ⁉

　そ、それはきっと…俺の電話が終わるのを待ってて……。

　一時間もずっと部屋の前で⁉　そしてそのまま何も告げずに帰るか普通⁉

　………………。

　大石さんに聞かされただろ⁉　レナが前の学校で何をしたかを‼

　で、でも…それはオヤシロさまのせいだって病院で……。

「いい加減にしろよ前原圭一。お前、命を狙われてるって自覚、あるのかよ⁉」

　ッ⁉

　それは自分が、無意識の内に口にした言葉だった。

　自らのあまりにストレートな言葉に…しばし呆然とし、誰かに聞かれはしなかったかと周りをうかがった。

　……今の独ひとり言ごとは…あまりに真を突いていた。

　俺はレナたちから殺意を感じながらも、…心のどこかで、それを否定している。

　この期ごに及んで…そんな躊躇は命取りだ。…それはわかってる。

　だが…俺は平均的な男子生徒で……ごく普通の生おい立たちのごく普通の男なんだよ！

　先週の日曜日まで楽しく笑い合ってた仲間たちが…自分に殺意を抱いてるなんて…急に信じられるかよ…⁉　なぁ…？

「甘えるな圭一ッ！！！！」

　今度は意識して、自分だけに聞こえるよう下腹に力を入れて小さく叫んだ。

　ひとつわかったことがある。

　俺は…甘い。レナたちがどれほど恐ろしい存在なのかを理解していない。いや、理解しようともしていない。

　大石さんの心遣いに甘え、核心に耳を貸さなかった。

　落らく胆たんしたふりをすることで、聞こうとしなかった。理解しなかった。逃げていた。

　俺に理解できないから殺意はない、などという甘えはもう捨てるんだ…！

　そう決意したとき、終業の鐘の音が聞こえてきた。

　…気付けば、あっという間。それは今日という一日の終わりだった。

　食事をした記憶も、授業を受けた記憶も、何も残っていなかった。

　仲間たちは机を向かい合わせて放課後の部活の準備中だ。今までの俺なら、大喜びであの輪に飛び込んでいくのだろう…。

　……だが、今の俺にそんな気持ちがあるわけもない。俺は他のクラスメートたち同様に帰り支じ度たくを始める。

「あらあら圭一さん？　帰り支度とはあんまりですことよー？」

　沙都子の口調があまりにいつも通りで……胸が痛んだ。

「あれ？　圭一くん、今日は都合悪いのかな？　…かな？　今日こそ二人で大勝利………はぅ…。」

　レナの、せっかく楽しみにしていたのに…という表情が辛い。

　なぁ圭一。……実は大石さんが大だい悪あく党とうで、俺をみんなから引き離すために噓をついてるんじゃないだろうか…？

　パシーンッ‼

　軟なん弱じゃくな考えを追い払うため、自らの手で頰に平手打ちした。

「け、圭一くん…？」

「……………。」

　あぁ…レナは本当に俺を殺そうとしているんだろうか…⁇　誰か噓だと言って欲しい。噓でもいいから噓と言って欲しい。……く、また甘えた考えを…‼　俺ってヤツは…どうしてこうまで甘いんだ⁉

「だ、大丈夫…？　頭痛いの？」

　俺がひとり苦悩する様がレナにはそう映ったようだった。

「顔色悪いよ？　ひとりで帰れる？　…送ってった方がいいかな？　…かな？」

「いや……いい。…ごめん。ひとりで帰れる。部活はみんなでやってくれよ。」

　俺が部活に参加しないことを知ると魅音が不満そうに口を尖らせた。

「圭ちゃんがリベンジ熱望してたってんで、今日はせっかくこの間の推すい理りゲームにしたってのになぁ。」

「圭一さんにはリターンマッチに臨のぞむ熱いハートはありませんですの？　なっさけないですわね～！」

　低てい俗ぞくな挑ちょう発はつには乗らない。

　特に買い言葉も返さず、俺はカバンを摑つかんで席を立とうとした。

　そんな俺の頭に、すっと誰かが手を載のせる。

「………圭一、具合悪そうです。………かわいそかわいそですよ。」

　梨花ちゃんだった。

　小さな手で、精一杯の背伸びで俺の頭をよちよちと撫でてくれた…。とても気持ちよく、…それがかえって悔しかった。

「…ごめんな。みんな。………じゃ！」

　それだけを言い残し、俺は足早に教室を後にした。

　俺の背中を見ながら、何やら言っているようだったが、もう俺の耳には届かなかった。

　そのまま昇降口へ向かい、靴を出し、履いて、前へ。前へ。

　心を空っぽにしろ……前原圭一…！

　あいつらは…どうしてか知らないけど…俺の命を狙ってる‼

　怪しげな企たくらみをしていて、俺の挙動を虎こ視し眈たん々たんとうかがっている連中なんだ‼

　でも…憎にくめないッ…‼　だって……仲間じゃないかッ[image: !!!]

　自らの甘さを悔くやむ自分と、それを悔やむこと自体、失ってはならないものを失ってしまったのではないかと悔やむ自分。

　自分という人格が体ごと引き裂さかれてしまうような…そんな感覚だった。

　もしもこれがオヤシロさまの祟りというものなら。…あまりに…辛いじゃないか。

　なぁオヤシロさま…、あんたの祟りを信じなかったのは俺が悪かったよ…。

　でももう信じる。絶対信じる。あんたの祟りは実在する…。

　だから、もう本当に……勘かん弁べんしてくれよ…………。頼むよ…………なぁ…。





両親すら頼れない






　いつになく、夕食はおいしくなかった。

　味はなく、匂いもなかった。…普段なら食欲をそそる味み噌そ汁しるの湯ゆ気げですら、ただの水すい蒸じょう気きとしか感じられなかった。

　今夜の食卓には親父も一緒だった。うちでは珍しい部類に入る。

　仕事に熱が入れば、食う寝るはマイペース。時間などお構いなしの親父だ。

　その親父が食卓に着く、ということは、ちょうど仕事のキリがいいのか、さもなければスランプで不調のどちらかということになる。

「とにかく、作家のモチベーションってものを理解してないんだよ、彼は。」

「タイアップの話だって口約束なんでしょ？　そんなにそりが合わないならきっぱりお断りしたら？」

「助け合いの世界だからお互い様だとは思うんだけど…。…これじゃ仕事になぁ…。」

　親父とお袋の会話から察さっするに、あまりムードのいい会話ではない。……まずい食事がさらにまずくなるのも道理だった。

　両親のそんなやり取りを見ながら、俺はぼんやりと今日一日続けてきた思考を続けてみた。

　…身近な友人、いや、友人と思っていた人間たちが信用できなくなった今、俺には味方が圧倒的に不足している。

　信頼に足る人間、いざという時に頼れる人間がまったくいないのだ。

　…ひとりでも味方がいれば、この絶望的な状況でどれほど心強いことか…。

　箸を休め、仕事の話を続ける両親を見上げてみる。

　全てを両親に打ち明ける、という選せん択たく肢しは一番初めに考えた。

　雛見沢の誰もが百パーセント信用できなくなった今、唯ゆい一いつ信用できるのは自分の両親だけなのだから。

　だが……、これまでのことを話したところで、理解してくれるだろうか？

　例えばレナ。

　転校以来、甲か斐い甲が斐いしく世話をしてくれ、毎朝迎えに来てくれ、たまにお裾分けまで持ってきてくれるご近所さんのレナ。

　その彼女が俺の命を狙っていると、…どう説明する？　どう説明しても、それに理解を求めるのはとても難しいだろう…。

　仮に理解してくれたとしても…どんなことができる？

　真相を暴あばけるわけでもなければ、俺の命を守れるわけでもない。…いやむしろ……俺から〝余計なこと〟を知らされることによって、両親も危険にさらされるようになるわけだ…。

　過去の事件の被害者が夫婦丸ごとのことが多かったことを思うと…とても笑えない。

　この雛見沢から、前原一家という三人家族があっさりと事故で、もしくは蒸発して消えてしまうということもありうるのだ……。

　ここで大事なことは〝余計なこと〟を知ると危険になる、という点だ。さらに気味が悪いのは……どうやってヤツらは自分が〝知ってしまった〟ことを知ったのか、という点だが…。

　裏返せば、〝何も知らない限り〟両親に危害は及ばないのではないかという言い方もできるんじゃないか…？　少なくとも俺の場合がそうだ。〝知ってから〟おかしくなってしまった。

　…つまりこういうことだ。何も知らない両親がいる限り、両親には何も起こらない。そんな両親がこの家にいる限り、この家はヤツらからの安全地帯になるというわけだ。

　……詭き弁べんの上に詭弁を塗ぬり固めた憶おく測そくなのはわかっている。

　この家だけは安全地帯であって欲しいという、俺の弱気が求めたご都合主義だ。

　…表よりは安全という程度で、…絶対安全ではないことをよく理解しなくてはならない。

　両親は頼りない…、いや、両親を巻き込めないことはわかった。

　なら俺に味方してくれるような人は……大石さんしかいないことになる。

　大石さんは現在の俺の状況を理解している唯一の人間だ。俺の身の安全こそ軽かろんじているが、事件解決に情熱を燃やしているのだけは間違いない。

　……ちょっと悔しかった。…こんな事態になった大本は大石さんなのに、この事態において一番頼れるのがその大石さんだけだなんて。

　つまり……大石さんの目もく論ろ見み通りに進んでいるわけだ。

　俺は海に撒かれた餌で、波間を美味しそうに漂ただようのが仕事。…そして、俺の周りに魚たちが群むらがってきたところで大石さんがそれを一いち網もう打だ尽じん！　少し悔しいが、……それがベストとしか思えない。

　じゃあつまり……俺はどうすりゃいいんだ⁉

　…釣りの鉄てっ則そくは待ちだ。魚が食いつくまで、ひたすらじっと伏ふして待ち続ける…。

　だが俺は大人しく食われるつもりなんかない。食われる直前にあらゆる努力をすることができる。

　ヤツらが仕掛けてきた時、なんとかそれを紙一重でかわし、大石さんに引き継つがなくてはならない。

　無む論ろん、簡単ではない。…大石さんに継ぐタイミングが難しい。大石さんは雛見沢じゃなく、町にいる。だから緊急時に電話をしても、駆けつけてくれるまでに三十分はかかるだろう。この三十分間を何とか逃げ切らなくてはならない……。

　例えば…予あらかじめ緊急時の待ち合わせ場所を決めておくとか。…俺はそこで大石さんが来てくれるまで隠れていればいいわけだ。

　…よし………少し…見えてきたぞ…。

　疑ぎ心しん暗あん鬼きの暗くら闇やみの中にいることに間違いはないが、自分がこれからどう進めばいいのかわかることが、これほど心強いとは思わなかった。

　誰が敵で、誰が味方か。…それを知るだけで、自分が何をするのが最善かようやく見えてくる。

　そうだ。いざというときの為に、何か携帯できる武ぶ器きを用意した方がいいかもしれない。……代表的なものは折り畳みナイフとかだろうか。だが戦うには心細い。また、社会的に武器だと認知されている点もよくない。さりげなく携帯できる物の方が有利だ。

　やはり、いざという時は…バットのような長い武器の方が有利だろう。

　学校に金属バットがあったのを思い出す。…あれならいざという時、心強い。…素す振ぶりの真ま似ねでもしていれば、いつも持っていても不審に思われない。

　…明日、早めに登校して確保しよう。武器の所持が、それだけで相手の行動を抑よく止しする効果があるかもしれない。

　あともうひとつ…保険だ。

　メモでも書置きでもいい。これからの出来事を簡単に、日記風に書き記しておこう。

　もしも、俺が〝蒸発〟してしまっても日記は残る。…大石さんは俺の日記を元にヤツらに復ふく讐しゅうをしてくれるだろう。

　…それはなかなかの妙みょう案あんだった。これは今すぐ実行できるものだった。

　どうせこれ以上食卓にいても、箸など進まない。俺は仕事の話に没ぼっ頭とうしている両親を尻しり目めに、二階の自室へ戻る。

　さっそくノートのページを破り取り、机に向かった。……日記なんて小学校の夏休みの宿題以来だ…。

　万が一の時、警察は俺の日記を手がかりにするのだ。…だから事実のみを簡潔に書こう。

　書き出しはどうしよう……。思いつくままにさらさらっと書き出してみる。

〝私、前原圭一は命を狙われています。〟




　ちょっと苦笑した。よく推理小説に出てきそうなこんな文章を、自らが書く羽は目めになるとは…夢にも思わなかった。

〝なぜ、誰に、命を狙われているのかはわかりません。〟

　レナたちを疑わしいと思っているが、確証はない。……だからこれ以上のことは書けないだろう。

　あまりにミステリーめいた文章に、自じ嘲ちょう気味に苦笑いしてしまう。

　この文字通り謎めいた文章を読んで、警察へのなんらかのヒントになるだろうか。

　なることを祈いのるしかない。…一番祈りたいのはこの日記の出番が訪れないことなのだが…。ここでやはり苦笑する。

　あまりに簡素だったので、思いつくままにもう一行加えてみた。

〝ただひとつわかる事は、オヤシロさまの祟りと関係があるということです〟

　これはさすがに…書き過ぎか…？

　……これ以上は書かない方がいいかもしれない。……これ以上を書き連つらねると妄想日記になってしまう。

　書き手の冷静さをアピールする意味ではこれ以上のことは、現時点では書くべきではない。……新しい事実がわかった時、書き足せばいいだろう。

　俺はそのメモを畳み、どこに隠したものか思案する。……簡単な場所に隠したのでは、万が一の時、ヤツらに見つけられて揉み消されてしまう恐れがある。逆に難解な場所では、誰にも見つけてもらえなくなる恐れがある…。

　考えた末、俺は壁に掛けてある時計を外はずし、その裏に畳んだメモをセロハンテープで貼り付けることにした。その後、元通りに時計を掛け直す。…うん。とても裏に隠してあるようには見えない。

　あとは、このメモを「俺に何かがあったとき」両親に見つけてもらえるよう、仕掛けるだけだ。

　角度を変えて何度か見直し、納得したところで俺は階下へ戻る。

　両親はまだ飽あきもせず仕事の話をしていた。…しばらく待っても話は途と切ぎれそうになかったので、自分から切り出すことにする。

「あー、話し中ごめん‼　……ちょっと聞いてもらっていいかな。」

　俺がこういう切り出し方で話すことはないので驚いたのか、両親はぴたっと話をやめて振り向いてくれた。

「どうしたの圭一？」

「お願いがあるんだけど、聞いてほしいんだ。……その、もしもだよ？」

「圭一、急ぎの話じゃなきゃ後にしなさい。お父さんとお母さんはちょっと今、急ぎの話をしているんだ。」

　こっちより急ぎの話だとは思えない。とにかく用件を伝える。

「もしもだよ？　俺が死んだらさ。」

　両親が目を丸くする。…無理もない。

「その、俺が死んだらさ。……俺の部屋にある時計、あれを棺ひつぎに入れてほしいんだ。」

　そうすれば気付いてくれるだろう。あの日記のメモに。

　両親は目を丸くしたまま微び動どうだにしない。…突然、何を言い出すのかと呆然としているのは明白だった。

「あの時計、工作の授業で作ったお気に入りなんだ。頼むよ。」

「…ど、どうしたの。圭一。……何かあったの？」

　お袋が怪訝な顔でようやく口を開いた。…突然息子がこんなことを言い出したら、普通こういう反応を返すだろうな。

　心配をかけて申し訳ないが、今は俺の部屋の「時計」を意識さえしてくれればいい。

　シンとして、すっかり居い心ごこ地ちの悪い空気になってしまったので、自室へ戻ることにする。

「俺さ、明日は早くに学校に行きたいからもう寝るよ。お休み。」

　それだけを言い残し、居間を出た。

　明日は早い内に登校し、武器のバットを確かく保ほしよう。レナとの登校も今日限りにすべきだ。

　階段を上る時、お袋が俺の名前を呼んだが聞こえないふりをした。

　両親に相談できることなど何もない。相談すれば…その分、危険が増えるだけだ。

　誰にも頼ることのできない、俺だけの、たったひとりの戦いが始まる。

　俺は殺されない。…こんなわけもわからない内には…絶対に。






元気ないね







「最近、圭一くんの元気がないね。機き嫌げんが悪いのかな。」

「さぁてどうしたんだろうね。生理でも来てんじゃないのー？」

「みみ、魅ぃちゃんそれ下品…！」

「うっひゃっひゃっひゃっひゃ‼」




「……どう思う？」

「さーね。」

「………。」

「圭ちゃん、ひょっとして…。………かな？」

「……わかんない。」

「あの日、圭ちゃんと車で話してたの、中年のでっぷりした男だったんでしょ？」

「うん。間違いない。」

「大石のヤツ、圭ちゃんに何を吹き込んでるのかなぁ…。」

「真剣そうだったよ。圭一くんは顔がん面めん蒼そう白はくだった。」

「………あのねぇ、レナはよく知らないだろうけど、実はあいつ、オヤシロさまの使いなんだよ。」

「え？　何の話？」

「あいつが現れるとね、…必ず鬼隠しが起こるの。……本当だよ。」

「…………あれ？　そうなの？」

「……一昨年、梨花ちゃんのお母さんが入水したでしょ？　その直前に大石が尋じん問もんしてたんだよ。」

「………そう言えば、悟史くんが転校する前にもいたね。」

「転校～？　あはははははは、レナはいいヤツだよなぁ。」

「で、今度は圭一くんの前に現れたんだ。……じゃあ圭一くんも鬼隠しになっちゃう？」

「……………………。」

「……………………。」

　沈黙の空白がじんわりと続く。そしてふと途切れた。

　…哄こう笑しょうだった。








６月24日（金）













　これほどはっきりと意識が戻る目覚め方をしたのは初めてだった。

　仕掛けた目覚ましが鳴る直前の五時五十九分。…自身の体内時計の正確さに驚く。

　寝る前に登校の準備は全て済ませておいた。昨夜の就寝前から全ての準備は万ばん端たんだったのだ。

　手早く着替え、ひと気のない階下に降りていく。まだお袋も寝ているようだった。…朝食も弁当も用意がない。昨日、一方的に明日は早いと告げただけだから仕方ないのか。

　食パンとジャムを並べ、あとインスタントのココアを付け、何とか朝食の体てい裁さいを整えた頃、もぞもぞとお袋が起き出して来た。

「…あら圭一、今日は早いのね。……学校の行事か何か？」

「別に。」

　そっけなく返事をし、パンを二枚胃袋に収めると俺はカバンを摑み立ち上がった。

「もう行くの？　お弁当は？　もうちょっと待ってくれないとできないわよ。」

　弁当ができるのを待っていると、いつもと変わらない時間になってしまう。そうすれば、途中でレナや魅音に出くわす率が高くなる…。

　そう。今日からはひとりで登校するのだから。

「今日はいいよ。」

「じゃあお昼はどうするの？」

「抜け出して店で菓子パンでも買うよ。」

「そう？　…じゃあこれお昼代ね。ちゃんとレシート持ってくるのよ。」

　お袋から千円札をもらい、それを無む造ぞう作さにポケットにねじり込む。

「ずいぶん早いけど、レナちゃんたちもこんなに早いの…？」

「いや。俺だけ。」

「…レナちゃんには早く出るって伝えてあるの？」

　……そんなことまでいちいち聞かれる筋すじ合あいはないだろ…？　いちいち説明しにくい質問攻めに、俺はうんざりとした顔を返した。

「レナが来たら、俺は先に行ったって伝えてよ。」

「ちょ、ちょっと圭一⁉　待ちなさい…！」

　両親を信用しないわけじゃない。…だが頼りにもならないのも事実だ。

　俺の助けにならないなら…せめて関わり合いにならないでいてくれ。その方が安全なんだから。

　お袋の耳みみ障ざわりな声を、扉をぴしゃりと閉じて遮る。外はもうセミの声で満たされていて、今日という現実が再び始まったことをまざまざと教えてくれていた。

　俺は転校してきてから初めて経験する、たったひとりの通学路に足を踏み出した。




　今まではいつも同じ時間に同じ場所を歩いていた。だから、会う人もいつも同じところで会っていた。

　だが今日は違う。会うはずの人に会わず、いるべきところにいるべき人がいない。

　もちろん、いつもの待ち合わせ場所にレナはいなかったし、魅音との待ち合わせ場所にも誰もいなかった。

　木々の影の長さも朝の空気も日差しの強さも、俺が良く知っている朝のそれとはまったく違う。

　それは紛れもない違和感だった。

　雛見沢という土地が用意したシナリオを俺が破ったため、俺を騙だますために配置されている配役が間に合わなかった……、そんな印象を感じずにはいられなかった。

「…あぁら圭一くん。今朝は早いわねぇ。みんなで早朝から待ち合わせ？」

　話しかけてきたのは、いつもあぜ道を散歩していてすれ違う人だった。……名前は…えぇと……忘れた。…もちろん、すれ違う場所もいつもと違う。

「今朝は早くに目が覚めちゃったので…気分転換なんです。あまり気にしないで下さい。」

　適当にはぐらかすことにする。

「レナちゃんや魅音ちゃんはどうしたんだい？　今日はひとりなの？」

「えぇ、…まぁ。」

　お袋にされたのと同じような問いかけをされる。だからお袋にしたように、曖あい昧まいに味気ない返事を返した。

　…いちいち人に会うたびに、レナたちの同行を聞かれるのは面白くなかった。

　もっとも、無理もないことなのかもしれない。…あれだけ長い時間、いつもいつも一緒に、仲良く過ごしていたのだから。

　俺だって、気を許せば今でもみんなとは仲、……………………。

　…よせ圭一。それ以上は考えるな。

　そんな甘さがどれほど危険か、昨日一日ずーっと考えたじゃないか…。

　パッパッパーーッ[image: !!!]

　突然の車のクラクションに驚く。

　いくら考え事をしていたにしても、そのクラクションはあまりに俺の至し近きん距離だった。背後より高速で迫るその無機質な巨体の接近に、俺はあまりに無警戒だったのだ。

　後ろを振り返ったときには、その大型のワゴン車の巨体はすぐそこにあった。

　歩行者を避さけるために逆の路肩に寄る車はいくらでも見かけるが、この車は逆だったのだ。

　それはまるで、反対の路肩に誰かがいて、それを避けるためにこちら側にはみ出てきたような……そんな感じだった。

　そんな平和ボケした思考の遅れはもっともっともっと大切なことに気付くのを遅れさせる。

　眼前に迫ったその巨体。……俺は「轢ひかれる」ッ⁉⁉

　瞬間的に頭の中に痛いくらい冷たい液体が満たされる…‼　その瞬間、目の前の光景、いや、時間が凍り付いた。

　その無音の凍った時間の中で、俺は避ける術すべもないくらい眼前に迫ったワゴン車と、後ろに振り返るために半身をねじった無ぶ様ざまな姿を見比べた。

　こんな体勢では飛びのいて回避するなんて芸当はできるわけがない…。

　気を許せば、すぐにでも凍った時間は動き出し、この間抜けな姿のまま俺を弾はじき飛ばすだろう。

　上体を路肩の田んぼに反そらすんだ。…うまく反らせば、サイドミラーに殴られるだけで済むかもしれない…！　そう思った瞬間、凍った時間が車の爆ばく音おんで打ち砕かれた。

　サイドミラーが俺の肩を殴り飛ばし、俺のねじれた体勢をそのままぐるぐると、コマのように回転させて弾き飛ばす…ッ‼

　ドッパーン[image: !!!]

　きりもみ状態で吹き飛ばされた俺は、路肩の泥どろ田たに叩き込まれていた。

　全身泥まみれのびしょ濡ぬれ…‼　だが、あの瞬間に選べた選択の中では一番のものだったに違いない。

　泥まみれだったが、車にはねられたことを思えば限りなく無む傷きずに近い状態だった。

　何しろ、田んぼから起き上がり停車しているワゴン車を睨にらみ付けて馬鹿野郎と怒鳴りつけるだけの余裕があったのだから。

　俺のその様子を見届けたのかどうなのか、ワゴン車は急発進し逃げ去っていった。

「待てよクソ‼　これって……轢き逃げって言うんじゃねえのかよッ⁉」

　悪あく態たいをつかずにはいられない。身体的ダメージよりも全身泥だらけによる精神的ダメージの方がはるかに大きかったからだ。

　俺は泥田の中をどっぷんどっぷんと歩き、道路に這はい上がる。

「これって犯罪じゃねえのかよ畜生…‼　くっそう‼　絶対に見つけて訴えてやるからな‼　この狭せまい村の中で、ワゴン車なんて探せばきっと見つかるんだからな…‼」

　今、俺がいた道は両側は田んぼで車一台がようやく通れるくらいの細いものだ。

　歩行者を追い抜けるどころか、アクセル全開で走り抜けるような道では絶対にない。

　しかも今の車は追い抜く時、ただでさえ狭いこの道で、さらに俺側に寄せて走ってきた…。

　…悪態をつきながらも、心の奥で必死に黙もく殺さつしていた黒い影がもやもやと湧きあがってくる。

　……その影は、俺の怒りをじわじわと冷まし、…気付けばまったく違う気持ちが心の中に湧きあがっていた…。

　今の、轢き逃げとかそういうのじゃなくて…、……俺を狙ってはねようとしてたんじゃないのか…？

　思い出してみると…少し前から俺の後ろをずっと車が、徐じょ行こうでついてきていたような気がする。

　そう、さっき散歩中の人と別れたくらいから…ずっとのような気がした。

　俺を追い抜きたいなら、いくらでもチャンスがあったはずだ。普段の俺なら不審に思って振り返っていただろう。

　だが…考え事にうつつを抜かし、そんな気配に気付き損そこねたことを悔やむ。

　そして…道が細くなり、ひと気がなくなったのを見計らって……アクセルを…。

　一瞬判断が遅れていたら…笑い事では済まなかったはずなのだ。

　はねられたことによる興こう奮ふんが完全に冷めてくると……俺はようやく今起こったことがどれほど恐ろしいことか…理解できてきた。

　あの車は間違いない。俺をはねようとしてはっきりと狙ってきたのだ…。

　冷たいどろりとした液体が俺の脳からこぼれ、つつーと俺の背中を伝って滴したたり落ちていく。

　……ある種の錯乱状態に陥りそうな自分を、ぎゅっと自制する。

　本当にただの偶然の事故の可能性だってある。……落ち着け圭一‼　だけど甘えるな圭一‼　あんな弛たるんだザマじゃ次には殺されてるぞ‼

　常に警戒するんだ。隙を見せちゃいけない‼　もしも敵に俺を殺すつもりがあるなら、次はもっともっと確実な方法で襲おそってくるだろう。その時にも今のようなザマだったなら……‼

　…俺はこの泥まみれを自らの甘さの代だい償しょうとして受け入れることにする。

　泥まみれなだけでまったくの無傷。捻ねん挫ざとかもしなかった。こればかりは不幸中の幸さいわいと言えるだろう。

　今度こそ用心深く、俺は歩き始める。もう微み塵じんの油断もしない。

　俺は今までレナたちだけを疑ってきた。…いや、レナたちを疑うことによって、レナたち以外に敵がいないと信じようとしてきた。

　大石さんが言ってたじゃないか…。…犯人は村ぐるみの可能性があるって…‼

　そんな状態に陥ってまで、俺は日常の生活をしなければならないのだろうか…？　自宅に閉じこもっているのが一番安全ではないのか…？

　だが…俺が日常を放ほう棄きした途と端たんに、周り中全ても日常を放棄してくるのではないだろうか…。

　それは余あまりに恐ろしい想像だった。

　大石さんがしてくれた雛見沢の、まだ鬼ヶ淵と呼ばれていた頃の昔話を思い出す。鬼たちは村中総出で獲物を追い回し、囲んで、食らい殺したという、恐ろしい話。

　鬼の狩りは邪魔をしてはいけない。見て見ぬふりをしなくてはならない…。

　敵は複数、村ぐるみ。…祟りを妄もう信しんする村人たちは俺を助けない。

　急に強くなった日差しが俺に軽い眩暈めまいを起こさせた。

　………もう何が何だかわからないよ…。

　人間の仕業を疑えばオヤシロさまの祟りの影がちらつき…、オヤシロさまの祟りを疑えば人間の影が見え隠れする。

　何が偶然で何が恣し意い的なのか。…誰が敵で誰が傍ぼう観かん者なのか。

　いやそんなことよりももっともっと知りたいのは……、なぜ自分が命を狙われるようになってしまったのかだ。

　いつかきっと…俺にだってわかるような形で答えが出るに違いない…。

　それがいつだって構わない。

　……それまで…絶対に死んだりはしないからな……！

　それだけが、俺の生き抜こうとする闘とう志しだった。





金属バット






　武器となる金属バットは確か体育倉庫の中で見かけたが、扉には南なん京きん錠じょうがかかっていて入れなかった。

　せめてみんなが登校してくる前に何でもいいから護身用の武器を確保したい…。少し焦りながら校舎の周りをぐるっと回った。

　だが見つかるのは角かく材ざいのようなものばかりで、とても教室に持ち込めるとは思えない。

　なら…逆転の発想だ。…教室で探せばいい。教室の中にあるものなら問題ないわけだ。

　昇降口の下げ駄た箱には、全員の上靴が入っているのがわかった。早く来た甲斐があった。まだ誰も来ていない。

　教室の中に…何があるだろう？　バットのような強力な武器があるとは思えなかった。だが今は仕方がない。体育倉庫が開くまでの代用品が必要だ。

　…これまでなら、学校にいる間は襲われないだろうというある種の甘えがあった。だが…そんな甘えた考えではもはや俺の身は守れないのだ。

　ヤツらは少しずつ、俺の生活の不ふ可か侵しんだった部分に踏み込んできているように思う。

　…やがては…自宅すらも安全ではなくなるかもしれない。……それはとても恐ろしい考えだ。…だが、最悪の事態から目を逸そらすことの方が、かえって恐ろしいことのように思える…。

　とにかく生き残るんだ。…生きてさえいれば、この理不尽の迷めい宮きゅうから抜け出すことがきっとできるのだ。………きっと。

　教室の探たん索さくはすぐに行き詰まった。当たり前だ。教室に武器になるものが転がっているわけがない。

　有ゆう事じの際には自らの椅い子すを振り回すくらいしかないのだろうか…。

　そんな俺の目に、みんなの私物入れと化したロッカーが映った。魅音が部活の備品と称しょうしてゲームを大量にしまい込んでいるロッカーもそのひとつだ。

　クラス全員の分がずらーっと並んでいる。もちろん、俺のロッカーもある。

　そうだ、俺のロッカーの中にはジャージがあったっけ。…この泥だらけの様子ではさすがに変だ。あとで着替えておこう…。

　…その前に武器だ。誰かクラスメートが来てしまったらロッカーが漁あさりにくい。

　手早く、端のロッカーから順に開けていく。

　中身はほとんどが体操服等の着替えや教材、傘かさなどだった。……傘か。…もしも何も見つからなかったら武器にしよう。

「………………お。」

　ろくな物が見つからず諦めかけた時、開けたロッカーの中に望みの物があった。

　それは紛れもなく金属バットだった。もっとも期待していたものだ。使い込んだものらしくだいぶ汚れてはいたが、実用には申し分なかった。

　かび臭くさいロッカーの中には他にも野球チームのユニフォームも吊るしてあった。きっとこのロッカーの生徒は少年野球のチームか何かに所属しているのだろう。

　……だとしたら、そいつに返せと言われてしまうだろうか。

　その時、廊下をぞろぞろと騒ぎながら歩いてくる子供たちの声が聞こえてきた。その中に混じって、沙都子と梨花ちゃんの姿もあった。

「……みー？　おはようございますです。」

「あらあらあら、今朝はお早いですわね圭一さん。」

　握っているバットをさりげなく背中に隠す。

「な、何なんですのその身なりはー⁉　泥だらけでしてよ⁉」

「あ、あぁ、まぁちょっとあってな。すぐ着替えるから勘弁しろ。」

　そう言って、さっそく脱ぎ始めると想像通り沙都子が赤せき面めんしだす。

「レ、レディーの前でお着替えなんて、躾しつけがなってませんことよー‼」

「着替えをじーっと見てるレディーも躾がなってないと思うぞ。男子は更こう衣い室しつがないんだから諦めろ。」

　沙都子は呆あきれたふりをすると、赤面したまま廊下へ出て行った。

　逆に梨花ちゃんは俺の着替えようとするところをじーっと見ている。

「…梨花ちゃんもレディーなら、着替えを見てるのはよくないと思うぞ。」

「ボクはレディーじゃないですからいいのです。」

　わざと拗すねるような表情を浮かべて、俺を上目遣いにじっと見つめる。

「……じゃあ梨花ちゃんも今からレディーだ。」

「レディーなら仕方ありませんです。にぱー。」

　梨花ちゃんは自分もレディーと認めてもらったことに満足すると、沙都子を追って廊下へ出て行った。

　ほっと胸を撫で下ろした時、梨花ちゃんが足を止め、振り返った。

「……圭一は野球を始めますですか？」

　梨花ちゃんが、背中に隠している金属バットに気付いたようだった。

「あぁ…ちょっとさ。…体がなまってさ。ちょっと素振りでも始めようかなってな…。」

「健康に気を遣うのはとても良いことだと思いますです。」

　幼おさなそうな見かけによらずババくさいことを言う。

　それだけを言って出て行こうとする梨花ちゃんは足を止め、再び振り返った。

「そのバット、なくさないで下さいね、なのです。」

　人のロッカーから拝はい借しゃくしたものだということはバレているようだった。でもロッカーの扉には名前は貼ってなかった。

　誰のバットだかわからないが、文句を言われるまでは拝借させてもらおう。体育倉庫が開くまでの短い間なのだから。

　俺は手早くジャージに着替えると、時計を確認した。早く来ただけあり、まだ始業までには余裕がある。

　俺はバットを片手に校庭へ出ることにした。もちろん素振りのためだ。

　俺がいつもバットを肌はだ身み離さず、素振りをしている、という既成事実を作らなければならない。




　いつの間にか日差しは強くなっていた。

　登校してくるクラスメートたちを尻目に、俺は校舎脇わきの日陰を陣じん取どる。

　別に俺は文系じゃないが、かといって体育系でもない。

　いきなり素振りなんか始めたら筋肉痛でも起こすかもしれないな。…一応、準備体操から始めるか。

　…その様子はとても健康的でさわやかそうに見えるに違いない。…俺の内心とは裏腹に。

　金属バットを握り締め、軽く振る。…手ごたえは決して軽くない。だがその分、いざという時に頼もしい武器となるだけの重みがあった。

　もちろん、武器として使う時が訪れないことを祈るしかない。

　…これを持つことによって、俺への何らかの攻撃が躊躇されるかもしれない。その効果に期待したかった。

「あれぇ⁉　圭ちゃん⁉⁉　あんた何やってんの⁉」

　素すっ頓とん狂きょうな声が浴びせられぎょっとした。登校してきた魅音とレナだった。

「わ、圭一くん、…野球部だよ？　野球部だよ⁇」

「先に行ったって言われて驚いたけど……圭ちゃん、あんた何やってるわけぇ？」

「見てわからないかよ。素振りだよ甲こう子し園えんだよ。別にダイエットでもいいぞ。」

「…ダイエットって圭ちゃん、そんなに太ってたっけぇ？」

「あぁ知らなかったろ。実は三段腹なんだ。モチモチでタプタプなんだぞ。」

「…モ、モチモチでタプタプ……。」

「……レナ。変な想像しなくていいぞ。」

　レナの下品な想像をかき乱すため、ぐしゃぐしゃと乱暴にその頭を撫でてやる。……その頭は、日光を受けてとても温かかった…。

「じゃあまぁ、頑張って県大会を目指してちょうだいよ。おじさん、応援してるわ。」

「…県立大おお島しまが強いらしいよ。左さ腕わんの亀かめ田だくんがすごいんだって。…頑張ってね！」

　なんだかいつの間にか球きゅう児じにされてしまったが、まぁいい……。

　確かに俺が本当に出場したら甲子園なんてオチャノコサイサイだろう。

　何しろ、ピッチャーもキャッチャーも俺ひとりなのだ。自分で投げて、投げたボールを追い抜いてキャッチャーに早変わりし、それをキャッチできるだけの超々瞬発力があるのなら。

　その光景のあまりのマヌケさにしばし苦笑する…。

　それから我に返り、俺は持っていたバットで地面を強打した。

「………くそッ[image: !!!]　何笑ってんだよ、俺ッ[image: !!!]」

　何度も何度も地面を殴りつける。…その度たびにがつんがつんと伝わる振動が痛かった。

　あんな風に微笑まれたら…俺は………俺は…ッ‼　何であいつらといつものように親したしげに会話を交わしちまってるんだよ⁉

　誰にも気を許すなって、誰も信用できないって、そういくら自分に言い聞かせても……あんな風に微笑まれたら……俺はッ‼　くそくそ、くそくそくそッ‼

　やさしく微笑む仲間たちに魔性が潜んでいることを俺はよく知っているじゃないか！

　……でも……やっぱり信じられないよ。

　あんな二重人格みたいなことって本当にあるのか…⁉

　レナが医者で告白したように……オヤシロさまに取り憑かれてたんじゃないだろうか…？

　つまり……オヤシロさまという超常存在が実在して、みんなに憑ひょう依いして俺の命を狙っている…？

　あぁ…そうだったらどんなにいいことだろう…。みんなは元からいい友人で、全てはオヤシロさまのせいなのだ…。

「前原圭一の馬鹿野郎ッ！！！！！　だからッ！」

　そう腹の底から力の限り叫び、思い切りバットを振り上げる。

「…甘えるんじゃねえぇえぇええぇッ！！！！」

　渾こん身しんの叫びと共に、振り上げた金属バットで何度も大地を叩きのめす。

　ひとつ殴る度に、自分の甘さを打ち消していく…。

　殴る。忘れろ。殴る。甘えるな。殴る。敵を知れ。殴る。殺されてたまるか。

　肩で息をしながらようやく冷静さを取り戻したころ、始業の振しん鈴れいが聞こえてきたのだった……。





どうして同じなの？






　何かをずっと考え続けているようで、…そしてずっと緊張を強しいられているようで。……それは、放送の終わった砂嵐しか映らないテレビを一晩中見せ続けられているような苦く行ぎょうにも似ていた。

　それは途中から苦にならなくなり、……気付けば、時計の短針が、目で追えるほどにぐるぐると高速で回り始め…、聞きなれたカランカラーンという音が聞こえてくる。

　はっと気付けば、…………それは終業のチャイムだった。

　ついさっき、始業を知らせるチャイムを聞いたばかりのように思う。……でも、今日の全ての授業は終わり、いつの間にかカーテン越しに入ってくる日光も、朝日とは違う彩いろどりを添えていた。

　全身の緊張が解け、俺は深く息を吐く。

　一日中、気を張り詰めているような、眠っているような、どっちともつかない灰色の時間だった。それから解放されたことが心地よくもあり、また学校という神聖な日常が侵おかされずに済んだという安堵にも感じられた。

　だが、だからといってこれからも何も起こらないという保証はないし、明日の学校の安全も保証されているわけじゃない。

　おはぎの警告を受けた。今朝は車で襲ってさえきた。……あれさえも警告なら、……さらにその次は何が訪れるというのか…？　俺はそれに、永遠に怯おびえ続けていかなくてはならない…。

　いつまでこんな気持ちで暮らさなければならないのだろう…。耐えるだけで、光こう明みょうの見えない責せめ苦くは、俺を少しずつ痛めつけている。

「圭一くん！　やろやろ！　部活の時間なんだよ。だよ！」

　突然のレナの声に俺は我に返った。

「ほらほら圭ちゃん、ぼーっとしない！　机を寄せて寄せて！」

　みんなはまたいつものように、机を向かい合わせている。そう、楽しい楽しい部活の時間なのだ。

　だが俺はそれに加わるつもりはない。部活に加われば帰りは遅くなり、…寂しい道をレナや魅音と帰らなければならなくなる。………そこで、……周りに誰もいなくなった時、どんなことを言われるのか、告げられるのか、警告されるのか、……それが恐ろしかった。

　だから俺は机の中身を乱雑にカバンに詰め込み帰り支度を始める。

　俺は先に帰るよ、という言葉を出すことができない、自分なりの女々しいジェスチャーだった。

「……なんだよ圭ちゃん。今日も直ちょっ帰きなわけぇ…？」

　魅音の口調は露ろ骨こつに不満げだった。

「…気分が乗らないんだ。しばらく放っといてくんないかな。」

　俺の口から出た言葉は、魅音の不満げな様子に負けないくらい不満げな声こわ色いろだった。

　……空気が乾いた気がした。

　沙都子が何か言おうとしたが、その空気を嫌ったのか、言葉を飲み込むと黙ってしまう。

　誰も何も言わない。引き止めない。…だから俺は教室を出て行ってもいいはずだった。だが四人の眼差しはまるで昆こん虫ちゅう標ひょう本ほんの虫ピンのように、俺をこの場に縫ぬい止めていた。

　その乾いた空気を破ったのはレナだった。

「……………圭一くん、…やっぱり女の子と一緒に遊ぶのなんか、…嫌だったかな。……かな。」

　胸の内に痛みの走る嫌な声色だった。

　この痛みで俺が死ねるなら、痛みを感じてしまう甘えた自分をいっそ殺してほしかった。

　俺は胸元を搔きむしり、俺を縫い止めている虫ピンを乱暴に引き抜く。

「そういうわけじゃねえよ…！」

　それ以上はどんな言葉を続けても、自分も傷つけてしまいそうだったのでぐっと飲み込んだ。

　そこで切り、俺は踵きびすを返して教室を出て行く。

　もう、その背中には何の言葉もかけられることはなかった。




　学校から自宅までの短くない距離は、退屈なものだったが、俺は気を許すことはなかった。

　ぎゅっと握り締めた金属バットの柄えはすでに汗でぬめっている。それに気付き、俺はいざという時、汗で滑らないよう袖そでで拭い取った。

　今朝の一件以来、俺は車の気配には敏びん感かんになっていた。

　だから歩きながらもじっと耳を澄ませ、不穏な音・気配の接近を探っている…。

　だからこそ気が付いた。




　…………ひたひた、……ひたひた。

　それは紛れもない足音だった。その足音は少し前から俺をぴったりつけていた。

　気配から察するに…………それはひとりだった。…だが油断する気はない。

　今朝の車のように、俺を襲うのに都合のいい場所にたどり着くまでつけてくる気だろうか…？

　だとしたらこのまま歩き続けるのは得とく策さくではない。

　俺は歩みを止めると、後ろを振り返った。

　木々でうっそうとした林道は、まるで初めから誰もいなかったかのように静まりかえっている…。

　だが俺は騙されない。確かに足音がずっとつけてきていたのだ。

　そして俺が立ち止まると同時にその足音も止やんだ。…つまり、後続者は俺との距離を維持したいのだ。それは紛れもなく、俺を意識している証拠だった。

　息を殺し、その気配が焦じれて動き出すのを待つ…。

　木々がそよ風にざわめく。ひぐらしも不愉快に合唱し、俺の集中力を乱そうとする。

　五分は経ったのか。それとも三十分はこうしているのか…。

　……窒ちっ息そくしそうなくらい息がつまり、焦れたのは俺の方だった。

　その木こ陰かげで息を殺してこちらをうかがっているのは間違いないのだ。…なら…こっちから仕掛けてやる…！

　俺はバットの柄を握り直す。…いつでも振り下ろせるよう、それを肩に担かつぎ上げた。

「…おいッ[image: !!!]　いるんだろ、そこにッ[image: !!!]」

　力の限り精一杯、木陰でやり過ごそうとするそいつに怒鳴りつけた。

　だが…その木陰の気配は微動だにしない。

　俺が見つけるその瞬間まで、自ら正体を明かすつもりはないのか……。くそ…！

「わかってんだよッ[image: !!!]　そこにいるのはよッ！！！！」

　もう一度怒鳴ったが、それでもそいつは動かなかった。ならこっちから近付いてやる‼

　慎重に警戒しながら、一歩一歩近付いてゆく…。木陰を大きく回りこむと…そこには人影があった。その人影は……小動物のように縮ちぢこまっていた。

「………レ、……レナ…！」

　…レナは俺に見つかったことに気付くと観かん念ねんした表情を浮かべた。

　だが申し訳なさそうにするだけで、決して口を開くことはなかった。

「……何か俺に用かよッ…！」

　沈黙を許さない俺は、間かん髪はつ容れずに怒鳴りつける。

「べ、別に……その………えっと…、」

　レナは目に涙を浮かべながら狼ろう狽ばいする。だが俺をつけていたことは明白だった。

「部活はどうしたんだよ。」

「………け……圭一くんがお休みしたから…レナもお休み……。」

「関係ないだろ！　俺なんか気にしないで遊んでろよ！」

「…だ、…だって……圭一くんのこと…心配で……。」

　ここ最近の自分の振る舞いを思えば、変に見えても不思議はあるまい。……だからレナが気を遣って……、という流れは一見自然なように思えた。

　……だが、俺は安易に気を許さないよう気をつける。もう、騙されたりはしない。だったらこんな尾び行こうするような真似はしなくていいはずなのだ。…下校する俺に声をかけ、堂々とついてくればいい。

　だがレナはそうしなかった。

　常に俺と一定の距離を保ち、歩速を合わせていた。あまつさえ足音まで合わせ、その気配を巧たくみに隠そうとしていた。

　そして俺が気配に気付いたことを気取ると今度は息を殺し、こっそりと隠れてやり過ごそうとしたのだ。

　慈じ悲ひを請こうような表情を弱よわ々よわしく浮かべているが、レナがしていたことは間違いなく………尾行なのだ。

「もうついてくんなよ。」

「は、……はぅ…。」

　俺はレナを睨み付けたまま、ゆっくり歩き出す。

　少し歩いたところで、レナが俺の制止を無視して歩き出したので、もう一度怒鳴りつけた。

「ついてくるなって言ってるだろッ[image: !!!]」

「ひぅッ‼　………だ、だって！　…レナの家も同じ方向……！」

「じゃあレナが先を歩けよ‼　レナが見えなくなったら俺も歩く。」

　バットを乱暴に振り、レナに前を歩くよう促した。

「レ、…レナは…圭一くんと一緒に……、帰りたい…な……。」

　哀あわれみを誘うような表情を浮かべながら、俺の胸の痛いところを知り尽くした声色で、レナは細く鳴いた。

　……それが無性に腹立たしかった。噓だからだ。一緒に帰りたいなら声をかければよかったのだ。今さらそんな出任せを…ッ‼　俺の心を搔き毟るような声色をわざわざ選んで‼

「ご、ごごごご、ごめんなさいごめんなさい…ッ[image: !!!]」

　俺の煮えくり返るような腹の底が、そのまま表情に出ていたようだ。……俺が何も口に出さずとも、レナは勝手に謝あやまり始める。

「わかったならほら、行けよ！」

　バットを振り、先を歩くよう改めて促す。レナはバットと俺を何度か見比べてから、おずおずと歩き出そうとし、また歩みを止めた。

「…早く行けよ。早くッ‼」

「い、行くから！　そのバットをやめてよ…‼　こ、怖いの…ッ‼」

　レナは自らを庇かばうようにしながら、俺とバットを交互に指し示した。このバットが野球に使うためのものでないことに気付いているのかもしれない。

　俺はバットを下ろし、だけれど油断せず慎重に、レナに道を空ける。

「行けよ。…これなら文句ないだろ？」

「…………………………………。」





[image: （挿絵）]





　レナにはもはや抗あらがう術はないようだった。…俺を刺激しないように、おどおどしながら脇を抜けていく。

　そのままその後ろ姿を眺ながめていると、大して歩かない内にぴたりと立ち止まった。俺に背中を向けたままで。

「おい、立ち止まるなよ……！、」

　その時、一際強い風がざぁっと吹き、砂すな粒つぶが顔を激しく叩いた。

　目にも砂粒が飛び込み、視界を涙でぐちゃぐちゃにしてしまう…！

　俺は左手で目をごしごしとこすり、そのわずかな隙を補おぎなうため、右手では闇やみ雲くもにバットを振り回した。

　だが俺のわずかな隙に、レナが振り返って襲い掛かってくるということはなかった。

　…いや、…襲い掛かってこないどころか、レナは身動きひとつしなかった。…それはまるで時間が凍ってしまったかのように錯さっ覚かくすらさせる不ふ思し議ぎな光景だった。……だが、通り過ぎた風の軌き跡せきを、レナのスカートが優雅に描き、時間は決して止まっていないことを無む言ごんで教えてくれた…。

　スカートの波がゆるりと落ち着き、静寂が戻る…。

　その時、俺の中のもうひとりの俺が、何かの危機を鋭く警告した……。

　……はっとする。…空気の匂いが……変わった…。

　いつの間にか、どんな天てん変ぺん地ち異いが起こっても不思議でないような、奇妙な空気で世界が満たされていた。

　その空気はまるで透とう明めいなコンクリートで出来ていて、俺とレナの二人をこの空間に埋うめて固めてしまったかのようだった。

　微動だにしないレナ。……俺もその背中をじっと凝ぎょう視しし、動くことができない。しかし、だからといって時間が止まっているわけではない。…確かに時間は経過し、来るべき何かの瞬間までを埋めているだけなのだ。

　その静寂を初めに破ったのはレナだった。

　とっさに身構える。……目の前のレナが、レナによく似た別人に豹ひょう変へんしたような気がしたからだ。

　だが……その声は俺のよく知った声で、困こん惑わくに満ちた哀れなものだった。俺は不ふ謹きん慎しんにも、その哀れな声に安堵する…。

「……あ、あの、そのごめんね！　……そのっ、聞いてもいい⁉」

　振り返るのすらためらって、レナは必死で声を絞しぼり出していた。…震ふるえながら。

「…なんだよ。」

「あ、…あのね、あのね！　ど、どうしてバットなんか持ってるのかな。…かなッ！」

　…レナの質問は決して逸いつ脱だつしたものではなかった。…昨日までの俺はこんなもの持ち歩いていないのだから。

「俺が何を持ってたっていいだろ。」

「でも、でも…昨日まで持ってなかったし…！　……ど、どうして突然…ッ！」

「別に突然でもいいだろ。…俺がバットを持ってるとおかしいかよ。」

「だ、だって圭一くん、…野球とかしない人だったでしょ⁉　おかしいよ…！」

　…野球なんかしないのは事実だが、それでも、ここまでおかしいと断だん言げんされるほどとは思わなかった。

　レナの聞きたいことが今ひとつ見えないが、事こと細こまかに説明するのは面倒くさかった。

「…突然、野球がしたくなったんだよ。それじゃおかしいか？」

「おかしいよ…！」

　即答され、ちょっとむっとする。

「突然野球がしたくなった。素振りがしたくなったから、バットを持ち歩いてる。それのどこが変なんだよ。」

「変。おかしい。絶対。なんで圭一くんまで…。」

「ぶつくさとうるせえ奴やつだなぁ。…俺がスポーツに目覚めるのがそんなに変かよ‼」

　話を終わらせようと乱暴に凄む。レナへの疑惑が晴れない以上、説明の義務はまったくないのだ。……いや、レナのせいでバットを持ち歩くはめになったとすら言い切れるのだから！

「………ご、ごめんねごめんね…！　そんなに怒らないで…‼」

　レナは振り返ることもできず、びくびくと謝しゃ罪ざいの言葉を並べる。

「さ、最後に一個だけ‼　一個だけ教えて…‼」

「…これ以上、話す気も教える気もねぇよ。早く行けよ‼」

　強く怒鳴りつけるとレナがびくっと弾かれたように震えだす。…そのあまりの痛々しい様子に胸がちりちりと痛む…。

　怖がっているにもかかわらず、レナは強固に踏み止まっていた。

　俺がもう一押し怒鳴りつけようとした矢先に、レナが最後の疑問を口にした。

「な、なんでバットまで同じなのッ⁉⁉」

「……お前、何言ってんだ…？」

　レナの論点がよく見えない。

「だから…ッ、…なんでバットまで同じなのかなってッ[image: !!!]」

「何を言ってんだか全然わかんねえよ！　もっとはっきり言えッ[image: !!!]」

　それでもレナは振り返らない。背中を向けたまま、ぐっと息を飲み込んでから、叫んだ。

「だから………どうしてバットまで悟史くんと同じなのッ⁉⁉」

「悟史…って……………え…？」

　思わぬ名前が出、一瞬ぽかんとしてしまった。

　悟史ってのは…確か去年転校した生徒だ。………いや、違う。レナは転校したと言っていなかったか？　しかし、大石さんははっきり失踪したと言った。

　俺の席を去年まで使っていた生徒で、去年のオヤシロさまの祟りで「鬼隠し」にあったと思われる生徒だ。

　失踪にいたる詳細は一切知らない。同居する叔母が綿流しの晩に麻薬常用者に殺され、そのしばらく後に忽こつ然ぜんと失踪、行方不明になった………、

　その悟史と俺が……何だって⁉

　俺は握り締めたバットに目線を移す。………ひょっとして…。

　バットの柄の部分、はっきりと記されていた。

〝北条悟史〟




　ぞっとする…。俺が自分の身を守る最後の砦とりでと思って信頼して今日一日持ち歩いたバットが、……それすらも悟史のものだったなんて…。悟史の席に座り、悟史のバットを握り、………そして俺は、悟史と同じように「鬼隠し」にあって消されてしまうのか…？

「…ぁ、…ぁあ。これ、悟史のバットだったんだな。…誰も使ってなかったんでちょっと借りたんだよ。…いいだろそれくらい！」

「そ、…そんなことじゃないのッ[image: !!!]」

　レナのその言い方はまるで、このバットが触れてはならないものであるかのような…そんな響きがあった。神かみ棚だなへのお供そなえ物とか、…死者の遺い品ひんだとか…、そんな感じの。

　切り返せず戸惑うだけの俺を待たず、レナは続ける。

「…悟史くんの時と…どうして……どうしてそんなにまで同じなのッ⁉」

　レナが言っているのは、このバットが悟史の物だという以上の何かだ。

「…悟史くんもそうだった‼　野球チームには入ってたけど…本当は野球なんか好きじゃない人だったのに………！」

「それが俺とどう関係が……、」

「悟史くんも、…ある日突然バットを持ち歩き始めたのッ！！！！　チームに入ってただけで…スポーツなんかしない人だったのに…‼」

　それがどうした…！　そう言おうとして口をつぐむ。…よ、よく聞け圭一！　レナは何か重要なことを告げようとしている…。

「悟史くんもね、…ある日突然、ひとりで登校するようになったの。圭一くんみたいに[image: !!!]　そしてね、ある日突然、素振りの練習を始めたの。圭一くんみたいに[image: !!!]　そしてね、ある日突然、バットを持ち歩くようになったの。圭一くんみたいにッ！！！！　そしてね、ある日突然…………ッ、」

　そこでレナは言葉を飲み込んでしまう。……どうして⁉　その先が知りたいんだ！

「………そしてある日突然、…何だよ⁉　何なんだよッ⁉　おいッ[image: !!!]」

　俺がいくら問い掛けようとも、もうレナは沈黙を守るだけ。…その無言の背中が無む性しょうに薄気味悪かった。

　俺が騒ぐのをやめると辺りに静寂が戻る。…そしてようやく、話の全ぜん容ようが飲み込めた。

　俺の一連の行為が…悟史のそれとまったく同じだと言っているのだ。

　それは…どういうことだ⁉　俺は今の今まで悟史のことなんか忘れていた。

　悟史を意識した覚えは一いっ切さいない。それどころか、悟史が何をしてたかなどまったく知らないのだ。

　俺が今日取った一連の行動は、考えに考えた末に取った俺のオリジナルの行動のはずだ。………それが…悟史とまったく同じだと言うのか…？？？

　じゃあ悟史は……、いや…そんなことよりも…‼

　俺と悟史の経過が同じ以上、その先も同じになる可能性は極めて高い…⁇

「レナ、言えよッ‼　…ある日突然、…悟史はどうしたんだよッ⁉」

　レナは知っているのだ…！　悟史がどうなったのかを。…いや、過去の男のことなんかはどうでもいい！　レナは…これから俺がどうなるのかを…知っているッ[image: !!!]

「こ、答えろよレナ‼　悟史は…どうしたんだよッ！！！！」

　そう言いながら、乱暴にレナの肩を摑み、無理やりこっちを向かせた。

　強引にこちらを振り向かせた瞬間、俺の全身を電気が走り抜け、直前までの強気が電球が切れてしまうくらいあっさりと、引いて消えた…。




「言わなかったかな。圭一くん。」

　それは、知らない誰かだった。少なくともたった今まで話していた竜宮レナでは断じてない。レナにそっくりなのに、レナじゃない、……そう、あの日に会った、あの、誰か……。

　その声には、ほんの数秒前まで宿やどしていた怯えや激げき情じょうは一切ない。…俺は安易に振り向かせたことをこれ以上ないくらいに後悔する…。自分で、開いてはならない扉を開けてしまったのだ………⁉

　あの……冷たく針のように突き刺さる眼差しに、鋭えい利りな刃物の切れ込みを思わせる笑みを浮かべた口元……。背筋が凍りつき、思考すらも霜しもの中に閉ざしていく。

　レナの両の眼に貫かれ、俺は目線すら逸らせない。……そしてあの日の恐怖を思い出させるように、レナはその息がかかるくらい間近に顔を寄せた。

　俺の視界の全てがレナで埋まる。……そして…切れ込んだ口元をさらに鋭利に、孤こ月げつのように切れ込ませ、にぃ…と笑った。

「言わなかったかな。圭一くん。」

　ふた呼吸ほど置いて、レナがもう一度同じ言葉を繰り返す。

「悟史くんはね、…〝転校〟しちゃったの。」

「て、……転校って……なんだよ…。」

　…俺の辞書の中に、レナの言うような意味の転校という単語はない…。レナの言う転校という言葉は、……俺が知るその言葉より、もっともっと不吉な何かを宿している…。

　喉も唇もからからに乾き、相槌を打つこともできなかった。ただ、ごくりと唾を飲み込むことができるだけだ。……レナにはそれが頷うなずいたように見えたようだった。

　俺をその眼差しから解放し、すっと二、三歩下がった。

　その途端、俺のひざがかくんと抜け、だらしなく両ひざを地面につける。

　……感情のない笑みを浮かべたレナと、その前に呆然とひざまずく俺……。それはきっと異様な光景だったに違いない…。

　レナはそんな無様な俺を、嘲あざ笑わらいもしなければ手を差し伸べもしなかった。

　だが、俺の眼をただ静かにじっと射い貫ぬき、立つことも逃げることも許さない。

　金属バットは確かに俺の手にあった。

　だが……、蛇へびに睨まれた蛙かえるのような俺には何の役にも立たない。

　脂あぶら汗あせが全身を伝い、ぽたぽたと零こぼれ落ちるのがわかる…。

「…しないよね？　圭一くんは。」

　…無限とも思える時間の檻おりから、ようやくレナは俺を解放する。だがその問いかけは主語を欠いた、とても抽ちゅう象しょう的なものだった。

　ごくりともう一度唾を飲み込み、その問いの意味を尋ねる。

「……な、…何をだよ…。…お、……俺が、何をしないって………？」




「〝転校〟」






二重人格？







　民放のバラエティ番組が不謹慎な事件を取り上げ、面白おかしく報道することは今も昔も変わらない。

「よく映画などに登場しますが、簡単に言うとどのようなものでしょうか。」

「複数の人格を持つことによる逃とう避ひと考えられています。」

「多重人格は逃避のひとつなのですか？」

「左さ様ようです。そのメカニズムは完全には解明されていませんが、精神を守るために脳が行なう防御作用のひとつではないかと考えられています。これはとても自然な現象で、健常者であっても日々無自覚に行なっているありふれたものなのです。」

「例えば、受験を間近に控ひかえた学生が、受験をストレスに思うがあまりに受験を忘れて遊びながら過ごすという逃避は、わりとよくある、現実逃避のケースだと思うんですけど、これも多重人格に入るのですか？」

「そうですね。受験というストレスを持たないもう一人の自分を作り出しているわけです。例えば、家と職場で振る舞いの違う人っておられるでしょう。家では怖い奥さんの尻に敷かれて従じゅう順じゅんだけれど、職場では部下を怒鳴り散らす鬼上司で通っているという方です。これは逃避とは違いますが、環境に応じて自分にもっともストレスの少ない人格を作り出し、それらを使い分けているケースと言えるでしょう。多重人格は言葉だけが独り歩きしていますが、非常にありふれた脳の防御作用であることを誤解しないでいただきたいのです。」

「なるほど。それの常軌が逸してしまうと、世間一般で言われる多重人格というケースになるわけですね？」

「…うーん、一概には言えませんが。…そう提てい唱しょうする説もありますし、否定する説もあります。諸しょ説せつ紛ふん々ぷんです。多重人格は脳の防御作用であるとする説。それから脳や心の障害であるとする説。ある種の欲求行動ではないかとする説。たくさんあります。」

「では精神医学の世界ではまだ、多重人格というのは解明されていない現象なんですか？」

「残念ながらそうなります。今後の研究が期待されます。」

「でもでも～、多重人格なんて何だかカッコイイですよね～！　どういう人が多重人格になれるんですかぁ？」

「なれると言いますか…、なりやすいと言いますか…。最近の研究では、遺伝と心因が複雑に絡からみ合い…。中でも幼少期の虐ぎゃく待たいが大きく作用するのではないかと言われています。」

「そう言えば、このＡ君も幼児虐待を受けてるんですよね～。カワイソ～…。」

「七つの人格を持つ青年Ａ。ではＶＴＲの続きをどうぞ。…ですがその前にコマーシャル‼」








６月24日（金）夕方













　俺と悟史が…何だって？

　俺が良かれと思ってしてきた今日一日の行為は、全て悟史の模も倣ほうに過ぎなかったのだ。

　ならつまり、悟史も…俺と同じ境きょう遇ぐうだったのだろうか……？

　仲良く過ごしてきた仲間たちが豹変し…何の理由もなく、…いや、…あるいは俺が気付いていないだけなのだろうか…。とにかくとにかく！　身に覚えもなく、悟史もまた命を狙われるようになったのだろうか…？

　そして俺と同じように悩みぬき、護身のためにバットを取り、素振りと偽いつわって常に持ち歩いた…？

　そしてある日、突然……、

〝転校しちゃったの。〟




　全身の血流に冷たくて痺しびれるものが流れていく。それらは心臓から近い順に体内を巡り、頭のてっぺんから足のつま先まで…満まん遍べんなく凍えさせた。

　転校ってなんだよ。転校ってなんだよ。転校した先には悟史がいるのか？　そいつだけは俺のことを理解してくれるのか？　なんでこんなことになってしまったのかを全て教えてくれるのか？　それより転校先ってどこだよ⁉　…転校ってなんだよ。転校ってなんだよ……。

　いつの間にか、自宅の扉の前だった。

　ひんやりとしたノブは重い。……留る守す？　それほど珍しいことでもないので、俺はポケットをまさぐり、オットセイのキーホルダーの付いたカギを取り出す。

　玄関に入り、靴を脱ごうとしたその瞬間ッ、背筋が凍りついた。

　……………な、……なんだ、…………これ………？

　……俺の目の前にある光景に凍りついたんじゃない。俺の、背後の、…それに凍りついたのだ。

　口でうまく説明できない。……だって、玄関の扉を、俺にぴったりくっついて入ってきたヤツがいるからだ…。

　まるで学校のクラスメートがふざけてそうするかのように、…そいつはぴったりと俺の背後にくっついて立っている…。

　噓だろ…？　絶対に気のせいだ…。

　こんな密着の距離で、玄関に入るまで俺に気配を悟られずについてくるなんて真似、常識で考えてできるわけがない…。

　だが、紛れもなく、後ろのそいつはそこにいた。

　お、……おいおい圭一。…後ろにいるのに、何で「いる」ってわかるんだよ…⁉

　……だって……髪が流れる音がした。

　そんな音、するわけない。そんなのは気配だ。

　……だって……まばたきをする音がした。

　そんな音、するわけないだろ。前原圭一！

　もっとも野性に近い全ての知覚が背後の気配を警告し、もっとも理性的な一般常識が、俺の背後の気配を気のせいだと否定する。

　こんなのは気のせいだ、後ろには誰もいないと頭の中の不気味なイメージをかき乱す。

　だが同時に、「いない」なら、今後ろに「いる」のは何なんだよ……という不気味さも背筋を昇ってくる。

　むしろ…誰かいてくれた方がいいんじゃないのか…？

　もしも……振り向いて誰もいなかったら……お前はそれを受け入れられるのか…？

　首を後ろに向けるだけで、俺の疑問は全て解決する。…だが、それが簡単にできるほど…俺は勇ゆう敢かんではなかった…。

　そうだ……声をかけてみよう…。後ろの人が…答えてくれるかもしれない…。

　迷走した思考が、振り返らずに済むならなんでもいい…と提案した方法はそれだった。…冷静に考えれば…それによって何の解決にもならないことに気付けるのに……。でも、今の俺はそれ以外に背後の気配を確かめる方法が思いつかなかった…。

「ど、…………どなたですか……？」

　とても自分のものと思えないかすれた声が、喉の奥から微かすかにこぼれる。

　後ろのそいつは答えあぐねるかのように感じられた。

　…感じられた、なんてことがわかるわけない！　落ち着け圭一、これは気のせいなんだよ…‼　後ろには誰もいない、だから誰も答えるわけなどッ[image: !!!]

　その時、俺は確かに聞いた。




　俺の問いかけに躊躇しながらも、答えようと。……すぅ、と息を飲み込む音を確かに聞いた。聞いた。聞いた。はっきり聞いた。

　女だった。若い女だった。

　誰かは知らないけれど。とにかくとにかく…、

　…い、た。

　俺の中の一粒の勇気、蛮勇が、俺に叫びをあげさせるというもっとも原げん始し的かつ、今のこの状況を解決するのに相応ふさわしい力を与えてくれた。

　全身全霊の力を肺から、喉から解放し、脳内の全ての思考を切断する。

　全ての思考と感情を殺し、俺は崩れ落ちるように倒れながら、だけれども体をひねりながら後ろを振り返った。

　確かにいた。そこにはいた。誰かがいた。俺が振り返り、後方を視界で照らすまで確かにいた！

　仰向けに倒れながら、虚こ空くうに残る気配を目でなぞる…。…まさか…こいつは透明なヤツで…いないように見えて…まだここに立ち続けている…？？？

　叫びとともに堰せき止めていた感情の波が一気にあふれ出してくる。

　だが俺はその感情というダムの決けっ壊かいに極めて冷静だった。…濁だく流りゅうのように押し寄せる感情の波を上じょう手ずに誘導し…攻撃性に転化する。今まさに眼前にある異常事態を打開するには…絶対に必要な感情だった。俺は極めて冷静に、激情に身を委ゆだねる…。

　金属バットは手に吸い付くように、ぴったりと右腕の中にあった。

「おおぉぉおおぉおおぉおッ！！！！！」

　銀に輝く金属塊の残像が左から右へ玄関を薙なぐ！！！！

　バットは右の壁に激突し、凄すさまじい反発力で先端を跳ね返した。…俺は極めて冷静にその跳ね返る力と方向を調整し、左方向への攻撃として切り返す。

　靴箱の扉をぶち割った。今の二振りは空を切ったが、敵に与えた心理効果は大きいようだった。…空間に焦りが漏もれ出しているのが感じられたからだ。

　必要なのは攻撃だけではなかったのだ。…靴箱にめり込んだバットを引き抜き、そのまま体ごとの大回転を加え、咆ほう哮こうする。

「うッおおぉおおおおぉおおぉおおおぉッッ！！！！！」

　叫びが空気を揺るがし、続けて繰り出される渾身の一撃にさらなる破壊力を上乗せする…‼

　ひしゃげ、砕ける壮そう絶ぜつな禍まが々まがしき異音。

　一打必殺の名に相応しい渾身の強打が、情け容よう赦しゃなしに靴箱の天板を叩き潰した時に放つ断だん末まつ魔まの音だった。

　いずれの攻撃も敵には当たらなかったが、俺の激情は確かにぶち当たったようだった。

　俺が肩で息をし、全身を熱い汗でぬらす頃には、あの、いないけどいる見えない敵は霧む散さんしていた。

　敵の退たい散さんを気配で確認すると、俺は玄関にカギを下ろしチェーンもかける。

　まさか退散と見せかけて、すでに俺の家の中に踏み込んだのでは⁉⁉

　再び攻撃性をむき出しにし、家の中の気配を探る。……だがその気配はなかった。

　撃退に、成功したのだ。

　…はは、ははははは‼　はっははははは‼　やったぞ、やった、撃退したッ‼

　……その途端、全身の力が抜け、大きなため息がこぼれ出た。

　たった今まで制限を加えていた脳内分泌物がぐちゃぐちゃと混ざり合い、恐怖感やら達成感やら不信感やらを混ぜこぜにして、俺に流れ込んできた。

　それらの感情をひとつひとつ相手にせず、疲労感という最強の感情でねじ伏せる。

　この瞬間においても、…俺は冷静だった。

　家中の戸と締じまりを再確認した後、俺は二階の自分の部屋に戻りカーテンを引いた。

　それから直ちょく立りつして、少し頭を後ろへそらし、……雑念を全て消し去り、脳内をさらに冷静に冷却する…。




　今の玄関の出来事は一体何なんだ……。

　確かにいた。

　こうして冷静になれば、実は錯乱状態の自分が見た幻だと思えるんじゃないかと思ったが……やはりそうとは思えない。

　落ち着け前原圭一……。もっともっとクールに……。

　だがいくら冷静に考えても、…さっきの出来事は幻なんかじゃない。

　さっきのは明らかに超ちょう常じょう現象で、間違いなく俺の背後に何かがいた。俺が錯乱したとか混乱したとか幻げん影えいを見たとか、そんなのじゃない‼

　証拠？　ひとつだけある。……俺が「どなたですか？」と聞いたとき、後ろのそいつは答えようとして息を吸った。その「音」ははっきりと俺の耳に聞こえたのだ‼

　あぁ、自分で自分にこうして言い聞かせなきゃ、今の出来事がまるで俺が錯乱したみたいに思えちまう‼　違うんだ、自分でわかってるだろ⁉　いたよ。いたんだよ‼　確かにいたじゃねぇか‼　しかもそれはほんの数秒前の出来事だぞ⁉　それをもう俺自らが疑っちまうのかよ⁉　いたいた、確かにいたんだ‼　そして、俺の攻撃は空を切ったけど、確かにその何ものかを追い払ったんだ‼　…………くそ、くそくそくそ[image: !!!]




　……俺が今おかれている状況は依い然ぜん不透明だ。

　オヤシロさまの祟りという超常現象に取り込まれているか、それを妄信する、あるいは模倣する村人たちに仕組まれているのか。

　いずれにしろ動機は不明。その遠回しなやり口も謎のままだ。

　人間が犯人なら…、…………それはレナたちが犯人であることを認めることになるのだが………。とにかく、解決はまだ容易だ。大石さんたち警察は必ずや敵を検けん挙きょしてくれる。日本の警察は世界一の検挙率なんだ。絶対に全てを暴いて捕らえてくれる！

　だが。

　……もしもオヤシロさまの祟りが実在するとしたら……どうだろう。

　大石さんは祟りなど実在しない、とはっきり明言した。

　あの時はその言葉をとても頼もしく思ったが……、今こうして、人間が犯人でない可能性が浮ふ上じょうしてくると……急に頼りなくなる。さっきのあれは間違いなく人間ではなかった。人間以外の人知を超えた何かだった！

　大石さんに一言、これはオヤシロさまの祟りなんです、と伝えたらどうなる？

　……どういう反応を示すか想像できないが、大石さんとの距離が急激に開くのだけは間違いないだろう。

　ただでさえ味方が少なく、また祟りか否かも断定できない今、そんな行為は何の得にもならない…。

　ついさっき玄関であった「事実」は俺の胸だけにしまった方がいい。…時計の裏に隠してあるメモにも今の出来事は書かない方がいい。

　自分が、実は冷静だと思っているこの状態がすでに錯乱状態で、つい玄関で暴れてしまった……という可能性だって、ほんのわずかに残されているのだから……。

　そうだったらどんなにいいだろう。オヤシロさまの祟りを否定できる。

　だがオヤシロさまの祟りを否定すれば、それはレナたちが犯人であることを認めることになる。

　レナたちが犯人であることを否定すれば、それはオヤシロさまの祟りを認めることになり…。

　両方とも否定すれば……、それは自分が異常であることを認めることになる。

　三つの選びようもない選択肢が三すくみになり、それらはドロドロと渦を描きながら交じり合って、俺の目をぐるぐると回していく…。

　もう一度、俺は直立し、頭を後ろへ軽く反らして頭を冷却した。

　…落ち着け圭一。……起こったことだけが真実なんだ。…それ以上のことを考えるのはやめるんだ……。

　だけど、……考えずにはいられない。

　……実は俺は異常で、今までの出来事が幻だったとしたら…どんなにいいだろう。

　オヤシロさまの祟りは実在しないし、レナたちも相変わらず最高の友人で……。

　いっそ、狂ってしまいたい。

　生まれて初めて、俺はそれを望んだ。





ひとりぼっちの籠城






　階下の電話がけたたましく鳴り出す。

　基本的に俺にかかってくる電話はないから、俺が進んで電話を取ることは少なかった。

　だが今は親は留守だから仕方がない。もそもそと寝床を抜け出し、階下へ降りていく。

「……もしもし、前原です。」

「圭一？　お母さんだけど。」

　…直感的に嫌な予感がした。買い物を頼まれると思ったからだ。だから先に言ってやることにする。

「何？　別に俺、夕食はカップラーメンでもいいよ。まだ買い置きがいっぱいあったでしょ。」

　先日、家族で買出しに行ったときカップラーメンを箱買いしてあるのだ。

　本当はいろんな種類をいっぱい買いたかったが、高いからと断られ、好物のデカカップ豚とん骨こつショウガ味を一ダースだけ買った。

　だが両親はこってり系は苦手らしく手を出さない。なのでたっぷり在庫があるのだ。

「だからさ、買い物に行く必要はないんじゃないの？」

「圭一、買い物のお願いじゃないの。お父さんとお母さんね、お仕事の関係で急きゅう遽きょ、東京に行かなくちゃならなくなったの。」

「えぇッ…⁉　今から⁉」

　それは本当に…唐とう突とつだった。時計を見る。もう真っ暗の時間だった。

「うぅん、もう着いちゃってるの。お昼には出発してたからね。夕方に一度電話したんだけど、圭一、出なかったでしょ？」

　……帰ってきてすぐ布団に飛び込んだ。…俺は電話の音にも気付かなかったのか。

　しかし、東京は雛見沢からでは半はん端ぱな距離じゃない。車で高速をぶっ飛ばしたって六時間。……新しん幹かん線せんならもっと早いだろうが、とにかく、気軽に行けるような距離ではない。

「圭一もお父さんとお母さんの話を聞いてたからわかるかもしれないけど、お父さんのお仕事の契約がね、今ちょっとうまくいってないの。」

　言われてみれば昨夜、両親が仕事の不ふ景けい気きな話をずっとしていたのを思い出す。

「お父さんはそういうのに繊細な人だから、このままだとお仕事にも影響が出ちゃうの。」

　親父は芸術家特有のガラスのアイデンティティ、秋の空のような変わり易い感情の持ち主ぬしだ。……俺が見る分には態度のでかい親父だと思うのだが、お袋が言うにはとても打たれ弱い人なのだそうだ。

「でも…そんなの電話でやり取りすればいいじゃないか！　わざわざ東京に行かなくったって…！」

「圭一、お父さんのお仕事なんだからもうちょっと応援してあげて、ね？　とにかく電話よりも直接会って話した方が早いの。誤解もないし。」

　仕事の話を持ち出されては、息子の俺に何も言えることはない。

「だから帰るのは明日の晩になっちゃうの。圭一、ひとりで大丈夫よね？」

「別に死にゃしないよ。」

「………圭一、死んじゃうなんて軽かる々がるしく言っちゃだめよ。…心配ごとがあったら相談してね。母さん、きっと相談に乗れると思うから。」

　昨夜の俺が急に「俺が死んだら」なんて言い出したから、一応親として心配してくれてるのだろうか。……もっとも、相談したところで解決にならないとわかっているのが悲しかった。

　だけど死ぬ気はない。…少なくとも、何もわからない内には絶対に。

「死なないよ。俺は。…足搔いてでも生き延のびる。」

「そう。…じゃあね。明日の朝、ちゃんと起きるのよ。朝ごはんは食べてね。お風呂と歯は磨みがきも忘れないのよ。」

「へいへい。……そんじゃ。」

　電話はそれで終わった。

　……たまに両親が仕事の打ち合わせで上京することはある。だが何しろ東京は遠いのだ。普通は電話で済ませてしまうはず。

　仮かりに行くとしてもそれは事前に決まっていることで、こんなにも突然のことはない。

　その辺に違和感というか…不自然な感覚がないとも言えなかった。

　とにかく……事実だけを認識するなら。…今夜、この家は俺一人ということだ。

　両親が仕事から帰ってきたら俺がいない、行方不明。蒸発。……過去五年間の一連の、オヤシロさまの祟りを思い返すと、あってもおかしくない。

　そう言えば……そろそろ夜も更ふけてきた。

　明かりが二階の俺の部屋にしか灯ともっていないのはまずいんじゃないだろうか？　敵に両親不在を、チャンスを教えてやってるようなものだ…。

　それに気付くと、自分が今いるこの家が、今や安全地帯ではないかもしれないのに気付き始める…。

　そうなのだ。この家が安全地帯なのは、両親と一緒にいるからという前提があるからだ。…それが崩れれば…、ここはただの袋ふくろ小こう路じと同じじゃないか………。

　まず居間へ走り、明かりとテレビをつける。ボリュームは心持ち大きめに。

　次に親父の書しょ斎さいに走り、同じように明かりと音楽をつける。

　これで、外からは両親が在宅しているように見えるはずだ。もう一度、家中を見回り、戸締りと隙がないかを確認する…。

　……ベランダを見た時、洗濯物が出っ放しになっているのを見つけ青ざめた。これじゃバレバレだ！　早く取り込まないと…‼　乱雑に洗濯物を取り込み、お袋が不在である証拠を消す。

　もう大丈夫だろうか…。………あ！　ガレージだ‼　両親は車で東京へは行かないが、興宮の駅までは車で行くだろう。

　ガレージのシャッターが開けっ放しで車がないことが見え見えなのは…まずい‼

　慌あわてて表へ駆け出し、普段は閉めることのないガレージのシャッターを下ろす。

　これで大丈夫…、あ、あとは新聞受けだ‼　新聞はいつもお袋が持ってきてる。昼に出発したということは…夕刊が入りっ放しだ‼

　予感的中。新聞受けの中身を洗いざらい取り出し、玄関にぶちまけた。

　……これで……今度こそ大丈夫なはず…。

　そう言えば…さっき暴れて壊してしまった靴箱だが…このままはまずいだろうな。

　滑って転んで、持っていたバットで叩いてしまった…なんてことにしておくか…？

　にしても、このままで放置というのはまずい。…お袋に怒られる前に少しは片付けておいた方がいいだろう…。

　納なん戸どにほうきとちりとりがあったのを思い出し、取りに行こうとしたところ、家の奥で再び電話が鳴った。

「もしもし、前原です。」

「あら、圭一くん？　お母さまはいらっしゃいますかしら。」

「あ、あの、今ちょっといないんですけど…、」

　馬鹿か前原圭一‼　親の不在をわざわざ暴ばく露ろするな…‼　まだフォローできる、落ち着いて対たい処しょするんだ…！

「あ、でも、すぐに戻ると思います…‼」

　この切り返しも良くない…！　これじゃあ、また電話しますとか、戻ったらお電話を下さるようお願いしますとか、そんな風に続けられてしまう…‼

「なら結構です。大した話でもありませんから…。では、失礼しますわね。」

　俺が恐れるような形にはならず、ほっとする。不幸中の幸いだった。

　今の人は誰だろう。雰囲気からすればお袋の友達か何かだろうか。……だがもし、…ここに両親がいなくて、俺がひとりで留守番をしていることを知る何者かが、それをさらに確かめるために電話してきたのかもしれないじゃないか…。

　今の電話は多分、雰囲気的にそうではないだろうが……、…いや、そんなの決め付けられない！　今の俺は、誰が敵かもわかってない状態なんだぞ⁉　下手をすれば、村が丸ごと俺を狙っていることだってありえるのに…‼

　……とにかく、今夜かかってくる両親への電話の対応もうまくやる必要がある。

　今の電話はこれで済んだが……こんな甘いアドリブでは通用するはずもない。今のうちに、両親は在宅しているけど電話には出られないという、上手な噓を考えておく必要があるだろう。

　天ぷらを揚あげているので手が離せない。…ダメだな。病気で具合が悪く寝込んでいる。……無ぶ難なんか？

　考えながら、部屋へ戻ろうとした時、電話がまたしても鳴り響いた。

　それはまるで、俺がこれからつこうとする噓を知っていてかけてきているかのようだった…。

　本当は電話に出たくない。…だが出なければならない。不在を疑われる。

　……受話器が外れているのに気付かなかった…ということにして受話器を外しておけば良かった…。

　だが、今鳴り響いているこの電話だけは出なければならない。

　覚悟を決め、受話器を取る………。

「も、もしもし……。」

　前原と名乗るのもやめにする。素す性じょうの知れない相手に親切にする必要はない…。

　だが、俺の無ぶ愛あい想そうな声に釣り合わないくらい、電話の相手はマヌケに陽気な声だった。

「どうも夜分遅くに申し訳ありません。私、興宮書房の大石と申しますが、」

「お、大石さんですか⁉」

「前原さんですか？　こんばんは。お元気そうで何よりです。」

「ちょ、ちょっと待ってくださいね！」

　俺は子機に持ち替えると二階の自室へ駆け戻った。家族が誰もいない以上、どこで話しても同じなのだが……大石さんとの電話は少しでも安心なところでしたかった。





興宮書房より再び






「お、お待たせしました。」

「いかがですか、その後お変わりは。」

　その後、っていつからのその後だよ。……何となく白々しい言い方に少しかちんと来たのは間違いなかった。…とにかく、色々なことがありすぎてぐちゃぐちゃで、何から話したらいいのかそれすらも整理がつかない。

　大石さんと最後に話したのは……一昨日おとといか。学校を休んだ日、病院の帰り道に大石さんと出会って…昼食を取りに街へ行って、話をして…。

　…そしてその後、お見舞いに来たレナと魅音に詰きつ問もんされた。

　大石さんと話をすると…必ず看かん破ぱされている。それは初めて会った時からそうだったのかもしれない。なら、……今日のこの電話もまた、彼女らに筒抜けなのだろうか…。

「もしもし…？　聞こえてますか前原さん？」

「え？　あ、すみません…。その…何て言いました？」

「その後、何か変わったことはありませんか、とお尋ねしたんです。…お返事がないんで焦りましたよ？」

「え、と………特には…、」

　そう言いかけて口をつぐむ。

　変わったことは山ほどあった。どれも不可解なことばかりだった。

　何て言って話せばいいか…、わからないようなことばかりだが…聞いてみよう。今、聞かなければもうチャンスはないかもしれないのだ。

　……両親不在という今夜を、…無事に越えられる保証などないのだから。

「その、大石さん、…やっぱり俺、……命を狙われているみたいです。」

「それは本当ですか⁉」

「……偶然の可能性もあるんですが…先日、俺が病気で休んだ日、夕方にあの二人がお見舞いに来たんです。」

「あの二人とは？」

「レナと魅音です。…そしてそこで、大石さんと一緒に昼飯を食ったことを質ただされました。」

「…ふむふむ…。…………それで？」

「お見舞いってことでおはぎを置いていったんですが、……その中に針が入ってたんです。…偶然、飲み込まずに済みましたが……。これってやっぱり脅迫でしょうか…。」

「なんと…！　それで、その針は⁉」

「…えっと、よく見かけるような、普通の裁縫針のようでした。糸を通す穴が開いていて…。」

「違いますよ前原さん、針です！　証拠になります。脅迫だと立証できるかもしれません。その針はありますか？」

「……そ、そうか…そうだったッ‼」

　俺は受話器を放り出し、階下へ駆け出していく！

　あのおはぎを投げつけた時、恐怖心でつい目を逸らしてしまったが…あの針は重要な証拠になったのだ！

　確か…針はおはぎと一緒に壁に投げつけた。あるとすれば…やはり居間のあの壁！

　だが、居間の壁は几帳面なお袋によって綺麗に掃除され、おはぎを投げつけた痕こん跡せきは完璧になくなっていた。

　壁と絨じゅう毯たんの隙間とかに落ちてないだろうか⁉　乱暴に手の平で撫でて探すが手応えはない。

　試しに机やソファーをどかし、絨毯を引っ張り出し、ばっさばっさと叩いてみる。だが針は見つからない…！

　お袋が気付かずにおはぎごと片付けてしまったのだろうか⁉

　せいぜい一昨日のことだ。燃えるゴミの日がいつだかは知らないが、まだ台所のゴミ袋の中に入ってるかもしれない‼

　そのまま台所に駆け込み、ゴミバケツのふたを開け、その中身を広げてみた。

　だが…一目見てこの複雑なゴミの山から針を見つけ出すのは至し難なんであることを知る。文字通り、砂さ漠ばくでビーズを探すような手間になるだろう…。

　そうだ、手で叩いてみよう。ちょっと汚いが、探しているのは針だ。ちくりと手応えがあれば見つけられる！　乱暴な方法かもしれないが手っ取り早い！

　ぐっと息を止めてから、俺はゴミバケツの中身を台所に撒き散らした。

　そして、そこに四つん這いになりながら、両手でゴミの山をベタンベタンと叩く！

　汚物が飛び散り、汚きたならしいことこの上ないが、今はそんなことを言ってる場合じゃないんだ‼

　……だが、しばらく繰り返しても手応えはなかった。

　もっと丹たん念ねんに調べたいが…今はまだ電話中だ。大石さんをあまり待たせるのも良くない…。

　後でお袋が帰ってきたら、針がなかったか聞かなければならないだろう。

　冷蔵庫に磁じ石しゃくで貼り付けてある覚おぼえ書がきメモに赤ペンで乱暴に、〝針がなかった？〟と書きなぐっておく。

　それから、待たせすぎた大石さんの電話に戻るべく、階段を駆け上がった。

「もしもし？　どうでしたか？」

「……見つかりません…。あの時はつい気が動転していて……。」

「…そうですか。見つかればでいいんです。保管しておいて下さいね。」

　そうだ、針の件だけじゃない。今朝の車の轢き逃げの件も話しておこう。

「あ、あと大石さん、それだけじゃないんです。…実は今朝、」

　……あの車は絶対に俺を狙った。数々の状況証拠からそうだと断定できる。

「その車のナンバープレートは見ましたか？　こちらでも探してみます。」

「ぅ、……あ、……く…‼　あの時は怒りにまかせて怒鳴りつけただけで…ナンバーは見ませんでした…。」

　針にせよナンバーにせよ何たる失しっ態たい‼　俺は自分の身を守ることばかりに執しゅう心しんして、肝かん心じんなことを見落していた…！　悔しさと不甲斐なさで、俺は枕を殴りつける。

「す、すみません……白いワゴン車ってこと以上は…わかりません…。」

「仕方ないことですよ前原さん。轢かれかければ気も動転します。」

「…やっぱりこれらって…偶然じゃないですよね。」

「………………………………。」

　大石さんは電話の向こうで唸うなり始めた。腕組みをしている様子が目に浮かぶ…。

「あと……レナの様子もやっぱり怪しいです。」

「…ほぅ。…それはどんな感じですか？」

　今日の帰り、レナは俺に言った。……どうしてそんなにも悟史くんと同じなの？　と。

　今ならはっきりと断言できる。レナは悟史がどうなったかを知っている。…ただ単に失踪した…という以上のことを知っている。

「…レナは……知っています。…去年の鬼隠しにあった悟史のことを…何か知っています。」

「それは具体的にどういうことですか…？」

「……レナが言うには…俺は悟史とそっくりらしいんです。このまま行くと…俺も悟史と同じ運命を辿たどる、と………そんな感じのことを言うんです。」

「運命、ですか。…具体的にどんな運命を辿るか言げん及きゅうしましたか？」

「…えっと……〝転校〟…と。」

「転校？」

「レナは、悟史は〝転校〟したって言ってるんです。…で、俺もこのままだと〝転校〟しちゃうぞ、って…。」

　大石さんが一際厳いかついため息をつき、大きく唸った。

「……………前原さん、それはおそらく…何かの脅迫…もしくは警告ですねぇ。」

「俺もそう思ってます…。」

　ここで俺は…、もうひとつ思い出す。

　今まで起こってきた出来事を人間の犯人の仕業と決めつけていいのかどうかだ。

　レナたちが犯人であるという説の他に、オヤシロさまの祟りが実在する、という説も残されているのだ……。あの玄関での奇怪な出来事が、錯乱する俺が見た幻覚でないなら………。

　だが、そんなことは大石さんに話せない。…話せば、大石さんは俺のことを頭がどうにかなってしまったのかと思うだろう。…もう二度と相談になど乗ってはくれまい…。

　だが…レナが怪しいというのはどちらの説でも共通している。

　オヤシロさまの祟りが実在するにせよ、村ぐるみの何らかの犯罪にせよ。…レナは関わっているのだ。

　…レナは何を知っているんだろう。レナは怪しい。レナは何者？　過去の連続怪死事件との関わりだけは疑いようもない…！

　大石さんは確か、レナのことを少し調べた…と言っていた。

　少し、と言ったのは多分、大石さんの遠回しな言い方だろう。…つまり、実際にはかなり深く調べてるんじゃないだろうか。

　……レナのことを聞きたい。前の学校でのことや…俺の知らないことを知りたい。

　レナが…疑わしき人間なのかどうか、…いや…そんなことじゃない。

　……俺は真実が知りたいのだ。

　今夜、この広い家に俺ひとり。……頼りにならないとはいえ、在宅している限り安全を保証してくれると思っていた両親がいない。

　別にこの家は砦でもお城でもないのだ。…悪意ある人間が、強きょう硬こう的手段に訴えれば、たやすく侵しん入にゅうを許すだろう。

　前原家の周りには民家はない。どんな物音がしたって、誰にも聞こえない。

　親父が芸術家気取りで、こんな辺へん鄙ぴなところに家を建てたことを今ほど恨うらむことはなかった。

　……はたして明日の朝、…俺はまだここにいるのだろうか……。

　だから聞こう。今聞こう。次に聞けるチャンスが、訪れるかどうかもわからないから。

「あの、…大石さん、聞きたいことがあるんです。……隠さないで下さいね。」

「えぇ。何でも聞いてください。」

　電話の向こうというこの上ないくらい遠くにいながら、これほど頼もしく感じることはなかった。

　聞こう。レナのことを聞こう。…前の学校で何があったのか…！

「実は、……レナの、」

　………うん？

　その音はさっきから聞こえていた。




　電話に夢中で、初めは気のせいだと思っていたが、……それはやがてチャイムだと気付く。

　時間は…七時を過ぎている。郵便屋が来るような時間じゃないし、ご近所が訪ねてくるような時間でもない。

　居留守を決め込もうかと思ったが、それはまずい。せっかくの家族在宅の演出が台無しになってしまう。出なければならないのだ。

「……もしもし？　前原さん？」

「あ、すみません、誰か来たみたいですので、ちょっと玄関に行ってきます。」

「お客さんですか、すみませんすみません。今夜のお電話はこれくらいにしましょうか？」

　それは困る！　本当に聞きたいことはこれからなのに…！

「あ、いえ、すぐ戻りますから！　電話はこのままでいいですか⁉」

「…はいはい。構いませんよ。」

　受話器を布団の上に投げ出し、玄関へ走っていく。うまいこと言いくるめて、追っ払ってしまわないと。

　何となく、大石さんの電話の直前にかかってきた電話の女性のような気がした。…ならお袋の友達かご近所さんだろう。

　お袋は具合が悪いと言って今日は早めに寝てしまいました…。…こんな言い訳が無難か。まさか具合が悪くて早寝したのを起こせとは普通言うまい。

　相変わらず、さっきから等とう間かん隔かくでチャイムが鳴り続けている。

　…これだけ鳴らしても出ないなら、普通は諦めて帰らないだろうか…？

　チェーンを外さないまま、そうっと隙間を開け…来客の様子をうかがう。

　………背筋にぞわりと悪寒が走り抜ける。

　わかってる。…心のどこかで覚悟してた。……お袋の友人だろうと、一番無難な想像をして〝逃げていた〟。

「…こんばんは。」

「レ、……レナ………。」





豚骨ショウガ味






　こんな時間にレナが来る様な用事はないはずだった。

　そして何より、タイミングが気持ち悪かった。…大石さんに、今まさにレナのことを聞こうとした矢先だったからだ。単なる偶然と片付けたい…。

　だが、この玄関で先日、魅音に言われたあの薄気味悪い言葉が蘇る…。

〝………さぁてね。…おじさんにわからないことはないからね…。〟

「レ、…レナひとり…？」

「……うん。」

　魅音は一緒ではないようだった。……だからといって何も事態は変わらない。

「な、何しに来たんだよ…。」

「………ねぇ圭一くん、ちゃんとドアを開けてお話ししたいな…。レナは玄関に入っちゃ、だめなのかな？　…かな？」

　確かに、チェーン越しのやり取りはクラスメートへの対応ではない。……だが……、このチェーンがある限り、俺の安全はぎりぎり保証されているのだ…。

「うち、夜は必ずチェーンかけてるんだよ。気にすんなよ。」

「……………………なら、…仕方ないかな。」

　レナはとても悲しそうにうつむく。それでも、それを隠して笑顔を保たもとうとする努力が痛々しかった。

　…だが、痛む胸を搔きむしりながらも、警戒は解かない。こうしている限り、心は痛んでも命だけは脅おびやかされないのだから。

　俺が真に恐れるのは…単にこのチェーンを外して、暴ぼう漢かんたちに踏み込まれ襲われることよりも、………信用してチェーンを外したレナに…襲われ、友情を裏切られることだった。

　こうしてチェーンを外さない限り、心は痛んでも、…レナに裏切られずに済む。

　無言で責めても俺にチェーンを外す様子がないので、レナは玄関への侵入を諦めたようだった。

「……あのさ、圭一くん、…ご飯食べた？」

　いや、食べていない。お袋がいないから待っていても夕飯は出ない。

　帰ってきてから横になり、電話で起こされ、ずーっと話をしていたのだから、食べる余裕なんてなかった。

　…どうせカップラーメンだ。食いたければいつでも食える。お湯を沸わかしてすぐさ…。

「…いや、…まだだよ。それがどうしたよ。」

「あ、あははは、じゃあ良かった☆　これ見て。お惣そう菜ざいとか持ってきてあげたの。」

　レナはそう言って、風ふ呂ろ敷しきで包んだ重じゅう箱ばこを差し出してみせた。

「ね、お台所とか貸してくれればお味噌汁も温めてあげられるよ☆」

「いいよ、そこまでしてくれなくても…。」

「でもでも、お豆腐もお野菜もたっぷりなの！　圭一くん、そういうの嫌いかな？　…かな？」

　嫌いなわけない。俺は具ぐ沢だく山さんな味噌汁は大好きだ。大根、にんじん、ごぼうにジャガイモ、パワフルな食感とボリューム……あぁ…その味噌汁、最高だよ…。

「ご飯も持ってきてあげたから、レンジで温めればすぐ食べられるし。」

　もちろん、味噌汁にご飯は欠かせない。ご飯をばくばくと喉にかきこみ、合間に味噌汁をすする…。あぁ、よくぞ日本人に生まれけり…‼

「それからね、またお漬つけ物ものを作ってきたんだよ☆　今度は山菜のお漬物なの！」

　雛見沢に引っ越してくるまで、俺は山菜という山の幸を侮っていた。だが…一度食しょくしてその魅力の虜とりこになったのだ！　淡白な中にも深い味わい。これに比べたら、俗に言うスーパーの野菜などは大味でダメだ！　あんなものは言ってみれば野菜初心者向け。俺くらいのエキスパートになって初めてわかるのが山菜というものなのだ。

　さらに竜宮家直じき伝でんの漬物が素晴らしくうまいのは周知の事実！　……あぁどんな漬物だよ…。さぞかしふかふかの白米によく合うことだろう…‼

「…それからね、それからね！」

　あぁ、まだ続くのかよ…‼　うまそうだ、実にうまそうだ‼　カップラーメンでいいやなどと言っていた不健康な自分よさらば！

　レナはとても上機嫌な様子で、実にうまそうな夕飯を提案してくれた。…おなかが一気に緊張感をなくし、空腹を訴え始める…。それと同時にレナに対して持っていた警戒心も急に薄れていった…。

　レナひとりだと言ってるし……入れてやってもいいんじゃないだろうか…。

　毒でも盛もられるかもしれない…という疑念は確かに晴れないのだが……。

　でも、このレナはレナだ。…あの、レナに似たレナじゃない誰かじゃないはず………。

　…………その時、俺の背中に再び、ぞわりとした悪寒が走った。




　この瞬間の俺はなぜそのような感情が走ったのか理解できなかった。

　だが…心の中のもうひとりの俺が、ガンガンと警鐘を鳴らす。

　……レナの楽しそうな、魅力的な夕飯の話は……あるひとつの前ぜん提ていに基もとづいていたからだ。

　それは………うちに今夜の夕飯がない、…つまり、作ってくれるお袋が不在である、という前提に基づいている。

　普通の家なら七時頃は夕飯の最さい中ちゅうだ。うちだってお袋がいればそのくらいの時間には夕飯にしている。

　その時間帯に、夕食を持って訪れるということ自体がすでに異常なのだ。

　……知っている。

　レナは…………両親が不在であることを………知っている？

　だが…はったりの可能性だってある。…両親が居るよう、部屋の明かり等でいろいろ偽ぎ装そうしたのだ。……レナ自身、両親が不在だという確証を持っていない可能性だってある…。

　……でも…どうだろう…。洗濯物やガレージ、夕刊。…慌てて始し末まつした痕跡は多い。……レナには両親の不在を疑えるチャンスがなかったとは言い難い…。

　だが…こちらからわざわざそれを白状することはないはずだ…。

　ぎりぎりまで粘ねばってみよう…。第一、チェーンをかけているんだ。これを外さない限り、レナは俺に何をすることもできないのだ…。

「あ、……ありがたいんだけどさ…、もう少しで夕飯が出来るみたいなんだよ。」

「え…？　…そうなのかな、かな？」

「……せっかくで申し訳ないんだけどさ……その…、」

　上手に断る言葉が思いつかず、語ご尾びが弱々しくなってしまう…。……俺は元がん来らい、噓をつくのは下手な部類に入るのだろう。

「でも……ちょっとはおかずになると思うかな、かな。」

「悪いけど…間に合ってるよ。…うちのお袋ってさ、結構おかずをいっぱい作るんだよ。だから…、」

「え…？　おかず、あるの？」

　苦笑いしながら申し訳なさそうにレナをのらりくらりとかわす…。

　だが…無視することで忘れようとしている感覚が……背筋をじわりじわりと昇ってくる。

　……レナを、騙せていない。

　俺はお袋が夕飯を今まさに並べてくれているように話しているのだが……レナと話が嚙かみ合わないのだ。

　レナは……ある当たり前な前提を元に話をしている。そしてそれは…俺も当然自覚していることを前提にしている。

「圭一くんもおかずとか作れるんだね。…何を作ったのかな？」

「…い。いやその……別に俺が………。」

　レナは、そのおかずは俺が作ったものと最初から決め付けてかかる。

　いや……俺が作った、というより、お袋は晩飯を作ってなどいない、と断言しているのだ。

「……本当に作ったの？　おかず。…圭一くんが？」

「だ、だから…俺が作ったんじゃないよ。…お袋が作った…いや、作ってるんだよ。今！」

「…………………………………。」

「だからさ……悪いけど、レナの持ってきてくれたのは食べられないんだよ…。」

　そこでレナは口を閉ざす。

　……その時、瞳にすっ、と影が降りたような気がした。そのわずかな変化に、…俺は気付いてしまう。ぞわりと背中の毛が逆立つのが自分でわかった。

　固かたい唾つばを吞み込んだ時、レナはとても静かに言った。

「………圭一くんのお夕飯、当ててみようか。」

「な、……なんだって…いいじゃないか…。」

「………いいから。……当てるね？　うーんと…………。」

　会話は一見自然だが、主導権がすでにレナに移っている。……しかも心なしか、俺が詰問されているかのような流れだ。

「…そのお夕飯、…お湯だけで作れるんじゃないかな…？」

「お、おいおい侮るなよ⁉　うちのお袋のスペシャルなディナーを見くびるなってんだ…‼　そりゃあもー満まん漢かん全ぜん席せき状態で……すごいのなんの…、」

　精一杯強がるが、奥歯が上手に嚙み合わない。…かえって狼狽しているかのような印象を与えている…。くそくそくそ……！

　だがレナは、そんな茶ちゃ化かしにも何の反応も示さなかった。

「……もう一度聞くよ？　……圭一くん、本当にお母さん、ご飯作ってってくれたの…？」

「いやだから…、くれたんじゃなくて、…今作ってるんだよ！　もうすぐ晩飯に…！」

　レナはお袋が在宅していて今、晩飯を作ってくれている…という俺の前提をことごとく無視する。俺が焦れば焦るほど…レナが冷めていくのがわかる。

「ね、圭一くん。」

　……その時、扉の隙間からいやに冷え込んだ空気が滲しみ込んできた…。

「お母さん、お家うちにいるのかな？　……………かな？」

　もう…、惚とぼけようもない…。

　レナは。…両親が不在であることに絶対の確信をもって訪れているのだ。

　だが…それを今さら認めることはできない。

　とにかく……両親は在宅していて晩飯はもうすぐ…、そういうことになっているのだ…‼

　だから俺は答える。お袋はいると、答える。

「い、いるよ…、もちろん…！」

　今度は空気までも乾いていくのがわかる。……レナの瞳はますます冷え込み、俺を凍いてついた視線で突き刺す…。

「………どうして？」

「え、なな、何のことかな……？」

　ちょっと茶化した態度のつもりだったが…そんな薄皮の演技は、レナの瞳を見てしまった瞬間に吹き飛ぶ。

　その眼差しは……口を開くよりも早く、俺にレナの返事を教えてくれていた…。

「………どうしてさっきから、…噓をつくのかな？　……かな。」

「…う、……噓なんか………、」

「……噓だよね？」

「…噓なんかじゃ…、」

「噓だよッ！！！！」




　鋭い氷の刃やいばのような言葉が、俺の全身を貫いた…。

　チェーンに守られ、レナとの接点は扉の隙間のわずか十数センチ。……にもかかわらず、俺は追い詰められていた。

　このチェーンを、俺は最後の砦のように思っていたが、そんな頼もしさはもはやない。…この家はすでに安全地帯ではなくなっている。………俺を追い詰め閉じ込める袋小路に成り下がっている……！

「…………圭一くんのお夕飯、当てるよ？　えっとね。」

　レナが今夜、両親が不在であることを知っていることはわかった。

　……だが、ここまで来るとまた変だ…！　両親不在を何らかの方法で知ることができたとしても……、俺が今夜食べようとしているものまでを当てることは絶対にできないはずだ…‼　でもレナは…当てるという。……どうして当てられる⁉　どうして俺がインスタントの、

「カップラーメン。……………………当たりでしょ。」




「………………は、………………ぁぁ………ッ、」

　心臓を握り潰された気がした。唾を自分の意志で飲み込むことすらできない…。

　い、いや、……落ち着け前原圭一…。……家か事じのできない男が作れるメニューなんてどうせカップラーメンだ。…そんなのは統計的に見て一番確率が高いに決まってる。……当てた内には…入らないさ…[image: !!!]　て、適当だ。当て推量が偶然当たっただけだ…！

「………ラーメンだけじゃきっとお腹すくと思うな。ご飯とかも一緒の方がきっと、腹持ちいいと思うよ。」

　落ち着け落ち着け！　落ち着け前原圭一！　…このところ俺はレナをある種、特別視している。…だからちょっとでも看破されると大きくうろたえてしまうのだ。

　だが…別にレナに俺の心が読まれているわけじゃない。もしも本当に読めたら、それは妖よう怪かいだ。…………………妖怪とかじゃなく……あるわけないのだ。そんなことは。

「……………好きなの？」

「な、何がだよ…？」

「うぅん、…＊＊＊＊＊＊＊。」

　レナはまず、俺の返事が角度違いであることを告げた。

　その否定があまりにも短かったので、俺は続くレナの言葉の意味するところがしばらく理解できずにいた。

「……ご、ごめんレナ。……今、なんて？」

「え？　何が？」

「今さ、…………何が好き？　って聞いたんだよ？」

　数瞬後、俺はあまりに無防備に先を促したことを後悔する。

　あまりに呆あっ気けない回答だからこそ、……俺はその意味するところが理解できずにいたのだ。

「……好きなの？　…豚骨ショウガ味。」




　それは、…我が家に唯一あるカップラーメンの種類で、……それを俺はレナに話したことなど一度もない…‼

　頭の中の真っ白な空白が回復するまで、俺はどんな様子だっただろう。視界がぐにゃりと歪みながら…ゆっくりと反時計方向に渦を巻き…平衡感覚を混乱させる…。

「んなッ、なんでそこまでわかるんだよッ？！！」

　もう俺は否定しなかった。これは一種の逆上だ。……どうしてレナは…こんなことまでわかるんだッ⁉

　俺は扉に顔面を打ち付けるのも気にせず、レナに食ってかかる。…だがレナはそんな俺の様子にもまったく臆おくさなかった。

「確かに買った。まとめて買った。俺が箱買いしたさ！　それがどうしてわかるんだッ⁉　ええぇッ⁉」

「……なんでかなぁ？　不思議だね。だね？　うふふうふふふふふ…！」

　この期に及んでなぜはぐらかす⁉　今や扉のチェーンは俺だけを守るものではなくなっていた。

「どうしてわかる⁉　なぜ知ってる⁉　答えろッ！！！！」

「……買ったのはセブンスマート。…だよね？」

　背中をぞっとするものが込み上げる…‼　それまでも看破されているというのだ…！　それを俺はうわべだけの怒りで誤魔化す。

「だから……なんでわかるんだよ⁉⁉」

「……圭一くんの後ろ、ずっとくっついてたから。」

「な、…何を言ってんだよ…⁉」

　くっつくという言葉の意味がわからない。

「だから。……レナが。圭一くんの。後ろに。………ずっとくっついてたの。…うふふふ。」

　あの晩のように…？　俺が大石さんとの電話に夢中だった時、その気配も感じさせず……ずっと扉の向こう、俺の背後で…立ち尽くしていたように…⁉⁉

「圭一くんがいろんなラーメン選んでるとこ、後ろからずっと見てたの。いろんな種類を選んでたんだよね。それでお母さんに怒られたの。高いラーメンばっかり選ぶから一種類にしなさいって。それで圭一くん、大好きな大きいカップの豚骨ショウガ味を選んだんだよね☆　レナも好きだよ。豚骨ラーメン。でも、大きいカップは全部食べきれないけどね。………うふふふ、……うふふふふふふふふふふふ…！」

　脳みそがひりひりと痺れ、感覚を鈍らせていく。

　それは…恐怖を薄れさせ精神を守ろうという防衛本能なのかもしれない。恐怖を含めた一切の感情が薄れ、レナが今何を言っているのか。そして…それが何を意味するのかを…脳内から雲うん散さん霧む消しょうさせていく……。

　だからといって恐怖心が消えるわけではない。…それは言ってみれば…崖がけっぷちで、下を見ずに目をつぶっているだけのような、何の根本解決にもならない、そんな感じだ。

　よろりと、後ろに一歩下がる。……その下がった分、レナは入り込む。

「……………だから圭一くん。…………ここを開けて？　レナと一緒にご飯食べよ☆　きっとおいしいから、……………ね…？」

　レナの白すぎる細すぎる指が何本も、一本一本が生きているかのように、扉の隙間からするすると入り込み、チェーンをかちゃかちゃと言わせる…。

　いっそチェーンを引き千ち切ぎってくれれば、俺も恐怖という感情を素直に爆発させられたのかもしれない。…だがレナはそうしない。あくまでも俺に、チェーンを開けさせようとするのだ。

　俺の感情の中の…しけった火薬に必死になってライターで火をつける。何度も試す。かちゃかちゃと！　…だがつかない。…つかない…！

「…………開けて？　…………圭一くん…？」

「か……帰ってくれ…。……頼むから……帰ってくれ…‼」

「…………どうしてそんな意い地じ悪わるを言うのかな…？　……かな？」

「帰ってくれ‼　帰れよぉッ[image: !!!]　帰れぇえぇええぇッ！！！！」

　俺の中の火薬にようやく火がつく。それはくすぶらず、一気に爆発した。

　扉に体当たりする。レナは扉越しの衝撃に少し体勢を崩したようだった。ここで躊躇してはならない…‼

　ドアノブを両手で摑み、両足で踏ん張って一気に引っ張る‼　だがバタンという軽快な音はしなかった。ぎりぎりと嫌な手応えが伝わり、扉が閉じることを拒こばむのだ。

　それは…レナの指だった。

　一本一本が蠢うごめきながら、まるで食虫植物とかの触しょく手しゅのように扉の狭はざ間まで揺らめく…！　俺が扉を閉め切ってこの場を逃げ出そうとするのに食いついてくるかのように…！

「…………痛い……痛いよ圭一くん…………痛い………ぅ、」

　それは悲鳴のような激しいものでなく、かみ殺したような、静かな呻うめきだった。

「帰れ……帰れ……帰れ……ッ[image: !!!]」

　俺はいよいよきつく扉を引き絞る…‼　一度扉を緩めなければレナの指が抜けない、だから閉められない、なんてことは思いつかなかった。いやむしろ、扉で指を無理やり千切ってやるくらいの気持ちだった。

「………本当に痛いの圭一くん。………悪ふざけが過ぎたなら謝るよ……ぅぅ……。」

　謝罪の言葉なんかどうでもよかった。レナがいくら謝罪したって、レナがしてきたことは何も変わらない。…何も変わらない！　レナがどういう存在であるかは変わらない！　帰ってくれ、帰ってくれぇえええええぇ‼

「……痛いの……痛いの……、ごめんなさい……ごめんなさい…ごめんなさい…。」

「帰れ帰れ‼　帰れぇええぇえぇええッ！！！！」

　レナが帰りたくても帰れないのは、俺がレナの指を挟んでいるからなのに…。レナの白い指先は真っ赤になり、もはや蠢きもしなかった。

「ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい…、」

「帰れ、帰れ、帰れ…[image: !!!]」

「ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい、」

　レナの謝罪は、時に苦痛に歪みながら……壊れたテープレコーダーのように…それだけをただひたすらと繰り返した…。

　帰れ帰れ帰れ…やめろやめろやめろ[image: !!!]　俺はさらに強く扉を引き絞る[image: !!!]

　やがて、何かの拍子に一気にレナの指が扉の枷かせから外れた。その途端、扉は威勢良く閉まり、その向こうでレナがしりもちをついた音がした。

　間髪容れずに俺はカギをかける。それは大きなガチャリという音を立て、レナに拒きょ絶ぜつを宣告した。

「ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい、……圭一くん、ごめんなさい…、ここを開けて……圭一くん……。」

　レナは扉にしな垂だれかかって、ただひたすら謝罪の言葉を繰り返していた。

　俺はレナと自分の空間を完全に遮しゃ断だんできたことをゆっくりと確認しながら…そろりそろりと……扉から後あと退ずさる。

　扉の向こうから、レナの謝罪の言葉が、…ごめんなさい、ごめんなさい、という哀れな言葉が…、俺の許しを得られるまで永遠に繰り返されていた。

　気の毒に思ったりはしなかった。だが、冷酷な感情でそう思ったのではない。……ただ、レナから逃れることが出来たという、灰色の安堵感だけだった。

　以前、俺はこの玄関で魅音に、知らないことは何もない…と脅された。

　そして今再び同じ場所で、レナにもそれを教えられた。

　…俺のささやかな両親不在の偽装は初めから何の役にも立たなかった。…ならばいっそ居留守を決め込み、玄関を開けない方がましだった！

　俺のささやかな策略なんて…何の役にも立たない。ここ雛見沢で……ヤツらを出し抜くなんて……できやしないのだ……[image: !!!]

　俺は扉越しとは言え、少しでもレナから離れたかった。

　一歩、一歩、離れる度にすすり泣くようなレナの謝罪が遠ざかる…。

　一気に階段を駆け上がり、部屋に飛び込む。…さすがにもう、レナの無限に繰り返される謝罪は聞こえなかった。

　布団に飛び込み、ごりっとした手応えにぎょっとする…。布団の中に…何かあるッ⁉⁉




　……受話器だった。

　ようやく思い出す。…大石さんとの電話中だったことを。

　時計を見ると、玄関へ降りてから全然時間が経っていないことがわかる。…俺の時計、電池が切れ掛かっているんじゃ…⁇　あれだけレナと話をして…これしか時間が経ってないわけがない…‼　だが時計の秒針は、さも当たり前なように、俺が一秒と思う時間を一秒ずつ刻みながら、…動き続けていた。

　まだ、自分の温ぬくもりがちょっと残った受話器を耳に当てなおすと、…凍っていた時間が…ゆっくり解け出す。

「…もしもし、…大石さん？　お待たせしてすみませんでした。」

「いえいえ。大してお待ちしていませんよ。」

　大石さんと俺とで、時間の経ち方が異なるのは明白だ。

　電話の向こうから漏れ聞こえる、スポーツ番組か何かの賑やかな声が、大石さんと俺のいる場所の遠さを教えてくれた…。

「…い、今、レナが来ました。」

「こんな時間にですか？」

「…………………………。」

　大石さんに今の状況を的てき確かくに説明できる自信はなかった。

　だが今の俺に必要なのはそれを説明することでなく、レナのことだ。

　そう、レナの訪問によって話が中断されてしまったが、……俺は大石さんにレナのことを聞こうとしていたのだ。

　何が真実で何が偽りなのか……何もわからない。ひとつわかるのは、レナは怪しい、というたったひとつの厳げん然ぜんたる事実だ。

　レナの正体を大石さんに聞くことで、何かわかることがあるかもしれない。

　………これまで俺は、知らなくていいことを無理に聞き、何度も後悔してきた。

　だが、もうその意味では底の底まで落ちてきたと言っていい。これ以上の後悔などあるわけもない。

　いや……むしろ、これ以上があるなら今はそれを全て知りたい！

　今や俺は、明日どころか今夜、何があってもおかしくない、そんな状況だ。

　俺が知ることのできる全てを知りたい。知れる内に全て知りたい！　……絶対にこのままでは死ねないのだ。…こんな、何もわからないうちには絶対に…！

「…竜宮レナさんのことですか？　調べましたよ。…えぇまぁ…簡単には。」

　大石さんの言い回しはわかっている。…〝簡単には〟は、友人であるあなたには話し難にくいくらい調べた、という意味だ。

「その簡単な全てを知りたいんです。」

「……あなたが聞いて面白いような話はありませんよ？」

「大石さん。」

　俺は努めて冷静な声で、はぐらかし続ける大石さんに告げる。そして……断じた。

「竜宮レナは怪しいと思っています。過去の事件がたとえオヤシロさまの祟りによるものだったにせよ、…竜宮レナは関わっています。それは断言できます。絶対です！」

「レナさんが怪しいと思える、具体的な証拠があるのですか？」

　大石さんの口調がぐっとシビアになる。…証拠はあるのか。それは刑事としての言葉だった。

「状況証拠だけです。ですが間違いありません‼」

「………そうですか。」

　大石さんの落らく胆たんする様子が受話器越しにわかる。

　釣つり竿ざおに反応があって竿を引いてみたら、俺というエサに何の変化もなかったので……落胆してもう一度竿を振り上げる……そんな感じだった。

「…大石さん。…目に見える証拠がなければ…動けないんですか？」

　言葉の裏には、証拠がなければ俺を助けられないんですか？　というトゲも含めた。

　さすがに遠回しな言い方を好む大石さんは、俺の言いたいことが理解できたようだった。

「大丈夫ですよ前原さん。あなたは私が守ります。」

　…ちっとも頼もしく聞こえなかった。大石さんは俺を利用して捜査しているだけだ。

　俺が殺されたって、その死体は貴重な捜査資料になるくらいにしか思っていまい。

「大石さんの捜査は俺の生死と無関係でしょうが、俺は死ねば終わりなんです！」

　電話先の大石さんは沈黙する。……直情的に言ってしまったが、構わない。…大石さんに、自分がいかに危機的状況にいるか伝わればそれでいい。

「だから、話してください。レナのこと。俺は隠さずにレナが怪しいと話している！　だから大石さんも、レナのことを隠さずに話してください‼」

「…………………………。」

「悟史は〝転校〟しました。…多分、俺もそれほど遠くない将来、レナの言う〝転校〟をするでしょう。…ですが大石さんには俺の死体を見つけることもできないでしょうね。……現に悟史の死体だってまだ見つけられてない‼」

「ま、前原さん、どうか落ち着いて……。」

　大石さんに諭さとされるまでもなく、俺は興奮を抑える…。ここで警察に対する不信をわめいても何の解決にもならない。結局、身を守れるのは自分自身、そして悟史の遺のこした金属バットだけなのだ。

　ならばせめて教えてほしい。レナに転校前、何があったのかを！

「…つまらない話になるのは覚悟の上ですね？」

　俺の決意が揺るがないことを知った大石さんはついに折れる。

「今の俺にとって、つまらない話は何一つありません。…お願いします。」

「………まずいくつかお断りすることがあります。」

「はい。」

「他た言ごん無む用ようでお願いします。また、内容には一部憶測も含まれているかもしれません。……全てが真実ではないかもしれないということです。……よろしいですね？」

「真実ではないかもしれない…？　言ってる意味がよくわかりません。」

「雛見沢の連続怪死事件は捜査本部がありません。毎年の事件は個々に扱われています。ですから竜宮レナが捜査線に浮上したことは一度もないのです。……つまりですね、」

「……レナの調査は警察としてでなく、個人として行なった、ということですか？」

「…ご理解いただけて助かります。…話のほとんどは電話、もしくは会って聞かせてもらったものばかりです。ですからウラが取れていません。鵜う吞のみにしないでほしい、……………ということなんですよ。ご理解いただけますね？」

　大石さんの大人の都合などにいちいち興味はない。それに証拠なんかなくても充分だ。たとえ噂うわさ話ばなしだったとしても、火のないところに煙けむりは立たないのだから。

「……話して下さい。大石さん。」

「わかりました…。」

　大石さんは重い口をようやく開く。




　レナは昔は雛見沢に住んでいたらしい。

　それが小学校に上がる時に遠くの、茨城へ引っ越しした。

　そして……やがて。…雛見沢へ帰ってくる直前。校内のガラスを割ってまわるという凶行に至いたる。

　そしてカウンセリングでレナが告白するのだ。「オヤシロさまが、」と。

　これだけが俺が知る全てだ。

「………私が知る話も前原さんと大きくは変わりません。」

「では、どこを詳しく調べたんですか…？」

　聞くまでもない。…転校直前に引き起こした事件についてだ。

「レナが起こした事件と、…その後の医者での告白、…ですね？」

「………………はい。」

「大石さんはその内容を知っているからこそ、レナたちを疑っているんですね？」

「…………えぇ。疑っています。」

「やはりレナたちが犯人…？」

「あ、いえ………疑うとはそういう意味ではないんです。」

　大石さんは割と自信たっぷりな言い方をする人だが、この言葉だけは非常に頼りなかった。

「じゃあ何を…、疑ってるんですか？」

「……………オヤシロさま、………ですよ。」

「え？」

　オヤシロさまという単語は、神さまの名前だったり祟りのことだったりするが、いずれにしろ非現実的なもののことで、警察という現実的な存在である大石さんが口にするとは非常に違和感があった…。

「いえね？　…………オヤシロさまの祟りって、本当にあるのかな……なんて、まぁ…はっはっは…！　そんな風に思ったこともありましてねぇ。」

　大石さんの笑いは乾いていて、とてもつられて笑い出せるようなものではなかった。

　大石さんは少しずつ話し始めた。悟史の失踪の頃からの不審感。…レナの過去を調べ始めるまでの経けい緯い。

　その時、遠えん雷らいと共に突然強い雨が降り出した。本当に突然、それも叩きつけるような激しい雨だった。

　部屋の熱気を逃がすため、隙間を空けておいた窓から狂った風が躍おどりこみ、カーテンを騒がしくはためかせている。

「どうしました？　うお、こりゃ急にすごい雷かみなりだ。」

「あ、こちらもです…。すみません、どうぞ続けてください…。窓を閉めます。」

　電話を続けながら腰を上げ、窓に手をかける。大石さんは話を続けてくれた。

「初めに事件と申し上げましたが、学校側も被害者も告こく発はつしてないので、正式には事件ではないのです。……で、ですね、この辺りがどうも関係者の皆さん、口が重いんですよ。……被害者のひとりは片目に後こう遺い症しょうを残すぐらい殴られてるのにもかかわらずです。学校側か、もしくは表おもて沙ざ汰たになるのを望まない何者かがいろいろ根回しをしたのかもしれませんね。……またカウンセリングを担当した神経科医も職業倫理に厳げん格かくな方で……。………もしもし？　前原さん？　聞こえてます？」





[image: （挿絵）]





　窓を閉めるため、俺は受話器を耳に当てたまま窓際に立っていた。……そして、外のそれを見ていた。

　門の郵便受けのところにある外灯に、ずっとひとりの人影が立ち尽くしているのが見えた。

　この土ど砂しゃ降ぶりの中、傘もさしていなかった。もちろん全身はずぶ濡れ…。滝たきのような雨に、髪の毛からぼたぼたと水を滴らせているのがここからでもわかる…。

　それは両手をだらりとさせ、ただ、立ち尽くしているという表現が似合っていた。

　片手には……風呂敷で包まれた重箱。そこからも、ぼたぼたと滝のように水滴を零している。…その中身はすっかり雨にやられてしまったに違いない。

　瞳に映るのは……俺の部屋の灯り。……そして、窓を閉めようとカーテンを開け放った俺の、姿。

　口元は…もごもごと…ずっと規則的に動き続けていた。まるで、何か嚙み切りにくいものを口いっぱいに頰張っているかのようだった。

　あいつは……あんなところで…何を食っているんだ…？

　どうしてこのときの俺は……大石さんから明かされている衝撃的な内容よりも…レナの姿に釘付けになってしまったのか…。

　雨さえ降らなければ窓に近付くことはなかった。そうすればレナに気付くことも、レナの〝それ〟に気付くことも…なかったのだ。

　レナの口の動きが、ずっと同じ形で反復している。

　それは食っているのではなく……繰り返しているのだ。

　何て？　しゃべっている？　俺に…？　何て……？

　なぜ俺は…ガラスにびったり貼り付き……それに目を凝こらしてしまうのだろう。

「もしもし？　前原さん？　聞こえてますか？　もしもーし……。」

「ごめんなさい。」

「え？　前原さん？」

「ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい…、」

「もしもし？　前原さん⁉　どうしましたか…⁉」

　レナは……この土砂降りの中、…まだ謝り続けているのだ…………。

　俺の中のもうひとりの自分が、右腕を素早く振り、カーテンで外界を遮った。

　だがそんなことでは、レナの繰り返す謝罪の言葉が俺の耳を離れることはない。窓ガラスとカーテンを抜け、染み込んで、俺の耳にまで届くのだ。この突然の土砂降りの音ですらそれを搔き消せない。布団の中に逃げ込んでも、まだ追ってくるのだ…！

　ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい…、

　許してやったら、それを許してくれるのかよ⁉

　やめてくれ、やめてくれ、やめてくれ、やめてくれ…！

　ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい…、

　くそぉ…‼　何で俺が…許さなくちゃならないんだよ‼　むしろ許してほしいのは俺の方だろ⁉　俺の何が許されないんだよ‼　俺は絶対に殺されないからな‼　俺が許されないなら俺だって許さない。…許さない、許さない、許さない、許さない、許さない、許さない、許さない、許さない…‼

「前原さん？　聞こえてるなら返事をして下さい。…もしもし、もしもーし‼」






セブンスマートにて







　セブンスマートは市内にある酒類食料品の安売量販店だ。

　綺麗なデパートやスーパー等とは違い、外見はバラック小屋の寄せ集めにしか見えないし、店内もお世せ辞じにも綺麗とは言えない。倉庫でそのまま小売も始めたとでも言うようなお店だった。

　でも、そういうところで経費を削けずっているというのがアピールなのか、豊富な食料品や生活用品はどれも格安で、近隣の主婦たちに大好評だった。

　品しな揃ぞろえの中には、怪しげなコピー品、包装が汚れたドロップアウト品もたくさんあり、質の面では少々胡う散さん臭くささもあったが、安くたくさん買いたいという主婦たちにはそれはどうでもいいことのようだった。それに、そこいらのスーパーではちょっと見かけられないこの胡散臭さが、むしろ面白く感じられた。

「なぁに、圭一。こんなにたくさん！　全部違う種類にすることはないでしょ⁉」

　だから、カップラーメンの種類もとにかく豊富。有名どころから聞いたこともない物、果はては日本語すら書かれていない海外の物までとにかく色々あるのだ。だからそれらを片かたっ端ぱしから味わってみようと、色とりどりのカップ麵をどっさりとカートに載せたんだ。

「最近のカップ麵は凝ってて種類も多いんだよ。どれも一通りは食ってみたいし…！」

　半ばわがままだとはわかっていたが、一応はと思っての抗議だった。

「圭一。箱売りしてるのにしなさい。安いから。」

　親父が渋る。まぁこういう展開は読めていたし、親父にダメだと言われたらどうしようもない…。

「それじゃ一種類しか食えないじゃん！　飽きちゃうって！」

　形式だけの抵抗だ。心の中では早々に諦め、どのラーメンの箱を買うか迷っていた。

「決められないならお母さんが決めちゃうわよ。」

　そう急かされても困る…！　手早く目当てのラーメンの箱を探しに行く。そして選んだのがこれだった。

「豚骨ショウガ味、デカカップ？　ねぇ圭一、もう少し普通のにしない？　醬しょう油ゆ味とか塩味とか…。」

「豚骨はうまいんだよ！　大盛りだけど大味ってわけじゃないし…‼　母さんが選ぶとつまんない種類ばかりで面白くないんだよ…！」

　回想の世界の俺が、自らの選択したラーメンの正当性を主張している…。

　この、すでにラミネートでパッキングされてしまった、終わってしまった時間の世界で後ろを振り返るなんてことができるわけがない…。

　だから…俺にできるのは、この時間の俺の視覚と聴覚、気配をさらに鋭えい敏びんにすることだけだった。

　どんなに視界内を探しても……店内にレナの姿は見つけられない。時間を遡さかのぼらせて探す。だがもちろん見つけられない。

　では…俺の視界外、死角から俺をうかがっていた…？　聴覚や気配を遡り、探りなおす。

　他の買い物客の気配。どれも雑ざっ多たで…好き勝手に動いている。じっとうかがう者もいなければ、俺の背後をつけ回す気配もない。

　ない。ないはず。多分ない。いくら無警戒な当時の俺でも…ぴったり後ろをつけられれば絶対に気付くはず。多分という曖昧な表現を使いながら、絶対という矛盾した形容詞を使ってしまうことに苦笑する…。

　その時、ぞくりとして時間の再生を止めた。

　………確かに後ろに影の気配があったからだ。




　それは…例えようもない恐怖だった。

　本当の俺の後ろに現れた気配なら、振り返って確かめることもできる。だが、すでに終わってしまった時間の世界にいる俺には振り返ることはできない…。

　そんな恐ろしい影を背負いながら…俺は嬉き々きとして店内を走り回り、カップ麵の箱探しをしていた…？

　お袋への悪態をつきながら、インスタントのコーナーを駆け回る俺…。

　だが…その背後には常に気配がぴったりと。影のように付きまとっていたのだ。

　それを……確かめようもない今になって自覚することが……これほど恐ろしく、おぞましいものなのか……。

　終わった時間の世界を……俺が嬉々として走り抜けている。

　段ボールを抱えて。パタパタと。……だが、その足音はよく聞きなおすと……ぺたぺたという、俺の足音以外の何かを確かに含んでいた。

　パタパタパタ。ぺたぺたぺた。

　パタパタ。ぺたぺた。

　パタパタパタ。ぺたぺたぺた。

　俺が走るのとまったく同じように、そのぺたぺたというまるで素す足あしのような足音が、俺の後ろをつけていた。

　終わった時間の世界を……俺が嬉々として走り抜けている。

　だがそれは……聞こえていないから。

　いや。聞こえていたからこうして思い出せる。…聞こえていたが気にしなかった。だから振り返らなかった。だから、俺は振り返られない…[image: !!!]

　終わった時間の世界を、俺はぺたぺたと付ける足音にずっと追われている。

　もっと早く走って逃げることもできない。

　終わった時間の俺は、すでに決められた速度でしか走れない。

　振り返ることもできない。

　終わった時間の俺は、一度も後ろなんか振り返らなかったから。

　そして、両親の許もとにたどり着き、会話を始めるのだ。影のような気配を背負ったまま。

　俺が動かないから、影も動かない。だから音がしない。それだけのこと。

　………ぺたり。




　その時、俺は一歩も歩かずに両親と会話をしていたはずだった。

　立ち尽くしたままだった。間違いなく。

　なのに、……ぺた。…と音がした。

　そんなはずはない。俺が三歩駆けたら、三歩追う。それがルールのはずだろ…？

　もうそれ以上は音はしなかった。

　その時、世界中がブツンと停電になった。…突然の真っ暗闇だった。

　もう回想の旅は終わりだ。今日はもう眠い。やめにしたい。誰か明かりを点けてくれ。

　だが体は動かない。…終わった時間の世界に…縫い止められたように。

　ぺた。




　全身の毛が逆立つ。

　こんなバカな…⁉　さっきからルール違反ばかりだ‼　俺は歩いてない！　だからお前も歩いちゃだめなんだ‼　俺は動けない！　だからお前も動けないんだぞ‼　ルールを守れッ[image: !!!]

　ぺた。




　なのにもう一回、その音が暗闇に響き渡った。

　後頭部の髪の毛がチリチリとざわめく。

　髪の毛が触れるか触れないか、というくらいすぐ後ろに、……来ているのだ。

　後ろの気配が動けるのに、どうして俺は動けないんだ⁉⁉

　…すぐに気付いた。俺は動けるのだ。……怖くて振り返れないだけなのだ。

　振り向けるのは今しかない。終わった時間の世界では絶対に許されぬ行為…。だが……今、振り返らなければ……‼

　体中の全ぜん細さい胞ぼうが、許されざる行為を止めようと、毛穴という毛穴に針を突き立てたような痛みで訴え始める…。

　振り向いてやる！　振り向いてやる！　怖くなんかないぞ‼　振り向いてやる！　振り向いてやる！　怖くなんかないぞ！！！！

　声に出せぬ、胸の中での雄お叫たけびだった。

　ぉおぉおぉおおおおおぉおぉおおぉ！！！！

　後ろを振り向いた。……そこには、………初めそれの意味はわからなかった。

「………え、………………え？」

　これって……………え？




　自分の目の前の状況を、まるで人の口がリンゴをかじって汁を啜すすりその味を理解して初めてリンゴであることを知るように………脳がリンゴを食べ始める。しゃりしゃりと咀そ嚼しゃくし始める…。汁を啜り………リンゴであることを知る。目の前の光景を、……理解する。

　つまり……俺の目の前のそれは、




　ぎゃああああぁあぁあぁああああぁあぁああぁああぁあああぁあぁぁぁ………








６月25日（土）













　一いっ睡すいもしなかった、というのは噓になるのだろうか…。

　一ひと晩ばん中じゅう起きていたつもりだったが、記憶は明らかに何なん箇か所しょか欠けつ落らくしていた。

　何度も眠りに落ちては、その度にあわてて顔を上げるということをずっと繰り返していたに違いない…。

　俺は結局一晩中、バリケードのように布団で部屋への入り口を塞ふさぎ、その上で金属バットを抱きながら座り込んで、ただただじっと…窓から来るかもしれない侵入者を見張り続けていた。

　俺がここを立ち上がれば、扉からの侵入者は布団を跳ね飛ばして襲い掛かり、俺が窓を見張るのを怠おこたれば、窓からの侵入者はガラスを破って襲い掛かり…、

　被害妄想に過ぎないと何度も自分をたしなめたが……眠れはしなかった。

　眠るという無防備状態がただひたすらに怖かった。

　そんな怖い思いをしてまで眠る必要なんかない。…それならずっと起きていた方がよっぽど気が楽だった。

　そんな時間をずっと繰り返すうちに、いつの間にか表が明るくなった…、それだけの事だ。

　だからこれは朝というよりは、日が昇っただけの夜と言えるのかもしれない。俺にとっての昨夜は、まだ終わることなく続いているのだから。

　カーテンの隙間からこっそりと家の前を見る。

　すでにレナの姿はなくなっていた。………周りをいくら見渡してもその姿は見つけられない。

　そこで初めて、俺は深く息をつき、夜が終わったことを知ったのだった…。

　レナの姿を夜中に何度も確かめようと思った。…でも、レナも俺が顔を覗かせるのを待ち構えているかもしれない。…そして、またあの鷹の目で射貫かれてしまうようなことがあったなら……。だから怖くて、…確かめられなかった。

　眠くないと言えば噓になるが、寝直したいとは思わなかった。

　まだ時間はある。だが朝食の準備は自分でしなくてはならないのだから、早めに起き出した方がいいだろう。

　…学校を休むという選択肢もあった。お袋がいない以上、ズル休みは簡単だ。

　正直に言って…迷う。

　家を出ることに対するリスクは計り知れない。ここに籠ろう城じょうしているのがおそらく、一番安全だろう。

　だが。……このままいても何も解決しない。

　大石さんは目に見える証拠がない限り、何も助けてはくれない。

　でもそれは大石さんだけじゃない。…両親だって同じことだ。

　つまり……目に見える何かが得られない限り、日が昇ろうとも、終わらない夜はずっと続くのだ。

　…いつもそうするように、ぐっと伸びをしてから頭を後ろへ反らし、目を閉じる。

　息を落ち着ける…。…冷静さを取り戻す…。クールになれ前原圭一…。




　……登校しよう。

　俺に対して何かが仕掛けられるのを待とう。

　だがそれは手をこまねいているわけではない。…その魔手を紙一重でかわし、逆に動かぬ証拠として押さえるのだ。

　車が近付いてきたらナンバーをチェック。不審者は服装や顔などをチェック。

　自分の身を守る…というよりも、敵の攻撃を逆手に取る、反撃の心構えだ。

　それは侍さむらいが刀を抜き合い互いに一撃必殺を狙い合う、そんな緊迫感に似ている。

　俺だけに一方的に不利なんじゃない。俺にだって反撃のチャンスがあるんだ…！

　胸の奥にようやく、ちょっぴりの勇気が戻ってくる。




　…よし。登校しよう。

　悟史のバットを握り直す。俺の心強い唯一の相あい棒ぼうだ。

　……悟史、どうか俺に力を貸してくれ。

　そして……、多分殺されたのだろう、お前の無念を俺に託たくしてくれ。俺がきっと…それを晴らす。

　決意を新たに時計を見上げる。まだ時間は早かった。

　もちろん今日も一人で登校する。

　レナや魅音と鉢はち合あわせしたくないなら、もう出ないとまずいだろう。

　俺は入念に戸締りを確認し、家を出た。

　制服は昨日泥だらけにしてしまったので、洗濯機に突っ込んだまま。だから今日はジャージでの登校だ。

　昨日までの朝と違う服装が、今朝という朝が昨日までと確実に異なることを認識させた。

　だから本能的に悟る。俺は今日、殺されるかもしれない。

　気を許すな前原圭一。今日が最期の一日になるかどうかは…他でもない、俺自身が決めることになるだろう…。





宣戦布告






　今日も一番に登校し、朝を当然の日課であるかのように素振りで過ごす。

　やがてレナも登校してきた。目が合ったが挨拶はしない。

　レナは昨夜のことを何も言わなかった。…まるで何事もなかったかのように。

　だが、レナの十じっ指しには昨夜の出来事が確かにあったことを示す傷がざっくりと刻まれている。

　その絆ばん創そう膏こうだらけの両手を、台所で怪け我がをした…と沙都子たちに釈しゃく明めいしているのを、さっき聞いた。

　…もうまるで胸は痛まない。

　昨夜、大石さんに聞いた、レナが転校直前に起こした事件がまざまざと脳裏に蘇る。それを知った今、レナが可愛らしい理想的な女の子だなどと夢にも思わない。

「圭ちゃーん、相変わらず甲子園一直線だねぇ。」

　魅音が声を掛けてくる。その接近は少し前から察して身構えていたので、特には驚かない。

「魅音か。…わかってるなら放っておいてくれよ。俺は甲子園で忙しいんだ。」

　俺は茶化す様子もなく、素そっ気けなくそう返事をする。そしてさらに一際大きくスイングし、魅音の接近をささやかに牽けん制せいした。

「圭ちゃんさ、ちょっと休きゅう憩けいちょっと休憩。」

「ホームルームまであとちょっとだろ。…もう一汗かかせてくれよ。」

　魅音を拒絶する意味を込めてさらに力強くスイングする。

「……圭ちゃんって野球、好きだったっけ？」

「最近好きになった。」

「最近って、昨日から？」

「…わかってんなら聞くなよ。」

「……あれまぁ。スポーツマンにしては爽さわやかじゃないお返事だことで。」

「気が散る。…放っておいてくれ。」

　魅音を無視し、俺は素振りを続ける。

　普通、これだけ素っ気無くされれば、怒るか呆れるかして行ってしまうものだが。魅音は立ち去らず、俺が素振りをやめるのをじっと待っていた。

　………今さら俺に何の話だってんだ。…レナに昨日の話を聞いて、その上で俺に何か「忠告」でもあるってのか…？

　…特に殺気も感じない。場所も見通しのいい校庭だ。突然襲い掛かってくるようなこともないだろう。……甘いか？

　だが少し疲れてもきた。…一休みし、魅音の話を聞いてやってもいいかもしれない。

「……何だよ。」

　素振りをやめると汗がどっと溢あふれてきた。肩で息をしている自分に気付く。……普段の運動不足に呆れる。

　これではいざと言うとき、自在に体が動かせるかどうか実に不安だ。……素振りはバットを携けい行こうする理由作りだけでなく、体力作りの意味でも続けた方がいいだろう。

「用ってわけでもないけどさ。…お疲れのようなら後にするけど？」

「今でいい。」

　今の状況が安全だと判断したから付き合うだけだ。二人きりでひと気のないところで相談…なんてのは危険だろう。

「……えっとさ。うーん……、」

　魅音にしては言葉を選んでいる。だが大石さんのするような、先を聞くことを躊躇させるような話題ではないようだ。

　うまい言い方が思いつかず、悩みこんでいる魅音は、……やがて行き詰まったのを打開するように豪ごう快かいに笑い出す。

「あっはっはっは！　おじさんダメだわ、こーゆうの。ボキャ貧は辛いわぁ。」

「…何だよ突然。言いたいことがあるならはっきりと言えよ。」

「やめてよ。素振り。」




　それはあまりに単刀直入だった。へらへらと笑った直後に、ここまで声色を変えられるものかと驚かずにはいられない。

　だが、…その、あまりの率そっ直ちょくさに、魅音の言っている意味がよくわからない。ちゃんと素振りをやめて話を聞いてるじゃないか。

「…ちゃんとやめてるだろ。」

「じゃなくて。今日で終わりにしてほしいの。悪いけど。」

　言っている意味がわかるまでにしばらく時間がかかった。…素振りをするのがなぜいけない⁉

「なんでだよ。余計なお世話だよ！　別に誰にも迷惑かけてないだろ⁉」

「かけてる。」

　魅音はきっぱりと言い放った。何がなにやらわからず、とても不愉快だ。

「俺がいつ誰に迷惑をかけたよ‼」

「…えっと………んー………。」

　言いよどむ魅音。だがやがて意を決して口を開く。でもその口調は歯切れが悪い。

「だ、だってさ圭ちゃん、それ、人のバットだしさ。無断借用は悪いしー…。」

「転校した生徒の忘れ物だろ？　本人が取りに来るまで借りてるだけだよ。」

「え、あ！　……まぁね……転校したし……。」

　魅音が柄がらにもなくうろたえる。転校が偽りであることがあまりに明白だ。

「でも変わってるよな。兄貴だけ転校なんだろ？　妹は転校しなかったんだろ？」

　俺の揺さぶりに魅音は露骨に反応する。

「……け、圭ちゃん、…知ってたの…⁉」

「北条悟史。…沙都子の兄貴、だろ？　去年、鬼隠しにあって消えた。」

　魅音は切り返せず沈黙してしまう。

「レナにも言われた。何で素振りを始めたのかってな。」

「…………………。」

「悟史もやってたんだってな。素振り。それも失踪の直前に。」

「…………………。」

「これってさ、オヤシロさまの祟りに遭う前ぜん兆ちょうってわけなのか？」

「シーーーーー‼」

　魅音が慌てて周りをきょろきょろうかがう。

「…頼むよ圭ちゃん。オヤシロさまの話は迂う闊かつにしないでよ！　……私はそんなに信じてないからいいけどさ、他のみんなはすごく信じてる。レナなんかやばいくらいに！」

「やばいくらいに…？」

「とにかく！　みんな怖がってるんだよ‼　もしもこれが悪ふざけならやめな！　悟史の真似は絶対にやめて‼」

　怖がらされてるのは俺の方だ。…誰のお陰で素振りをする羽目になったと思ってるんだ。

　……だが自分の行為が悟史と重なる点だけは今でも腑ふに落ちない。誰かにそそのかされたのならともかく、自らの意思で選択した行為のはずなのに…。

「先に言っとく。俺は悟史のことは何も知らない。…みんなが隠してたからな。」

「…か、隠してたってわけじゃ……。」

「毎年起こる事件のこと、隠してたろ？」

「あ、それは…圭ちゃんを……、ん……。」

「怖がらせたくなかったってのか⁉　それが理由で俺だけ除のけ者かよ⁉」

「いや、そんなつもりじゃ…、」

「魅音に直じかに、ダム現場で事件がなかったかって聞いたよな。…魅音はないって言ったじゃないか[image: !!!]　バラバラ殺人があったのによ[image: !!!]　噓うそ吐つき野郎ッ[image: !!!]」

「ご、ごめん…‼　噓ってわけじゃ…、」

「仲間ってのは隠し事なんかなしだろ？　そうだろ⁉　じゃあお前らは仲間じゃない‼」

「け…圭ちゃん……そんなのって……、」

　魅音は頼りなさげにおろおろする。心なしか涙まで溜めている。…いつもの魅音からはとても想像できない。

「あぁそれに、先日の見舞いのおはぎ、あれ、うまかったぜ。血が出るかと思った。……やったのはどっちだ？　お前か？　レナか⁉」

「……………………………私。」

　あまりにあっさり認める。そのあっさりさに驚かずにはいられない。

　針だぞ、裁縫針だぞ⁉　そんなものを混ぜれば大変なことになるって誰だってわかるはずだ。それをさも、ちょっとしたいたずらを認めるような感じでこうもあっさり認めてしまえるなんて……‼

「しッ、死ぬかもしれなかったんだぞ‼　仲間にあんな真似をするのかよ…⁉」

「………そ、そんな……ちょっとしたいたずらじゃん…。」

　狼狽しながらもどこか苦笑いのような笑みを浮かべる魅音に、今さらながら怒りがこみ上げてくる。………いや、それは正しい表現ではないかもしれない。…向こうが弱気なので、強気に出てもいいことがわかったから、というのが正しいかもしれない。

「あれがいたずらで済むかよッ、ええぇおい⁉⁉」

　俺はその胸むな倉ぐらを摑み、ねじりあげる‼　魅音はびくっとして小さく俯うつむいた。

「おはぎにタバスコ混ぜるとか、そんなのとはレベルが違うんだぞ！　針だぞ裁縫針‼　飲み込んで…喉の奥とかに刺さったら…どうなると思ってんだよ⁉⁉」

　魅音は表情を強こわ張ばらせてかたかたと震えている。……もうそれは、俺のよく知っている園崎魅音ではなくなっていた。

「とにかく。お前は仲間じゃない。…仲間じゃないヤツの指さし図ずを受ける謂いわれはない。…俺のことは当分放っておいてもらうぜ。…いいな‼」

　もう魅音は何も言い返せなかった。

「俺を消そうとしても簡単にはいかないからな。お前らは最初から警察に疑われてんだ。悟史を消せたように、簡単に消せると思うなよ‼」

　はっきりと言い切る。これは…宣せん戦せん布ふ告こくだ。

「俺も過去の事件はお前らが怪しいと思ってる。ダムの反対運動の時、お前が警察の世話になってたこともよく知ってる！　隠しきれてると思うなよ…いいな‼」

「ど……どうして……そんな……ことまで…………。」

　魅音は表情を失い、呆然と立ち尽くすのみだった。

　その時、向こうから校長先生の振る振鈴の音が聞こえてくる。

　朝のホームルームの時間だ。

「…行こうぜ。委員長がいないとまずいだろ。………？」

　その時、初めて、魅音が嗚お咽えつ混じりに涙をこぼしていることを知った。

「………ぅ………ひどいよ………圭ちゃん………、」

「………………魅、………。」

　思わず慰なぐさめようとしてしまうが、口を閉ざす。俺が罪の意識を感じる必要はないのだ。

「…俺、行くぜ。ホームルーム、遅れるなよ。」

　俺は震える魅音を残し、昇降口へ向かうべく踵を返す。女に泣かれるのがこんなにも厄介だとは思わなかった。

　その背後に、ぼそりと。…本当にぼそりと、その独り言が聞こえた。

「………………そっかぁ……。」

「え？」

　俺に言ったものではない。…間違いなく魅音の独り言だ。

　だが、嗚咽に混じりながらも、笑うような、呪のろうような声。思わず俺は足を止め、魅音に振り返る。

「……圭ちゃんに…全部バラしたの……あの野郎かぁ……。」

　両りょう拳けんをぐっと握り、ぽたぽたと涙を流しながら。…地面の一点を睨みつけ…恐ろしい顔で……でも笑顔で……呪っていた。

　その鬼気迫る表情に、背筋が凍りつく…。レナの豹変とはまた違う、魅音の豹変。

「………あの時、殺しとくんだったなぁ……。今年で定年だからって…容よう赦しゃしてやった恩も忘れやがってぇ………。」

　今年で定年…。……って、大石さんのことか…⁉

「畜生…畜生…あのじじぃ……。…絶対に殺してやる…………ぅぅッ[image: !!!]」

　大気がぐにゃりと歪んだ気がした。魅音を中心に、世界が搔き混ぜられたかのように…歪む。たわむ。渦を巻く。

　……それは初めて知る、いや、体感する恐怖だった………。




「きりーつ！　きょーつけーー！」

　魅音はコンタクトがどうしたとか言って、真っ赤になった目をごまかしていた。

　その後一日、レナも魅音も、俺に話しかけたりはしなかった。

　沙都子も梨花ちゃんも、俺に目も合わせない。

　不思議と胸は痛まなかった。……元に戻っただけなのだ。

　思えば、転校してきてからのこのひと月間が楽しすぎた。それだけのこと。

　もともと、学校っていうのはこういうところだったじゃないか。

　その感覚を、かつては嫌っていたはずなのに……今日はなぜか心地よかった。





笑う鉈






　緊張したような、ぼーっとしたような、灰色の授業時間の終わりを告げる振鈴が聞こえてきた。

　部活に誘われるとまたいろいろと不愉快な思いをしそうだったので、彼女らには目を合わせないようにしてさっさと帰り支度をする。

　机の中身をカバンに詰め込み、すっかり手に馴な染じんだ悟史のバットを持つと、昇降口へ向かった。

　今日も何事もなくてよかったと思う気持ちと、何事もなかったなら明日も同じ一日を繰り返さなければならないのかという脱力感が交互に襲ってくる…。

　だが………体のずっと奥の奥。……心の奥の奥の奥底が、…疼うずいて…教えてくれるのだ。

　その繰り返しは今日で終わると。

　その終わり方が、…俺の望む終わり方なのか。…望まない終わり方なのか…それはわからない。

　だが…今の俺にとって、どのような終わり方になるのかよりも…もっと重要なことがある。知りたいことがある。

　なぜ俺が殺されなければならないのか。

　どうして。なぜ。何のために。

　あの平和で和やかだった雛見沢は、何でこんなにも歪んでしまったのか。

　表の日差しは、まだ厳しい。太陽も熱気も、そして空気も。それを答えてはくれない。

　…それとも……セミたちの声を借りて、俺に何かを伝えようと必死に叫んでいるのだろうか…？

　きっと、セミたちに混じり、…富竹さんや悟史が必死に俺に訴えかけている…。

　そして俺はそれにまだ気付けない…。

　…それに気付いた時、俺もこうして…セミたちに混じり、次の犠牲者にそれを伝えようと哀れな努力を繰り返すのかもしれない…。

　ふと足元を見ると、セミがひっくり返り、弱々しく体を震わせている…。

　ジジ、ジ……。

　本当の夏もまだなのに、もう力尽きようとしているセミが最後の声を振り絞っていた。

　いくら耳をそばだてても、……何を言っているのかはわからない。

　…でも……俺は努力しなくてはならない。……何かを伝えようと必死になっているこの声を、聞こうとする努力をしなくてはならないのだ……。

　その時……セミたちが叫びをあげるのを一いっ斉せいにやめた。

　まるで…自分たちを恐ろしい目に遭わせた当の本人の登場に、一斉に縮こまるかのように…。

　間違いなかった。……それは気配の接近。

　足音は最小限だ。…セミたちが鳴き止むことによって教えてくれなければ…気付けなかった。

　疲労感が一気に引き、代わりに五感を研とぎ澄ませる脳内物質が分泌され始める。

　そして…そぅっと…込み上げてくる恐怖心を静かに抑えつけた。……そう長く抑えきれる感情ではないだろうが…。

　……研ぎ澄まされなければならないこの一瞬に…冷静さがもたらされる。

　今日は昨日のように怒鳴りつけたりしない。…冷静に木陰に身を隠し、尾行者の影を待ち受ける。

　やり過ごせるだろうか…？　いや、俺に足音が聞き取れたように、相手も俺の足音を聞き取っているだろう。…俺が身を隠して息を潜めていることは見抜かれているかもしれない…。

　尾行者は…やはり昨日と同じに、レナだろうか？

　レナだったら容赦しない。怒鳴りつけて昨日と同じように先を歩かせればいい。

　レナでなかったら…？　……相手の出方次第、だな…。

　誰であろうと油断しない。…誰であろうと、……誰であろうと…！

　足音がひたひたと近付いてくる。

　唾を飲み直し、汗ばんだ手をズボンのすそでぬぐってバットを握り直す。

　一度は抑えた恐怖心が、ぶり返そうと俺の隙をうかがっているのがわかる…。

　一体…誰なんだ…？　木陰から尾行者を覗き込む…。




　……それは想像を裏切らず、レナだった。

　未知の相手でなかったことによる安堵感はあったが、それは一瞬で引いた。…レナの…様子が違ったからだ。

　光を失った死者の瞳。…なのに唇は弧を描いて切れ込み、そう、…まるで薄く笑うかのように見えた。……そして、その右腕には……「鉈なた」。

　再び木陰に身を隠し、今見た信じられない光景を思い出す。

　今のは……なんだッ⁉　あまりにも露骨な……恐怖の具ぐ現げん‼

　俺のバットにはまだ、野球とか素振りとか…ごまかしの利く大たい義ぎ名めい分ぶんがある。…だがあの鉈はなんだよッ⁉　ごまかしも何もない[image: !!!]　そのまんまの…鉈だッ⁉⁉

「……圭一くん。かくれんぼ、かな？　かな？」

　心臓が大きく跳ねる。……呼吸が潰れるかと思うほどに。

　辛かろうじて保っていた冷静さは粉々になって吹っ飛び、代わりに全身から噴ふき出だす冷たい汗が、自分が今どんな感情に支配されているかを教えてくれる…。

　だめだだめだ…。隠れきれていない。バレている…！

「……レナを驚かせようとしたのかな？　…かな？」

　レナにこれ以上の接近を許すくらいなら、間合いがあるうちに姿を現した方がましだと判断する。

　もう一度バットを握りなおし、…覚悟を決め、隠れていた木陰から姿を現した。

「あはははははははははは。…圭一くん、見ーつけた。」

　奇怪な笑い声をあげ、俺の姿を見つけたことを喜ぶレナ。……顔こそは笑っているが、俺が姿を隠していたことを不快に思っていることを目が語っていた。

　その目の……あまりの深さに…足がすくみ始める……。あぁ……だめだ………。

　お腹の底から…熱くて冷たくて、どろどろとしたものが滲み出てくる…。そのどろどろは…俺が気を許した途端に血流に乗って、臓ぞう器きという臓器を麻ま痺ひさせてしまうに違いないのだ…！

　だめだ………だめだ…！　このままレナに飲み込まれてはいけない…！　切り返すんだ！　負けるな‼　声を…搾り出せ…！

「な……何の用だよッ‼」

　虚きょ勢せいを隠すために大きな声を張り上げる。……だがレナはその程度で臆したりはしなかった。

「…圭一くんと同じ。…帰り道だよ。」

「じゃあその鉈は何だよッ⁉」

「…じゃあ圭一くんのそのバットは何なのかな？」

「お、俺は素振りで…‼」

「じゃあレナは宝探しなの。」

「た、宝探しぃ…⁉」

「ダム現場跡の宝の山にね、また新しいかぁいいのを見つけたの。だからね、それを発掘するために、必要なの。」

「し、……信じるかよそんなのッ[image: !!!]」

「信じないよね。あはははははははははははははははは。」

　レナの今日の笑いは明らかにおかしかった。…これまでにもレナの豹変は何度か見た。……だが今日のは明らかに違う。思わせぶりな、とか、眼光が鋭い、とか。…そんな遠回しなものじゃない。………何と言えばいいのか……露骨だ‼

「……待ってよ圭一くん。あはははははははははははははははははははははは。」

　レナは奇怪に笑いながらも、決して足を止めたりはしない。

　俺はそんなレナに追いつかれまいと、レナが近付く度に小走りに逃げては振り返る、を繰り返す。……それはどう見ても、レナに追われて逃げているようにしか見えなかった。

「つ……ついてくるなよ…ッ[image: !!!]」

「それはできない相談だよ。…レナの家もこっちだもん。あはははははははははははは。」

　昨日、この道で出会ったレナは俺に怯え、震えながら指示に従った。

　だが今日は違う。レナには何の怯えもない。…いやむしろ…怯えているのは俺の方なのだ⁉

　レナと帰宅路が同じというならいいさ、道を変えてやる！　それでいいだろ⁉

　俺は曲がったこともない、よく知らない小道を入る。

　だがレナは俺のその様子をけたけたと笑いながら、ついてくるのだ…！

　どうして⁉　どうして⁉　レナは帰るんだろ⁉　じゃあいつも通りの道で帰ってくれよ‼　どうして…こんな変な脇わき道みちにまで…追って来るんだよ⁉

　そんな俺の、叫びのような思考は…そのまま口からこぼれた。

「…ど、どど、どうして付いてくるんだよッ…⁉」

　俺の声はすでに恐怖で染まりきっていた。

「…圭一くんとお話したいから。…圭一くんもレナとお話したいんじゃないかな？　かな？」

「お、俺は何も話したいことなんかない…‼」

「噓だよね…？　相談したいこと、きっとあるはずだよ？」

「ない！　レナと話すことなんか何もないよ‼」

「噓だよね？」

「噓じゃないよ…！」

「噓だッ！！！！！！！」

　レナの叫びがこだまし、驚いた鳥たちが羽ばたいていく。俺はすくみあがり、歩みをさらに速めることしかできない。

「お話しようよ圭一くん。………お話お話。……あはははははははははははははは。」

　何で俺はこんなひと気のない、知らない道を走っているんだろう⁉

　こんな、来た事もない林道を、なぜ鉈を閃ひらめかす少女に追われて駆かけているというのか⁉

「圭一くんには悩んでることがあるんじゃないかな？」

「な、ないよ！　何にも悩んでない‼」

「噓だッ！！！！　あははははははははははははは。」

　俺は走ってるのに。レナは歩いてるのに。どうして距離が開かない⁉

「わかるよわかる。レナはわかるよ。怖いんだよね圭一くん？」

「こ、怖くなんかない！　何も怖いことなんか、」

「噓だッ！！！！　あははははははははははははは。」

　俺の息は乱れ、足はもつれつつあった。だがレナの息は少しも乱れない。

「レナだけは相談に乗ってあげられるよ。今度こそ乗ってあげられる。」

　レナが何の話をしているのか、何をしたいのかわからない…！

「今度こそ相談に乗ってあげられる。悟史くんのときとは違うもの！」

　悟史の名が出、一瞬振り返る。だが、そうしている間にもレナは歩みを進めてくる。俺には立ち止まる余裕もない…！

「悟史くんも悩んでた。辛そうだった。でもレナは相談に乗ってあげられなかった。とても悲しかった。」

　この道はどこに続いているんだろう⁉　曲がりくねり、上ったり下ったり！

　本当に…自分の家に向かっているのかも怪しい。すでに方向感覚は失われていた。

「悟史くんが〝転校〟しちゃった時ね、本当に後悔したんだよ。レナが相談に乗ってあげれば…悟史くんは〝転校〟せずに済んだかもしれないって。すごく後悔した。」

　道はますます深く、俺を森の中に誘い込む。…走れば走るほどに、俺は人里から遠ざかっているんじゃないだろうか…⁉

　そう思えば思うほど、冷静さが失われていく…。その冷静さが失われていくことを理解する、内なる自分だけがいやに冷静だった。

「だからね、誓ちかったの。もしも悟史くんみたいに、苦しんでいる人にもう一度会えたなら、レナが助けてあげようって！　もう人が〝転校〟するところは見たくないの。あははははははははははははは。」

　くっそぉおぉお‼　転校って何だよ‼　転校させられてたまるか‼　悟史と同じ目に遭ってたまるかよ[image: !!!]

「さぁ圭一くん、レナに話して。レナはきっと圭一くんを理解してあげられるよ。レナだけは圭一くんの味方。」

　ぜえぜえと息が乱れる。肺は爆発しそうに熱くなり、心臓はこれ以上ないくらいにバクバク言っている。…素振りよりランニングの方が必要だったのかもな…。馬鹿な現実逃避に苦笑いする余裕もない…！

「悩みがなくなればきっと圭一くんも元通り。みんなとも仲良しに戻れて、また楽しく部活ができるよ。今度は一緒に組んで魅ぃちゃんをやっつけようね。あはははははははははははははははは。」

　あぁそうだったらどんなに楽しいだろうな…。この何日間か、どれほど時間を巻き戻したいと願ったか、レナには想像も付くまい…。

「レナともきっと仲良しに戻れるよ。また一緒に宝探しに行きたいね。今度はお弁当も作っていくよ。何なら今から宝探しでもいいよ。行こうよ一緒にダム現場跡。見つけたばかりのかぁいいの、圭一くんにも見せてあげるね。きっと圭一くんも気に入るよ。あははははははははははははは。」

　俺の足ががくがくと揺れながら、ぺたぺたと情けない足音をたてる。必死で逃げているつもりだが、俺が少しでも気を抜いたらすぐにでも崩れてしまいそうなほど情けない足取りだった。それを追うレナの足音は鋭い。小枝をバリバリと踏み割りながらその音で俺を威い圧あつする。

　もう俺は認めるしかない。……俺はレナに追われ……逃げているのだ！

　捕まったら、終わる。…本能がそう告げていた。…何がどう終わるのかは…具体的には思いつかない。だが捕まったら終わる。それだけはわかる。

　だが……どんな終わり方にせよ……まだ終われない。…こんな…わけもわからない内には絶対に…ッ[image: !!!]

　そんな一瞬の心の隙だった。あろうことか、膝が笑うようにかくんと抜け、その場に崩れて転んでしまう…！

　慌てて立ち上がろうと、バテて言うことを聞かない足を鞭むち打つ！

　バットを杖つえに何とか立ち上がる俺の眼前に、もうレナはいた。

　疲労困こん憊ぱいで息も絶たえ絶だえの俺に比べ…レナは凍えるくらいに冷え込んでいて、息が乱れないどころか、心臓の鼓動さえ感じられなかった。

「何がこわいのかな…？　怯えるなんて圭一くんらしくないよ？　あははははははははははははははははははははは。」

　それは慈じ愛あいの表情にも見えた。…瞳に生せい気きの宿らない、仮面のような慈愛だった。

　怯えるなと諭しながら、レナの両手はすぅーっと、頭上に差し上げられる。

　その両手は幾いく重えもの残像を残しながら…まるで千せん手じゅ観かん音のんのような神こう々ごうしさを見せた。

　…そして頭上で両手が組まれた時、そこには鉈が握られていた。

　それを呆然と見ていることしか出来ない……自分。

「ぉ………教えてくれ………。悟史は…どうなったんだよッ[image: !!!]」

　レナは鉈を振り上げたまま、厳おごそかに口を開いた…。それはまるで、二度と会うことのない友人に告げる別れのような……そんな残酷さが宿っていた…。

「言ったよ。…悟史くんは〝転校〟したの。」

「その〝転校〟ってのをやめろよッ！！！！」

「……………………………。」

「鬼隠し、ってことなんだろ？　そうだろ⁉」

「……………………………。」

「もう教えてくれたっていいだろ…⁉　悟史を消したのは誰だよ⁉　レナか⁉　魅音か⁉　それとも村の誰かかッ⁉⁉　答えろよッ！！！！」

　俺が必死になって叫べば叫ぶほど、レナは凍った笑顔を浮かべるだけだった。

「……圭一くんが何を言ってるか、わからないな。」

「じゃあわかるように言ってやる‼　連続怪死事件の…犯人は誰だ[image: !!!]」

「……………圭一くんは勘違いしてるよ。」

「……え。」

　いつの間にか、狂ったような笑いは収まり、…レナは冷たい表情になっていた。

「……ニンゲンの犯人なんかいない。…全てはオヤシロさまが決めることだもの。」

「オヤシロさまの祟りなんて……迷めい信しんだろッ⁉⁉　レナは信じてるってのか⁉」

「信じるとか信じないとかじゃない。…オヤシロさまは〝いる〟の。」

　レナの眼差しがさらに冷え込む。…有無を言わせない、そんな威圧感がひしひしと伝わってきた…。

「…オヤシロさまなんて……、そんなものいるわけが…！」

「圭一くんは信じないの…？　オヤシロさま。」

「…し、信じられるはずないだろッ⁉　そんなのいるわけがない‼」

「〝いる〟よ。オヤシロさま。……圭一くんだって身近に感じてるはずだよ？」

「そ、そんなもの…感じたことないよ[image: !!!]」

「…圭一くんさ、誰かに謝られたことない？　それもずっと、ずっと。」

　世界から音が消え、レナの声だけがいやに大きく響いた。

　……誰かに、謝られたこと…？　それも、……ずっと、…ずっと…？

「それはね、許してもらえるまで……ずっとついてくるの。学校へも。お家へも。…枕元へも。」

　……レナが何を言っているのか、わからない。

「レナのところへも、来たんだよ。オヤシロさま。……だからレナは〝転校〟して雛見沢に帰って来たの。」

　わからない。わからない。〝転校〟って何だよ。レナは何を言ってるんだよ…！

「圭一くんのところにも……オヤシロさま、来てるんじゃない？　きっと相談に乗れるのは私だけ。……圭一くんを〝転校〟なんかさせないから。…ね？」

　あはははははははははははははははははははははははは。

　レナの狂った笑い声が頭の中をがんがんとこだまする…。

　…レナのところへも、オヤシロさまが来たというのか…？

　そうだ。…昨夜、大石さんに聞いたレナの話でも出てきた…！




「他言無用でお願いします。また、内容には一部憶測も含まれているかもしれません。……全てが真実ではないかもしれないということです。……よろしいですね？」

　大石さんは語り始める…。

「被害者も学校も告こく訴そしていないので、調書がないのです。つまり…警察が関与してないわけなんですよ。…ですから詳細は関係者からの聞き取りのみなのです。…つまり信しん憑ぴょう性が高くない。」

「被害者って言いましたか？　レナはガラスを割っただけじゃないんですか？」

「いえ、男子生徒が三人ほど竜宮レナに殴られています。金属バットでです。……二人はアザで済みましたが、一人は片目に後遺症を残すほどの大怪我をしたそうです。」

「そ、それって傷害事件じゃないんですか⁉　警察は逮たい捕ほとかしないんですか⁉」

「どういうわけか、被害者が告発しないんですよ。警察に届とどけ出でがないので…。」

　金属バットで殴られて…大怪我したんだぞ⁉　普通なら警察沙ざ汰ただ。…それがなんで…告発しない⁉

「被害者の男子生徒三人にもそれぞれ話を聞こうとしましたが、全員、口が重いんです。こう言っては何ですが……怯えてるんですよ。彼女が転校した今でも。」

「……大石さん。…話を最初から整理して話してくれませんか…？」

　レナはガラスのついでに人も殴った？　それとも…人を殴って、それでも飽き足らずガラスを割って回った⁇　似ていてその意味は大きく異なる…。

「その日、…竜宮レナは親しい男子生徒三人と一緒にプール倉庫の辺りで話をしていました。」

「……その三人って何者ですか？」

「個人名は伏せますが、三人とも竜宮レナととても親しい、仲良しグループだったそうです。彼女は紅こう一いっ点てんだったんですな。」

　…なら四人で一緒にいてもおかしくはないのか…。

「それで、どうなったんです？」

「理由はわかりません。竜宮レナはプール倉庫脇にあった野球部のバットを手に取り、三人を次々に殴り倒しました。」

「えぇ…ッ⁉」

　目撃者はいない。以下は事件当時を記憶する人間たちからの情報を組み合わせて再現したものだ。

　ある日の放課後。レナは男子生徒三人と一緒にプール倉庫脇で話をしていた。それは何かの相談でなく、いつもそうするようにたむろして、話に花を咲さかせていただけらしい。

　その時、レナに〝変化〟が起きた。

　その変化はあまりに突然で、三人は何が起こったのか理解できなかったらしい。

　そして金属バットを手に、仲間たちを次々に殴り倒した。

　額ひたいを割られ、血まみれになって倒れる仲間たちを残し、レナは校舎へ向かった。

　そして教室の窓ガラスを次々に割っていったのだ。

　何分もしないうちに教師たちがやってきて…レナを取り押さえた。

「レナに起こった〝変化〟って、何ですか。」

「三人の証言で一致するのは……突然人が変わった。豹変した、という点です。」

「……豹変…。」

　俺も…レナの豹変には覚えがある。

　…いつものレナとはあまりに違う、レナによく似た別人としか思えない、…そんなレナに変わる瞬間を何度か見ている。

「……その豹変って言うのは……度たび々たびあったことなんですか？」

「いえ、そういうのはまったくなかったそうです。…私も調べられる限り、彼女の過去や病歴等を追ってみましたが、見つけることはできませんでした。」

「……その、レナみたいに、突然人が変わる現象って…結構あるんですか…？」

「もちろんありますよ。精神的なものから性格的なものまでたくさんあります。」

「では……レナには潜せん在ざい的に豹変する要素があったってことですか？」

「…断言はできません。ですが、竜宮レナをよく知る友人たちからの証言では、とても彼女にそういう要素があるようには思えません。」

　……やさしく親切で可愛らしい。きっと転校前の学校でも、今のレナと同様に誰からも好かれる理想的な女の子だったのだろう。

　…そんな子が、突如豹変して、金属バットで殴りかかってくるなんて…誰が想像できる？　……想像できるわけがない！　俺自身、今でもあのレナは見間違いではなかったか…と思わずにはいられない時があるのだから…。

「そして……どうなったんですか…？」

「学校の正面が病院でしたので、三人はすぐに病院に担ぎ込まれ手当てを受けました。」

「レナは…？　警察は…⁉　どうして警察沙汰にならなかったんですか⁉」

「警察は呼ばれなければ関与できませんからねぇ…。」

「ひとりは後遺症を残すくらい大怪我したんじゃないんですか⁉　どうして訴えないんです⁉」

「…私もそこは引っ掛かりました。何かの圧力、もしくは脅迫があったのか。それとも訴えたくても訴えられない理由があったのか……。」

「もちろん大石さんのことですから……調べたんですよね？」

「えぇ…まぁ。……ですが、初めに言いましたよね？　被害者たちの口がとにかく重いのです。触れたがらないと言うか、関わりたくないと言うか…。」

　口が重い。触れたくない。関わりたくない。……それはどこか、この村の人々とオヤシロさまの祟りの関係に似ていた。

「学校の先生とかからは何も聞けなかったんですか？」

「学校は聖せい域いきなんですよ。隠いん蔽ぺい体質とでも言いますか。…私も捜査令れい状じょうを取ってませんから弱いんですよねぇ…。」

「じゃあ…学校側はノーコメント？」

「いえ。事件の存在自体を否定しました。」

「……………。」

「ですが、その日。間違いなく病院に三人の男子生徒が打だ撲ぼくで担ぎ込まれたのは事実なんです。…病院にその記録が残ってますので。」

「……被害者は語らず、学校は否定する。……何もわからないじゃないですか！」

「えぇ。その事件があったという事実以上のことは何もわかりません。……被害者たちもこの事件が公おおやけになることを望んでいませんので…私と前原さん、私たち二人が忘れれば、事件はそのまま闇に消えるでしょうな……。」

　……しばらくの間、二人して沈黙する。

　一見するとただの暴行事件だ。…だが重要な何かが深く隠蔽されている。それはさらに幾重ものベールに包まれ、そっと……まるで初めからなかったかのように、闇に溶け込もうとしているのだ……。

「その後、学校を謹慎で休学します。そしてその間、神経科医のカウンセリングを受けました。」

「その医者からは何か聞けたんですか？」

「…これがまた…職業倫理のしっかりした尊敬すべき方でしてねぇ。…口が堅いんですよ。も～とにかく！」

「警察手帳を見せてもダメなんですか？」

「書面で申しん請せいしろと言われました。手帳自体に法的拘こう束そく力は何もありませんからねぇ…。」

「じゃあ、大石さんはどうやって…レナがオヤシロさまのことを告白したことを知ったんですか？」

「一部を聞いてた看護婦さんがいましてね。この方は手帳を見せただけで協力してくださいました。」

「……それで…なんと？」

　その看護婦も意識して会話を全て聞いていたわけではないらしい。…漏れ聞こえてきたことを少し覚えていたという…その程度らしい。

「看護婦さんが言うには、その時の竜宮レナはとても淡々としていて落ち着いていたそうです。」

　それは、カウンセリングというよりは教会の懺ざん悔げのような感じだったという。

　親と一緒にしばらく話していたが、途中からは退出してもらって、医師とレナの二人でのカウンセリングとなった。

「例の、オヤシロさまの話はどこで出てきたんですか…？」

「途中です。その名前を、突然叫んだのです。だから看護婦さんもびっくりして聞き耳を立てたのです。」




「………オヤシロさまですッ！！！！！」

　突然、レナはそう叫んだ。…直前の会話はわからないので、どういう意味でそう言ったのかはわからない…。

　医師は落ち着いた様子で、レナに着席を促したという。

「そのオヤシロさまというのは何ですか？」

　やさしく、やさしく。…カウンセリングの基本は聞きに徹てっすることだ。

「雛見沢を捨てた人は…必ずオヤシロさまに追われるんです‼　そして…とうとう私のところにも来たんです[image: !!!]」

「竜宮さんが今のお家に引っ越される前に住んでいたところですね？」

「私は引っ越したくなかったけど…お母さんとお父さんの都合で…仕方なく引っ越しました。…でも……オヤシロさまは許してくれなかったんです‼」

「竜宮さんはきっと雛見沢にもお友達がたくさんいたんでしょうね。今でも懐なつかしいんじゃないですか？」

「…帰りたい…。……雛見沢に帰りたい…。うぅん、帰りたいんじゃない、帰らなきゃいけない！　本当はもっと早くに帰らなきゃいけなかった‼　でももうだめ…[image: !!!]　オヤシロさまが来てしまった[image: !!!]」

「オヤシロさまというのは、その雛見沢の神さまなんですね？」

「誰でも知ってる…雛見沢の守り神さまなんです…。それで、雛見沢を捨てて出て行こうとすると……祟りがあるんです。」

「竜宮さんが引っ越しをされたのは…もうずいぶん前ですよね？　では…今になってその神さまがやってきた、ということですか？」

「……信じないでしょうけど……オヤシロさまはいるんです！」




　看護婦はここで別の看護婦に用事を頼まれ退室。…ここまでしか覚えていないらしい。

「オヤシロさまが…か……。」

「確かに雛見沢にはそういう迷信があります。里を捨てて出て行くとオヤシロさまの祟りがある、という。…この辺りは前原さんもすでにご存知ですよね？」

　…村に仇あだなす者に祟りがある、ってのはよく知ってる。

　ダム建設を妨ぼう害がいするために、建設現場の監督を祟り殺した。そしてその翌年にはダムを誘致、推進した沙都子の両親を祟り殺した。

　でも、村を捨てて出て行くと祟られる…というのは初耳だ。

「初耳です。村の外敵が祟られるのはわかりますが……、どうして出て行く村人まで？　普通、出て行く者は祟られないものじゃないんですか？」

　踏み込む者を祟るのが、こう言っては変だが……祟りのルールだと思う。触らぬ神に祟りなし。…去る者を追わないのが祟りじゃないのか…？

　大石さんは受話器の向こうで軽く、うーんとうなると、再び口を開いた。

「えー……雛見沢が大昔、鬼ヶ淵村と呼ばれていたという話はしましたよね？」

　そんな話も聞いたような…。

　大昔、雛見沢は鬼が住まう里として恐れられながらも崇められていたという。

「ふもとの村人たちは鬼たちを崇めていました。で、鬼ヶ淵村は神聖な土地なので絶対に不可侵。むやみに立ち入るとオヤシロさまの祟りがある、とされてきたんです。」

　鬼ヶ淵村、つまり雛見沢に土足で踏み込む輩やからを祟る。…それは理解できる。

「それはわかります。…でも、出て行くのまでだめってのは……。」

「鬼たちもまたですね。俗ぞく世せに出て行かないよう、オヤシロさまに厳しく見張られていたんだとか。……つまり、オヤシロさまってのは、俗世と鬼ヶ淵村の交流を禁じていたんでしょうなぁ。」

「つまり……オヤシロさまってのは、守り神ってよりも…監視者なんですね？　この地を外界から隔かく離りしようとする。」

「そんな感じになるんでしょうなぁ。………すみません、私も詳しくないんです。この辺りは婆さまの受け売りでして…。」

　そういう話なら少しはわかる。雛見沢に来るよそ者も祟るし、出て行こうとするものもまた祟る。つまり、村境を侵せば、それが入る者であっても出る者でも同じということなのだ。

　レナは元は雛見沢に住んでいて、引っ越しで出て行ったのだから、祟られる条件は満たしている…ということなのか。




「……つまり、レナは望まない引っ越しをしたため、オヤシロさまの祟りに遭ったと、そう話しているわけですか？」

「要約すると…そういう意味なんでしょうなぁ。…実際、この後しばらくして雛見沢に引っ越していますから。」

　……雛見沢を捨てて出て行こうとする者を祟る。

　だが…どうしてレナだけ？　祟られるなら一緒に引っ越した両親だって同罪じゃないのか？

　それにこの現代日本、人の出入りなんていくらでもあるはずだ。…それらの人間を全員祟ってまわってたらとんでもないことになってるだろう。だが実際にはささやかなものだ。……せいぜい、綿流しのお祭りの日に一人が死んで一人が消えるくらいだ。…このせいぜいというのも実に嫌な言い方だが…。

「…まぁとにかく。わからないことだらけなんですよ。…オヤシロさまの祟りがどうだったにせよ、クラスメートを金属バットで殴った理由にはなりませんし、被害者が訴えない理由にもなりません。………まさか前原さんも、恐ろしい祟りが起こって、被害者たちがすくみあがった…なんてこと、信じるわけないですよね？」

　もちろん信じたくない。

　だが…俺はそれよりも……今、あるひとつのことが気になっていた…。

　それは…レナもまた、「オヤシロさまの祟り」と「金属バット」という奇妙な共通点を持っていたことだ。

　悟史はオヤシロさまの祟りに遭い、失踪した。失踪の直前、金属バットに執心していたことは俺も最近になって知った。

　そしてレナも。自身がオヤシロさまの祟りに遭ったと医師に告白した。…そして事件時に凶行に及んだ武器はやはり金属バットだった。

　そして…俺だ。

　自身も様々な不可解な出来事を体験し、今こうして金属バットを握っている…。

　悟史と同じことだったことを知った時にも衝撃を受けたが……まさか…レナも同じだったというのか…⁉

　だがレナと悟史には決定的に違う点がひとつある。

　それは、悟史は祟りに遭って失踪し、レナは現にこうして生活している点だ。二人は共にオヤシロさまの祟りに遭いながら違う結末を迎えた。

　……そして…俺。

　もう偶然だなどと言っていられない…。レナ・悟史。…そして…俺なのだ。

　やはり…俺はオヤシロさまの祟りに…取り込まれているのか⁉　…いや、そんなことよりも……俺はこれからどうなるんだ……？

　悟史は鬼隠しに遭い失踪。レナは無事だった。……無事？

　そしてレナは変わった。レナでないレナを内に宿したとしか思えない。

　そして………今こうして……俺を追い立てている[image: !!!]




「レナ……教えてくれ……。俺は……どうなるんだよ…⁉」

　レナは仁に王おう立だちのまま、答えてはくれない。

「悟史は消えた。だけどレナは消えなかった。…じゃあ俺は…どうなるんだよ⁉」

「……あははははははははははははははははははははは。」

　これほど恐ろしい笑い声は聞いたことがなかった。…それはまさに連続する威圧音。

「………大丈夫だよ。レナが助けてあげるから。」

　レナは鉈を大きく振り上げたまま……さらに一歩踏み込んでくる。

「………さぁ。」

　さらに一歩。レナの顔が俺の眼前いっぱいに広がる。

「………話して。」

　さらに一歩。レナの鼻が俺の鼻にかするぐらい…間近に迫る。

「………話したいことがあるんだよね？　………レナが聞いてあげる。助けてあげるから………ね？　話してね？　話してね？」

　俺はぺたんとしりもちを付いてへたり込む。……それは情けないことじゃない。…少しでもレナから離れるための、精一杯の逃げだった…。

「あはははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは……、」

　その笑いを終わらせてはならないと直感する。…その笑いが終わった時、……‼

　それを感じ取った瞬間に体が反射的に動いた。

　自分でも信じられないくらいの素早さで跳ぶように起き上がり、レナを両手で弾き飛ばす！

　レナはまるで羽で出来ているかのような軽さだった。不ふ釣つり合あいな鉈の重さに大きく振られ、まるで風に乗るかのように軽々と飛ばされる。それを視界の隅に確認すると、あとは一いち目もく散さんだった。

　脱だっ兎とのごとくという言葉がこれ以上似合うことはないだろう。…レナから離れよう。逃げよう。生き延びよう[image: !!!]　それ以上のことは何も思いつかなかった。

　走りながら、俺はずっとバットを握り締めていたことを思い出す。……なんて役に立たない武器なんだ。…肝心な時に武器であることすら忘れているなんて…‼

　曲がりくねった道をさらにさらに駆け抜ける‼

　息苦しさも足の重さも一切感じなかった。…俺の体も理解しているのだ。…ここで走らなかったら…命がないことにッ‼

　後ろからあの、あはははははは…という笑い声を模したレナの威い嚇かくが聞こえてくる。

　それは木々と俺の頭の中にこだまし、少しでも俺の正気を失わせようと作用していた。




　木こ立だちがまばらになり視界が一気に開ける。

　ここは…⁉　知っていそうで覚えのない光景に一瞬混乱する…。

　すぐに気付く。ダム現場跡だった。普段と違う側から来たので、戸惑ってしまったのだ。

　あんなにめちゃくちゃに疾しっ走そうして、このような場所にたどり着くこと自体、何だか誰かの筋すじ書がきに従わされているような薄気味悪さがあった。

　見通しはいいが、ひと気のまったくないところだ。逃げる者にはあまりに辛く、追う者にとってはこれほど都合のいい場所もない。

　心臓はすでに爆発寸前だった。足の筋肉も悲鳴を上げている。だが構わなかった。

　ここで休んだら、もう悲鳴をあげることさえできなくなってしまうかもしれないのだから。

　それでも、一休みする口実が欲しくて後ろを振り返った。………レナの姿はない。

　かわりに、村人が二人ほど歩いてくるのが見えた。

　レナでなく、かつ、第三者が登場したことに、ほっと胸を撫で下ろそうとする…。

　だが、俺の中のもうひとりの俺が再び警鐘を鳴らした…。

　村人が歩いていることに不審はない。だが、何かが気になった。

　服装は二人ともラフ。手ぶらで、いかにも散歩のような感じ……。

　だが……時間帯と、大人が二人して意味もなく、というところに何か不審な印象を受けなくもなかった。

　……それよりも……目だった。二人で談だん笑しょうしながら散歩…ではなく、二人とも押し黙り、…まっすぐ…こっちを見み据すえて歩いてくるのだ。

　神経が高ぶっていて、ついついそう見えてしまうのか…⁉

　……走って逃げよう。多分最善の選択だ。

　無関係な人間なら、走れば簡単に振り切れる。……もしも俺を狙う連中なら…同じように走って追って来るはず。

　どちらにせよ、もたもたしていればレナが追いつく。

　そうだ……走ろうッ[image: !!!]

　そう思い、踵を返そうとした瞬間、そんな俺の考えを見み透すかしたかのように…その二人が駆け出した‼

　ど、どうしてッ⁉　何で俺を追ってくるんだよ⁉

　俺は心のどこかでレナに怯えながらも、怖いのはレナひとりだと決め付けてきた。レナだけが怖いから、それ以外は怖くないと…そう思い込もうとしてきた。

　だが……今こうして赤せき裸ら々らに…これ以上ないくらい明白な形で思い知らされる‼

　…鬼たちは村総出で獲物を追い回した、という大石さんに聞かされた鬼ヶ淵村の昔話がふっと脳裏をよぎった………。

　後ろを振り返らないでも、二人が俺に追いついてくるのが、その荒あら々あらしい足音でよくわかった。

　レナのように、振り切れず追いつかれずの間合いで、真ま綿わたに締められるように追われるのも恐ろしかったが…、そんなのは比にならない。あまりにも暴力的に迫る、この直接的恐怖に勝るものなどあるわけもない…ッ[image: !!!]

　追跡者の腕が、一度肩をかすった。…荒々しい足音だけでなく、すでにその呼吸音まではっきりと聞こえる。…いや、…その吐と息いきをうなじに直接感じるくらいに‼　俺のすぐ後ろまで迫ってきている…ッ！！！！

　…クールになれ前原圭一。

　俺は全力疾走のまま、空中に静止するかのような……、いや、時間が静止するかのような感覚を味わっていた。

　その全てが凍りついた世界で…俺は少しだけ後ろを振り返り…追跡者がいかに俺の間近に迫っているかを改めて知った。

　…大人の足には勝てない。凍った時間が解け出せば、瞬まばたきをふたつもしない内に…俺は組み伏せられるだろう。組み伏せられて……それから…？

　考えるな圭一。…このままでは振り切れないことをまず認識しろ。逃げ切れないことが確定したなら…あとは俺が決断するだけでいい…。次の右足でそれをやるか、それとも左足でやるか…決めるだけでいい…‼

　…左足で行こう。やるぞ、…やるぞやるぞやるぞ…、武器なら持ってるんだ‼

　そう決心した瞬間、凍った時間が木こっ端ぱ微塵に砕け散るッ[image: !!!]

　右、左[image: !!!]　右腕のバットを大きく振り、その遠心力を使って、急停止、急旋せん回かい！

　二人は俺の突然の攻撃に明らかに驚いた。…一瞬体勢を崩し、俺を組み伏せようとして繰り出した両の腕が空を切る！

　もう一人の男が俺が反撃に転じたことに気付き、慌てて対応しようとするが、もう遅いッ！！！！

　俺はバットを振る必要もなかった。ただ、遠心力のままにその軌道を延長するだけでいい‼

　軽い当たりだったが、バランスを崩させ転倒させるだけの威力はあったようだ。だが転倒したくらいで怯ひるむことはなかった。すぐに起き上がってくる！

　二人は腰を低く落としたような姿勢で身構えると、絶対に逃がさないという強い意志を見せながら対たい峙じしてきた。

　これにより、単なる散歩の二人連れでなく、俺を対象にした追跡者であることが確認される‼

　レナよりも気楽だった。顔も知らない村人が、知らないがゆえにこれだけ気楽だとは…夢にも思わなかった。…心の中で苦笑する。あぁ、俺の命を狙っているヤツらが、どこの馬の骨ともわからぬヤツらならどれほど気楽なことか！　親しい仲間たちと同じ顔をしてないことがこれほどに気楽なのか‼

「俺に何か用かよッ⁉⁉　次は眉み間けんにお見舞いするぞこの野郎ッ！！！！」

　強がりでもいい！　吠えることにより、自らの内に眠る起き爆ばく力を呼び覚ます。

　男たちはそれに答えたりはしなかった。信じられないくらい、冷静な表情で俺の左右に散る。一人はバットに組み付き、もう一人は俺を組み伏せる、そういう算段か！　…一対二では…どうにもならない‼　体中から熱い汗がどっと吹き出る。

　ならば先手必勝だ‼　先に踏み込み、一人を打ち崩すッ[image: !!!]

　右の男に的まとを絞り、渾身の踏み込みによる強打を振るう。素手の人間にとって、金属バットの渾身の一撃はどのような防ぎ方をしても、致命的なダメージになる‼　腕で防げば骨ごとへし折り、背中でかばえば内臓の奥にまでダメージを送り込むことが可能‼

　相手もそれを理解しているようだった。俺の必殺の間合いのさらに内側に飛び込み、その拳こぶしで俺の腹部を狙う[image: !!!]　まずい…、この間合い、この姿勢、この状態では…回避する術は何もない‼

　世界がでんぐり返り、自分の体がまるで木の葉のように…軽々と吹っ飛んでいくのがわかった。

　音もなく、柔やわらかに地面に打ち付けられ、顔面でがりがりとした砂利の感触を味わう。…痛みはなかった。……と思ったのもつかの間、すぐに皮ひ膚ふが擦すり剝むけるあの嫌な痛みと、胃の内容物がこみ上げてくる時にする、あの苦い感覚が口中を満たす。

　そんな痛みを堪たん能のうする時間もないことを、今の俺はよく理解していた。

　すぐに立ち上がるが、その時にはすでに次の男が眼前に迫ってきていた。…回避できないと冷静に理解できることが、かえって悔しい。

　もう一度、腹に渾身の一撃を入れると、そいつはぐるっと俺の背後にまわり、ぶっとい腕で俺の首をがっちりと絞め上げた。

　…ぐぅ、…ぐえぇぇ………、凄まじい腕力に、喉がつぶされるッ‼

　窒ちっ息そくするとか昏こん倒とうするとか、そんな理屈は思いつかなかった。…ただ、視界が真っ暗になり、頭の奥でじーーんという音が聞こえるだけ。意識を途切れないように保つのだけが精一杯だった。

　こうしてもがいてる間にも、もう一人の男は無防備になった俺の真正面に立っているに違いない。目を開けることはできなかったが、気配でそれを感じることができる。

　俺になす術はない。腕も振り解ほどけず、逃げることも反撃することもできない。

　絶体絶命…という単語を、脳裏に過よぎらせる時間すらも、もう与えられてはいなかった。





フィナーレ






　……………見慣れた天井だった。

　…まくらや布団の匂いも…とても馴染んだもの。……ここは……俺の部屋だ？

　普段なら俺以外がいることもないはずの室内に、俺以外の気配を感じたので、ばっと飛び起きる！　……その途端、全身に痛みが走った。

　俺は、…いつからここで横になってるんだ……？

「……大丈夫かな？　横になってた方がいいと思うよ…。」




　そこに、…レナがいた。

　なぜ俺がここにいてレナがここにいる⁉　全身の血管と筋肉が収しゅう縮しゅくする[image: !!!]

　………だが…レナの微笑みは俺のよく知るレナのものだった。…気を許してはいけない…と知りつつも、今のレナは大丈夫だ、と勝手に安心してしまう…。

「………俺は……どうして……。」

「…覚えてないの？」

「………意識がなくなってからのことは……全然………。」

　体は自分で想像する以上に鈍どん重じゅうになっていた。…あの一瞬で俺自身の持つ限界を出し切ったのだから、ガタが来ても当然かもしれない…。

　せめて意識だけでも鮮明にしようと足搔くが、…頭の中にもやがかかったような鈍さはなかなか抜けなかった。

「一応、お医者さんにも電話したから。もうすぐ来ると思うよ。…それまで横になってた方がいいと思うな。」

　医者を呼ばれるほど大袈裟な怪我じゃない。……だが医者という公正な立場の人間に来てもらえるのは少し心強い…。

「……俺、どうしてここにいるんだ…？　確か…ダム現場跡で……。」

「それはレナが聞きたいな。…何があったのかな？　レナが来た時には圭一くん、倒れてて……。」

「…だから聞きたいのは俺の方だよ。…変な二人組に襲われて……。」

　口に出し、ようやく意識を失う直前の記憶が蘇ってくる。その記憶が、恐怖として蘇るにつれ、頭の中のもやも少しずつ晴れていった。

　あの二人のことはともかく。…レナが俺を介かい抱ほうしてくれたのが…意外だった。俺はレナに命を狙われていると思っていた。…だったら、俺が意識を失っていたときは絶好のチャンスだったはずだ。

　にもかかわらず、俺は殺されず、どころかこうして介抱されている……。

「……よく、俺を引きずってここまでこれたな。…重かったろ。」

　レナの華きゃ奢しゃな体つきを見れば、俺を自宅の、それも二階まで引きずってきたのは尋じん常じょうじゃない。………他に仲間がいるのか…？

「………圭一くん、本当に覚えてないの？」

　レナはきょとんとしながらも笑顔で応える。

「いや、……………ごめん。全然覚えてない。」

「…レナは圭一くんに肩を貸しただけだよ？　大丈夫、自分で歩けるって圭一くんが………。………本当に覚えてない？」

　…覚えていない。意識が途切れた後の記憶は不鮮明だ。

「……二人組はどうした？」

「え？」

「……レナが来た時、俺と一緒に…あるいはすぐ近くに、二人組の男が…、」

「いなかったよ。」




　ぴしゃりと言い切られた。

　その言い切り方はどこか不快な色があった。

　この時の俺はあまりに弱気だった…。……レナに詰め寄ることもできたかもしれない。だが、そうするときっと…、やさしいレナは、俺の知らない怖いレナに変わってしまうかもしれない…。それが怖くて……それ以上踏み込むことを避けた。

　考えてみれば…当然だ。…もしもあの二人がいたら、いくらレナでもかなわないだろう。…俺を連れて行くにはあの二人がいなかったと考えないと説明できない。

　レナは笑顔のままだった。瞳の輝きも暖かだった。

　……なのに……顔の影が少しずつ暗くなっていくような…奇妙な錯覚を感じる…。

　…そのわずかな予兆に…背筋がぞくりとした……。

　まだレナがレナでいる内に………連絡しなければ。……大石さんに連絡しなければ。

　俺が寝床を抜け出そうとすると、レナがそれを制した。傷に障るから寝ていろ、と言う。

「………トイレに行きたいんだけどな。」

「…あ、……ごご、…ごめん。」

　それ以上はレナも何も言わなかった。

　レナを部屋に残し、足早に階下へ降りて居間の電話機を目指す。

　玄関の前にさしかかったとき、ピンポーンというチャイムの音がなった。

　レナが呼んだ医者だろう。

　患者自らが医者を迎えるというのも変な話だが……大石さんが駆けつけるまでの数十分間、いてくれるだけでこれほど心強いことはない。

　そう安直に思い、無警戒に玄関を開けたことを…数瞬後に悔やむ。




「み、…………魅音……⁉」

「あれ、元気そうだね。倒れてたって言うから、様子見に来たんだけど？」

「…な……なんで俺が倒れてたって知ってるんだよ。」

「レナが電話してきたから。……他に理由が必要？」

　医者に電話するならわかる。だが……どうして魅音にまで⁉⁉

　俺の背後の階段をレナが降りてきた。

「レナ、圭ちゃん大丈夫そうだよ？　ったく心配して損そんしたー。」

「そうだね。レナも心配して損したかな？　あははあははははははは。」

　二人は勝手に笑い出す。…陽気に笑っているように見えたが…やはりどこか影のあるような感じは拭えない…。

「さー、ほら圭ちゃん。重病人なんだからちゃんと寝てないとだめだよ。さーさー、お布団に戻った戻った！」

　二人に促され、階段を登らされる。……大石さんに電話をかける隙は、ない。

　俺は布団の中に押し込められてしまった。魅音は初めて入る俺の部屋を興味深そうに物ぶっ色しょくしている。あれやこれやをいじっては、レナにたしなめられる…そんな光景だった。

　部屋を物色されることは落ち着かないが、会話は至って平凡、微笑ましいものだ。

　そんな平凡な会話の中で、さも当たり前のことのように魅音が言った。

「…レナ。監督には電話した？」

「うん。魅ぃちゃんに電話した後、すぐにね。…すぐ来るって言ってたよ。」

　監督？　場違いな単語に違和感を覚えた。

　レナは医者を呼ぶために電話をし、魅音を呼ぶために電話をし、そして…監督に電話をした⁇

　レナと魅音の会話があまりにも安あん穏のんとしているので、その違和感は些さ細さいだ。……だが、無視することができない。俺が怪我をしたら医者に電話をして、魅音に電話をして、……さらに「監督」ってヤツにも電話しなくちゃならないのか…⁇

「……二人とも何の話をしてるんだよ？　監督ってなんだよ。」

「あははは、圭ちゃん知んないの？　監督ってったら監督だよ。」

「映画の監督とか。工事現場の監督とか。あははははははははははははははははは。」

　俺に関係のある監督という単語を全記憶の中から洗い出す。……該がい当とうは一件しかない。

　…それはレナが最後に言った、「工事現場の監督」。

　一番最初の事件、バラバラ殺人で被害者になった、ダム工事の…現場監督？

　でもおかしい。その監督は死んだはずだ。電話などできるはずもない。

「…お前らが何の話をしてるのかわからないよ。……その監督が俺と何か関係あるのか？　……来るって言ったけど…うちに来るのか？」

　当たり前な疑問を次々とぶつける。だが…二人は至って涼しそうに笑い合うだけだ。

　そんな二人の様子と、怪訝に思う俺の温度差には明らかに開きがあった。…徐々に、不愉快さと焦りが湧き上がってくる…。……レナと魅音が、何を言っているのか理解できない。

「…圭ちゃん、最近は野球に凝ってるんだよね？　監督、それ聞いたら喜ぶと思うなぁ。」

「……だから監督って誰だよ。」

「あはははは。監督は監督さんだよ。あははははははははははははははははは。」

「…だから、監督って誰だよッ⁉」

「「あはははははははははははははははははははははははははははははははは。」」

　レナと魅音は二人して顔を見合わせると…けたけたと笑い出す。それはこの上なく不快な…嫌な笑いの合唱だった。

「「あははははははははははははははははははははははは、は。」」

　気味が悪いくらいに長かった笑いは、その長さとは逆に、あっさりと途切れた。

　あれほど気味が悪いと思ったのに、…途切れたら、今度はそれはそれで不気味だった。何なんだ、一体……！

「そうだ。監督が来る前に済ませとくかな。……圭ちゃん、覚えてるかい？」

　魅音の表情からいつの間にか笑いが消えていた。

「……覚えてるって、…何をだよ。」

「あはははははははははははははは。圭一くん、忘れちゃったのかな？　罰ゲームなんだよ。罰ゲームなんだよ！」

「…忘れちゃったのかなぁ？　……おはぎの宿題。どれがレナの作ったおはぎかを当てる宿題。……あれ、確か宿題忘れだったよねぇ？」

　そんな宿題も確かあった。

　でも裁縫針が出てきたので残りのおはぎは全部を投げてしまった。だからどれがレナの作ったものかは回答していない…。それの…罰ゲームだって…？　なぜ今そんな話が出てくるんだ⁉

「あははははははははははははははははははははははははははは。」

　俺の疑問は表情に出ていたに違いない。その疑問に対する答えが、二人のこの乾いた笑いだった。

　何が何やら……わからなくなってくる。

　今日一日…、思えば初めから…何かが狂っている！　おかしい。理解できない！

　レナに追われ、怪しい男たちに襲われ、魅音とレナがやってきて罰ゲーム。

「「あははははははははははははははははははははははははははは。」」

　こいつらは…何が可お笑かしいんだ……⁉

　すでに異常な空間に引きずりこまれていることを気付くのに、そんなに時間はかからなかった。

　……そうだよ、こいつらは…一体誰なんだ⁉

　レナや魅音によく似た……誰なんだよッ⁉⁉

　いつの間にかレナが俺の後ろにいた。なぜと思う間もなく、後ろから羽は交がい締じめにされる‼

「な、何の真似だよッ⁉　は、放せ……ッ！」

「動かないでね。罰ゲームだから。あはははははははははははははははは。」

　自分の体が鈍重とは言え…、レナの羽交い締めはがっちりと極きまり身動きができない。

　そのあまりの力強さに…俺もほんのちょっと本気になって抵抗したが…それでもびくともしないのだ。焦りが噴出し、冗談の領域を越えたことを悟る。

　こんな尋常でない万まん力りきのような力を…俺のよく知っているレナが出せるわけがない…！

　じゃあ…俺をがっちりと締め上げているこの細くて華奢そうな腕は…誰の腕なんだよ⁉⁉

「……圭ちゃん、抵抗しちゃだめだよ～。会則第……何条でもいいや。罰ゲームに抵抗しちゃだめなんだからさ～！」

　魅音、いや、魅音によく似たそいつは、まるで魅音のように、俺に語りかける。

　だが…間違いなく、魅音じゃない。……魅音じゃない何者かが…魅音のフリをしているッ[image: !!!]

「くっくっく…。監督が来る前に済まさないとねぇ。」

　魅音がポケットをまさぐると…そこから奇妙な物を取り出した。……それが何か、視覚的には理解できたが、なぜ魅音のポケットから出てくるのかを…常識的に理解できなかった。

「……何だよ………それ……。」

　それは……小さな…注射器だった。




　とてもとてもシンプルな、誰もが注射器だと聞いた時、真っ先に想像するあの形状をまったく裏切らない、まさにそのものの注射器だった。……そんなことはわかってる。わからないのは、なぜそれがここにあって、魅音のポケットから出てくるのかということだった…。

　レナはさらに俺を強く押さえつける。そして耳元で、げてげてげて、ともはや笑い声にも聞こえないような声で大笑いした。

　その奇怪な笑い声は…絶対に、俺の知っているレナの喉から出せるものではない。…レナのふりをする…こいつの本当の笑い声なのだ…⁉

　抵抗することもできない俺に…魅音が注射器を構えながら…迫ってくる‼　そしてその針先を、俺の目の前で何度もちらつかせた。その閃く針の先端に、先端恐怖症でなくても目を背そむけたくなってしまう恐ろしさがある…！

「大丈夫大丈夫。痛くないから痛くないから…。くっくっくっく…‼」

「な……何をする気だよ……。これは一体何の真似だよッ⁉⁉」

「…圭ちゃん、何言ってんだか。……わかってんでしょ？」

「何が！　俺には何が何やらさっぱりわからねえよ…‼」

「……知ってるくせにー。今さらカマトトぶられてもなぁ。」

「わけのわからないことを言って俺を煙に巻くのはやめろッ[image: !!!]」

「………富竹さんと同じ目に遭ってもらう。」




「…え、………え⁉」

　富竹さんと…同じ目…⁉　よく意味がわからない。それとこの注射器に…どんな関係があるんだ…⁉

「……圭一くん、とぼけてるね。薄々は気付いてたくせにぃ☆」

　レナが耳元に口を寄せて、諭すように笑いかける。……だがその口調にも、喩たとえようもないおぞましさが含まれていた。

　とぼけてるって？　俺が？　何を‼　富竹さんと同じ目…だって⁉

　……富竹さんが遭わされた目…………………！




「みんな初めは轢き逃げされたものだと思っていました。ですが、意識を確かめるために近付いた警官はすぐに異状に気付きました。…喉がね、引き裂かれていたんですよ。」

「ナ、…ナイフとか……⁉」

「いいえ。爪でした。」

　爪⁉　爪って、指についてる…この爪⁉　それで…ガリガリと⁉⁉

　そうだ。

　……富竹さんは…自らの爪で喉を引き裂いての絶命だった。そんな死に方あるわけがない‼　もしも考えられるとしたら……[image: !!!]

「薬物を疑いましたが、そういう類のものは検出できませんでした。」

　そうだよ。警察は富竹さんの遺体からは薬物は検出できなかったはず………！

「け、警察は……富竹さんの遺体からは…薬物は検出できなかったって言ったぞ⁉」

「はぁ？　げてげてげてげてげてげて…！！！！！」

　二人は笑い声ともつかない、奇怪な声で笑い合う…。

　笑うのは当然だ。……警察にわからなかったから、そんな薬物は存在しないなんて決め付けが…いかに愚おろかしいことか…！

　つまり……富竹さんにあんな異常な死に方を遂とげさせる薬物は…実在するのだ⁉　このまま魅音に、それを注射されれば否応なくそれを実証することになるだろう…。

　それはつまり…富竹さんと同じ末まつ路ろ。……錯乱し、最後には自ら喉を引き裂いて…死！

　こんな奇怪な薬物が実在すること、そしてそれを魅音たちが所持していること、そしてそれが自分に注射されようとしていること。……今この瞬間、それらを疑問に思う必要は、一切ない。自分の顔面目がけて飛んでくるボールをかわす時、飛んできた理由を考える阿あ呆ほうがどこにいる？　…あぁあぁ、そんなわけのわからないことを考えている間に、もう魅音はすぐ目の前に迫っていて、その注射器を…ッ‼

「……観念しなって。んじゃ、」

　魅音の仕草があまりにも呆気なくて、それが恐ろしい。

　死刑を執しっ行こうする時の厳おごそかさなどなく。…まるで日常風景のありふれた行為であるかのように、躊躇がなかったからだ。

　だから、魅音がもう片方の手を伸ばし、俺の胸元を摑んだ瞬間。

　後頭部に電気が走り、世界中が停電になったような錯覚を感じた。




　立ちくらみ？　それとも…誰かに後頭部を思い切り殴られた？

　平衡感覚が失われ、めまいに襲われる……。

　……床に吸い込まれるようにしゃがみ込み、…朦もう朧ろうとする頭に必死に血液を送り込もうとした。

　そして、次第に頭の中のジーンとした痺れが取れ、…ゆっくりと…全身に血の通いが戻ってくるのがわかる。

　俺は…どの位の時間、ここにうずくまっていたのか…？　何分？　それとも何十分なのか…。

　………見上げた時計の針は、まるで俺が目を閉じていた間分だけ、きっちりと止まっていたのではないかと思うくらい、進んでいなかった。

　…本当に？　今、室内を覆おおう空気は、さっきまでの狂気に満ちたものでなく、……灰色の静寂だけになっている。

　羽交い締めにしていたはずのレナもいなかったし、今まさに注射しようと迫っていた魅音もいなかった。

　……まさか…全部……何かの……幻？

　部屋には俺以外の気配はまったくなくなっているのだ…。

　かつてない異常な体験。…………俺は確かに……レナと魅音に………。

　自分の正気を一瞬疑うが、同時にある種の安堵感も感じていた。

　ははは、……やっぱり……あの恐ろしい出来事は…幻だったんだ。レナも魅音も…あんな恐ろしいことをするわけが……ないんだ…。

　なのに、目め頭がしらが…熱くなる。感情がこみ上げてくるのがわかった…。

　どうして…？　それは涙がこみ上げる理由にではない。

　どうして…？　……それは………悲しみだった。

　……どうして悲しくなるんだろう…？　わからない。……わからない……。

　男女とか、年齢とか…分け隔へだてなく、親しくしてくれた。…魅音。

　……その魅音は、窓際に不自然な格好で横たわっていた。

　頭から胸元が血でべっとりと赤黒くなっている。壁一面に飛び散った真っ赤なものは……魅音が撒き散らしたものに違いなかった。

　いつも明るい笑顔を絶やさず、転校してきた初日から親切にしてくれた。…レナ。

　…そのレナは俺の足元でうずくまり、魅音と同じように血ち溜だまりを作っていた。

　……………………………………。

　何があったのか理解できない。……誰かが俺を助けに来てくれたのか？　そしてこの二人を打ち倒したのか？　…この、金属バットで…？

　右腕の重さにようやく気付いた。

　いつ握ったのか。……それは悟史の金属バットだった。

　べっとりと赤黒い血が貼り付き、…二人を叩きのめした凶器であることを疑わせようともしなかった。

　その、明らかに凶器の金属バットを俺が持っている。そして家の中には俺以外に誰もいない。

「え、………………俺、」

　客観的に見て、俺がやった以外に考えられない…。




「俺が……やったのか……？」

　…そうだよ。前原圭一。俺がやったんじゃないか。俺は…まるで自分自身を諭すように…やさしく告げた。

　なぁ俺。…無理に思い出さなくていいし、後悔する必要もない。……やらなきゃやられてた。それはわかってるだろ…？

「でも……血が、血が、……こんなに………！」

　レナも魅音もぴくりとも動かなかった。

　額ひたいが割れて血が一筋…なんて甘いものじゃない。…辺り一面に真っ赤な飛沫が飛び散り、二度三度では済まない打撃が加えられたことを教えてくれた。

　べっとりと血ち糊のりの化粧で覆おおわれた顔面は歪いびつに打ち砕かれ、手当てをすればどうにかなるという領域をすでに逸脱しているのは明白だった…。




「……し、死んじまったのか…？　二人とも……。」

　心の奥底は冷静なのに、心の表層だけが焦り、動揺する。

　落ち着け前原圭一。いつものクールな俺はどうしたんだ⁉　さぁほら。…いつもやるみたいに、頭を後ろに反らして大きく深呼吸をするんだ。…ほら。

　…………一度。……二度。……大きく深呼吸する。

　冷静になれ。冷静になれ…。心の中で何度も唱え、気を落ち着ける…。

　ようやく景色が色を取り戻し、空気にも匂いが戻った。それと一緒に…あの空白の時間に何が起こったのかを思い出す…。

　レナと魅音が襲ってきた。俺に「富竹さんと同じ症状を起こさせる」注射をしようとした。そしてその直前、俺は反撃したんだ…。

　羽交い締めにするレナを全身をひねって投げ飛ばした。

　そのままさらに回転し、踵かかとで思い切り魅音の腹部を蹴り抜いた。…柔らかかった。

　レナが俺にとびかかろうとしたので、思い切りの体当たりで、壁に打ちつけた。

　二人が共に体勢を崩し、一瞬の隙が生じたことをその時の俺は見逃さない。

　机の脇に無造作に置かれた悟史のバット。

　…………ぷつん。と、…ここで真っ暗になる。

　俺というビデオが、ここから先を録画していないとでも言いたげだった。

　いや…違う。………録画してないんじゃない。ちゃんと録画されている。

　ただ………俺の中のもう一人が……見るなと言ってテレビを消しただけなのだ。

　画面が真っ暗になって見えなくなっただけで……俺の中のビデオテープには間違いなく録画されている。

　テレビを切っただけで……ビデオの再生はまだ続いている。俺の中のビデオが……カラカラと…再生を続けている。真っ暗になったブラウン管の向こうで………恐ろしい映像を流し続けている…。

　そして、……その過程を経たのが、……この室内の惨さん状じょうだった。

　…敷かれた布団が踏み荒らされてぐちゃぐちゃになり、それらに混じって不自然な格好で倒れる二人。

　部屋中の壁という壁に血が飛び散っていて、それらはさらに下に垂れておぞましい狂気の絵画を描いていた。そして、気付いてしまったら吐き気を催もよおさずにはいられない、むせ返るような血の臭い……。

　どんな経けい緯いがあったにせよ……俺は、女の子を、仲間を、……殴ってしまった。

　殴ってしまった？　何という場違いな言葉なのか！　殴るじゃない。これは殺した、あるいは壊したとすら言える行為だ。彼女らの顔面と思われる部分は、おぞましく歪み破壊されていて、…鼻は潰され、眼球は潰れ、歯は茎ぐきは砕かれてた。

　だが……こうしなければ俺がやられていた！　過剰だったにせよ、…これは正当防衛なんだ。

　そうさ、ここには全てがある。倒れた二人と魅音の注射器。

　魅音の注射器に詰まっている未知の薬物が、富竹さんの事件の謎を解き明かすだろう。そしてこの二人の関与の事実から、犯人たちを芋いもづる式に検挙できるだろう。

　それでも俺は罪に問われるかもしれない。抵抗の度合いを超えているのは明白なのだから。……だが、それでもいい。

　とにかく、これでちゃんとした警察沙汰になる。レナの過去の事件のように、うやむやにはならない。とにかく警察が関与すれば……すべて決着がつくはずなのだ。

　警察は過去の一連の事件を再び捜査するだろう。……大石さんがきっと…全てを暴いてくれる。

　つまり……俺の望み。…死にたくない、全ての真相を知りたい……は、最低限の形、あるいは最悪の形であっても達たっせられるのだ。

　そして、それはもうじき叶かなうだろう。

　レナが呼んだという医者が直じきにここにやってくる。全てを告白しよう。その前に大石さんにも連絡を……。

　その時、思い出す。

　ここには、医者の他に、「監督」という人物が呼ばれていることを……。レナと魅音の会話から、事件に深く関与のある人物であることは想像に容易だ。

　……凄惨な出来事に心を痛める余裕すらも、急速に失われていく。

　まだ…終わっていない。ここは…もはや安全ではなくなった。

　クールになれ前原圭一。…まだ終わっちゃいない。終わっちゃいない終わっちゃいない！　警察に事件の全てを伝えるまで……俺は生き延びなければならない…‼

　…その時、表から人の声が聞こえた気がした。

　人の会話ということは、二人以上の人間がいるということだ。

　カーテンをほんの少しずらし、表をうかがう。

　……それは異様な光景だった。四、五人の大人の男性たちが、門の前に群がっているのだ。

　彼らの雰囲気は、今日、ダム現場跡で襲い掛かってきたあの二人の雰囲気にもよく似ていた。

　……いや、…似ているどころか、…あの男はまさに俺を追ってきたあいつじゃないのか…！　そうさ、俺はわずかの時間とは言え、対峙し戦っている！　顔を見間違えたりするもんか‼

　その中のひとりは医者を思わせる白衣を着ていた。……でもその雰囲気はとても医者には見えない。医者のふりをした変装だと直感する。

　多分、あいつはチャイムを鳴らして、俺に玄関を開けさせる役なのだろう。

　医者だと偽って扉を開けさせて……他のやつらが一気に踏み込むつもりなのだ…！

　その時、男たちの後ろに止まっていた車を見て、心臓が飛び出しそうになった。

　……白い……ワゴン車ッ！！！！！




　間違いない。…俺を轢こうとした…あの車だ…[image: !!!]

　白衣の男が門を入り玄関に近付いてくる。他の男たちは茂しげみの陰に隠れながら、それを息を殺してうかがっている…。

　居留守を使っても恐らく無駄だ。…ヤツらならあっさりと窓を破って侵入するに違いない…！　あれだけどうどうと襲い掛かってきた連中なのだから！

　…なんとかここを脱出。そして…公衆電話で大石さんに連絡。どこかで落ち合おう。

　まず必要なのは武器！　あと靴ッ‼

　だがその前に…ひとつだけやらなければならないことがある…。

　…俺に死ぬつもりはない。絶対に生き延びて……この理不尽な「オヤシロさまの呪い」の真しん相そうを究明する。

　だが…これから起こることによっては、…俺のそんな決意とは無関係に……俺は焉しゅう終えんを迎えるかもしれない。……だからこそ。…今すぐここを逃げ出すよりも、大切なことがある。

　壁掛け時計を素早く外し、裏に隠したメモを剝がす。

　…畜生…！　こんなにも丁寧にがっちりとセロハンテープで貼り付けやがって…‼

　多少破れてもいい。少し破き気味にメモを広げ、サインペンで新たな一文を書き加える。

　……俺が大石さんに伝えることが叶わなかったら。……頼みになるのはこのメモだけ！　これほど、破けた大学ノートの一ページが頼もしいことはなかった。

　時間はない。今知りうる真実だけを。…真相究明に役立てる、何かの情報を‼

〝レナと魅音は犯人の一味。〟

　これは疑いようのない事実。…今でも信じたくない。…だが事実なのだ！

　とにかく…犯人の手掛かりになりそうな情報は全て残そう。

〝他にも大人が四～五人以上。白いワゴン車を所有。〟

　…さっき窓から見た限りではそのくらいだった。…もっといるのかもしれない。

　そして…「監督」という未知の存在。

　…そもそも…監督なんてこの雛見沢に似つかわしくない単語だ。……もしも……過去の事件で唯一監督という単語が絡むとしたら……一番初めのバラバラ殺人の被害者の現場監督だけ。

　一連の連続事件の一番最初の被害者だ。リンチで殺され、遺体は六つに切り刻まれた。

　見つかっていないのは右腕だけ。……その死は警察が確認しているはずでは…？

　でもレナと魅音は確かに、監督を呼んだと言った。監督と言った。

　死んだ人間を呼べるわけがない。…警察だって、死んだはずの人間が関わっているなどとは思うまい。

　……それが…何かの盲もう点てんなのか⁇　わからない。だが…俺にはわからなくても…大石さんには重要なヒントになるかもしれない！

　…そう。……一番最初の事件から洗うべきなのだ。

　あれがただのバラバラ殺人でなく、その後に続く、連続怪死事件の始まりなら………絶対に……何かが隠されているはずなのだ！

〝バラバラ殺人の被害者をもう一度よく調べてください。生きています。〟

　人の死ってのは検死とか経て、しっかりと調べられるはずだ。……理屈ではそう思ってる。…だが、本当にそうなのか？　警察を巧みに欺あざむく…狡こう猾かつな仕掛けがあるのではないか…⁇　断定はできない。……だが、…生きているかもしれない…。

　だが、それを想像するには、今はあまりに時間がない。

　……そうだ。それよりももっと書かねばならないことがある…！

〝富竹さんの死は未知の薬物によるもの。〟

　そう。この注射器の中の薬物が…唯ゆい一いつ無む二にの証拠だ！　これさえあれば…全てを解明できるに違いない…[image: !!!]

　床に転がる、そんな重要な証拠をここに放置するわけにはいかない。

〝証拠の注射器はこれです。〟

　そう書き、転がっている証拠の注射器をセロハンテープで時計の裏に厳げん重じゅうに貼り付ける。

　絶対に転がり落ちたりしないように…厳重に……厳重に‼　俺が、命を危険に晒さらしてついに握った敵の証拠なのだから！

　ピンポーン………。

　チャイムが鳴った。……来たッ[image: !!!]

　もうこれ以上を書くことはできない。……それでも！　俺は最後に……これを書かずにはいられなかった。

〝どうしてこんなことになったのか、私にはわかりません。〟




　………………………………俺がこのメモに記した中で、一番の真実はこれだけかもしれない。

〝これをあなたが読んだなら、その時、私は死んでいるでしょう。…死体があるか、ないかの違いはあるでしょうが。〟

　……………………………これも全て筋書きなら。…俺は祟りで死ぬのか。鬼隠しで消えるのか……。

〝これを読んだあなた。どうか真相を暴いてください。それだけが私の望みです。〟




　これで……俺の遺ゆい言ごんはすべてだ。

　別に俺が死ぬと決まったわけじゃない。…だが…万が一の時のための……遺言だった。

　メモを畳み、時計の裏に貼り付け、それを元の位置に戻す。

　祈らずにはいられない。……大石さん。…俺にもしものことがあったら…全部、頼むからな…‼

　それから、横たわるレナと魅音にもう一度だけ振り返った。

　…多分、これが今こん生じょうの別れだな。レナ。魅音。

「俺、……みんなのこと……本当に友達だと思ってたんだぜ……。」

　なのに……どうしてこんなことになってしまったんだよ……？

　前の学校では楽しいことなんか何もなかった。…偏差値の上下に一いっ喜き一いち憂ゆうし、志望校が合格圏か安全圏かとか…そんな話しかしなかった。…灰色の生活だった。つまらなかった。

　友達ってのはクラスの勉強のライバルのことで、内申書と校内偏差値を競きそい合う敵だと思ってた。

　それが、如い何かに馬鹿な勘違いなのかを教えてくれたのがみんなだった。

　この一ヵ月間、本当に楽しかった…。弁当で大騒ぎをし、部活で大騒ぎをし、お祭りで大騒ぎをし……。

　目から熱いものがボタボタとあふれ出る。……不ふ覚かくにも…涙だった。

　こいつらのために涙を流す義理なんかないはずだ。…でも止められない…‼

　たとえ命を狙われたとしても。殺されそうになったとしても。…この一ヵ月間の思い出は……忘れられないのだ…。

　それとも……あの楽しかった日々は…虚きょ偽ぎだったのだろうか…？

　俺を謀たばかるために…今日まで周到に続けられた……罠わなだったのだろうか？

　俺だけが一方的に仲間だと思い込んでいただけなのでは………？

　そんなはずは……ないッ！！！！

　レナも魅音も……本当に俺の仲間だったッ[image: !!!]

　あの楽しかった日々に……わずかの曇りも虚偽もあるものか…[image: !!!]

　きっとレナたちは……俺を殺すよう、何者かに強要されたに違いないのだ。あるいは…オヤシロさまという超常存在が取り憑き、意識を乗っ取られていたに違いないのだ！

　とにかく…レナも魅音も…最高の友人だった‼　そして…俺に襲い掛かってきたのは……二人の意志とは異なるものに違いないのだッ！！！！！

　だが…どんな強要があったにせよ、仲間を売るような二人じゃなかった。

　オヤシロさまなんてものに乗っ取られるような、非現実的なことがあるわけもなかった。

　じゃあ…やっぱり……本物のレナと魅音が…襲い掛かってきたんだ…⁉⁉

　俺は…何を考えてるんだろう………。この期に及んで、滑こっ稽けいな馬鹿な話だった。

　…レナと魅音を殴り殺しておきながら。…あのレナは本物だったかとか偽者だったかとか、今頃論議しているのだ。

　本物も偽者もあるわけがない。…結果だけが真実なのだ。

　足元にレナと魅音が横たわる、それだけが真実…‼

　仲間を殴リ殺シタ事実を……都合よく捻ねじ曲げようとしているだけ……‼

　どう捻じ曲げたって……レナと魅音が……死ンデシマッタコトには何も変わりはないというのに…！！！！

　抑えていた異常な感情のダムに亀き裂れつが入るのを感じた。……虚勢という、平常心が退しりぞき、その隙間に…狂気が漏れ出してくるのをひしひしと感じる…。

　俺が殺したんだ。俺が殺したんだ。…レナを魅音を…。殺したんだ…‼




　再びチャイムが鳴り響く。

　その容赦ない響きが、俺にもう一度だけ冷静さを取り戻させてくれた。

　もう一刻の猶ゆう予よもない！　早く…逃げなければ[image: !!!]

　とにかく…死にたくなかった。それから全てを暴きたいと思った。俺をここまで追い込んだ何かの正体を……[image: !!!]

　もう何もない。何もかもが滅め茶ちゃ苦く茶ちゃ。…あんなにも楽しかった日々はもう完全に砕け散って粉々だ。……だから、知りたい‼　何でこんなことになってしまったのかを知りたい‼　泥を啜ってでも、草を食はんででも…‼　生き残る生き残る絶対に生き残る‼

　そのためにレナを殺した！　魅音も殺した！　そこまでして生き延びた‼

　だから死ねない。俺が生き残るために殺されたレナと魅音のためにも…絶対生き延びなければならないのだ‼

　玄関へ走り、靴を鷲わしづかみにした時、急かすように再びチャイムが鳴った。……この一枚の扉の向こうに……いるッ[image: !!!]

　足音を殺しながら…台所へ。…勝手口へ向かう。…昨夜、針を探すために撒き散らしたゴミはそのままで、小さい汚らしい羽虫が舞っていてとても不潔だった。だが今はそんなことはどうでもいい。……あの、おはぎの中の針よりも、もっともっと直接的な証拠を手に入れた今、もうあの針の有無などどうでもいいことなのだから。

　勝手口を開け放つ前に、耳を当て表の気配をうかがう……。気配はない…？

　靴を履き…音をさせないようにゆっくりと扉を開く…。

　うまく連中の裏をかけた…。そう思った時、鋭い声に叫ばれた。

「いたぞ‼　裏口だ‼」

　その声が体を突きぬけ……戦せん慄りつが駆け抜けるッ[image: !!!]

　走るしかない！！！！！　逃げろ圭一ッ！！！！！！！

　頭から知性とか理性とか、そういうゆとりあるものが次々こぼれていった…。

　そのまま俺は、家の裏の林の中へ飛び込んでいく。…少しでも妙なところに逃げ込めば追っ手を撒けるのではないかと思う本能だった。

　梢こずえで腕や頰に擦り傷が出来ても、何も痛みは感じない。ばくばくと機械的に収縮する心臓にも何の痛みも、疲労も感じなかった。

　体中の全細胞が、ただ生きたいと…。それ以外の何も望まなかったから。今さら何も不ふ平へいを言わなかったに違いない。ここで足を止めれば、そもそも殺されてしまうのだから、疲れを感じるわけもない…！

　ただただ…走った。自分が前だと思う方向に、がむしゃらに走り続けた。

　…たとえ誰も俺を追っていなかったにせよ、俺は疾走をやめないに違いない…。

　どこを目指して走っているかなど、もう頭にない。

　振り向けば、すぐそこに気配がいる気がした。

　その気配は間違いなくぴったりと、影のように俺を追い立てる。

　一瞬でも足を違えれば……食われる。そう思った。

　だから振り返らなかった。止まらなかった。走り抜けた。全力で…[image: !!!]




　カナカナカナカナ……。

　それは夕暮れを教えるひぐらしの鳴き声。

　…俺に何かを教えようとし、そしてついにかなわなかった犠牲者たちの、泣き声。

　俺も…それに加わるのか。

　カナカナカナカナカナ………。

　ひぐらしだけが知っている。……全部知ってる。きっと知ってる。

　だから、…たくさんひぐらしの鳴く声の聞こえる方へ走った。

　だが鳴き声は…走った分だけ遠のく。…近づけない。

　どうして逃げるんだよ、みんな…[image: !!!]

　俺が悪いのかよ。悪かったのかよ⁉　なら謝るさ‼

　ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい……。

　ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい……。

　ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい……。

　ひぐらしだけが、全てを知っている気がした。





[image: （挿絵）]






遺言






　喫きつ煙えんスペースには紫し煙えんが立ち込めていた。

　高額備品扱いの分煙機も、チリチリという何だか電気のはぜるみたいな音がうるさいだけで、ちっとも役に立っているようには見えない。

　どうしてこんな日当たりの悪い廊下の奥に、我々愛煙家が押し込まれなければならないのか？

　…タバコの税収ってのは確か、自治体の税収の一割くらいはあるって聞いたことがあるような…。私たちは地方自治体を支える高額納税者なんですから、もう少しいい待たい遇ぐうにはならんもんですかねぇ…。

「……うーん、どうしてこれが五ご萬まん切りなんすか？　待ちが狭くなっちゃうっすよ？」

　後輩の熊ちゃんが麻雀雑誌の「次の一手」のコーナーとにらめっこをしている。まだまだ初心者の彼に、勉強になる問題を見つけたので出題してやったのだ。

「んっふっふっふ！　だって五萬切ってもテンパイ崩れませんから。」

「ハイテーに賭かけるなら、両リャン面メンで受けた方がチャンスあるんじゃないすか？」

「熊ちゃん、河を見て下さい。五萬は全員切ってますから安あん牌パイなんですよ。終盤で形テンに走った誰かがダマで待ってたら嫌でしょ。」

　熊ちゃんはうーんと唸りながら、タバコを捻ねじり、もう一本を取り出す。

「…納得いかないっすねぇ…。わざわざ自分で当たり牌減らすなんて。」

「ちなみに、ハイテーで当たり牌出てもロンしちゃダメですよ。」

「え⁉　どうしてっすか⁉」

　その時、廊下の向こうから声が聞こえてきた。

「大石さん、いますかー？　一般の方から外線でーす。」

「ありゃ、こりゃどうも。それじゃ、ちょいと失礼！」

「ど、どうしてロンしちゃダメなんすかぁ⁉　あ、待ってくださいよ大石さぁん！」

　大石の向かいの席の男が受話器を振っている。

「外線です。公衆から。」

「あーどうもすみません！　……お待たせしました、大石です。もしもし？」




「お、大石さんですか⁉　もしもし⁉」

「前原さんじゃありませんか。どうもどうもこんにちは…！」

　…前原くんからこちらに電話をかけてくるのは初めて。そしてかけてきたのは公衆電話。そして明らかに落ち着きを失ったその口調から、大石は何かの緊急事態をすぐに悟った。

「落ち着いて下さい！　何がありました？」

「えっと、その、……ぅおぇぇ………。」

　声は混乱し、ろれつも回っていないようだった。息も絶たえ絶だえで、まるで何者かから逃げ延びて、ようやく電話をしてきたような感じ…！

「何があったんです⁉　もしもし⁉」

　大石のその口調に、周りの刑事たちも緊急事態を悟る。皆、私し語ごを止め、大石の電話を見守った。

「あぁぁあぁあの…お、…ぉぉ……俺……、」

「…落ち着いて前原さん！　今そこに近場の警官を行かせます。私もすぐそっちに行きますよ！」

「………あ、その……多分……無理です。……間に合わ………。」

　声に怯えと達たっ観かん…。

　……まさか、電話をかけながら、すでに何者かに囲まれている⁉

「前原さんは今、公衆電話からかけてますよね？　どこの公衆電話ですか⁉」

　前原くんの声以外の環境音がまったくない。電話ボックスからか。

　メモに殴り書きをし、対面の同僚に突きつける。

（ヒナミザワ、デンワボックス‼）

　同僚がすぐに事態を飲み込み、慌あわただしく内線を回す。

「…落ち着いて前原さん！　今はどういう状況なんです…⁉」

　混乱した相手に余計あおるような言い方はよくないのだが…、今回はそういうケースじゃない。

　…前原くんは危機に襲われ、逃げ切ってから電話をかけてるんじゃない。……今この瞬間も何らかの危機にさらされている…⁉

　だが…こっちがまくしたてたって、前原くんは余計に焦るだけなのだ。

　前原くんは助けを求めるためだけに電話をしてきたんじゃない。…それ以上の何かを伝えたくて電話をしてきているのだ。

　そしてその何かは、……この電話の機会を逃すと、もう二度と伝えられないという確信に基づいている…！

　同僚がメモを回してきた。

（雛見沢にボックスは二箇所。パトを向かわせました。五分で到着します。）

「掛かり過ぎです！　警けい邏らには何人乗ってます⁉」

「二人です。」

「足りませんねぇ！　もしも私の想像通りなら…前原くんは多人数に囲まれている。それに五分じゃ遅すぎる！　雛見沢の駐在さんには電話しました⁉」

「しましたが、定時巡回の時間です。家人は留守で連絡不能！」

「くそッ‼　熊ちゃん、車を回して下さい。私たちも出ますよ‼」

「了解っす[image: !!!]」

「…もしもし？　大石さん…？　ごほっごぼッ‼」

「もしもし！　大丈夫です。ちゃんと聞こえてますよ！」

　前原くんの様子がおかしい…。今の咳の音は普通じゃない。……嘔吐？　それともまさか…血⁉　すでに襲われ負傷している⁉

「前原さん、今そこに警官が向かってます。二、三分で到着しますから何とか持ちこたえて下さい！　もしもし⁉　聞こえてますか⁉　前原さん⁉」

　受話器の向こうで咳き込むのが聞こえた。……脳裏に最悪の予感が過ぎる。

「前原さん‼　犯人は誰です⁉　敵は何人なんですッ⁉」

「……お、…俺も……最初はニンゲンが犯人なんだと思いまし……げぼッ‼」

　咳とも嘔吐ともつかない呻き。

「大丈夫ですか‼　前原さん‼」

「犯人はニンゲンなんだって、オヤシロさまの祟りなんかないんだって、そう思ってました…。ついさっきまで。……だけど……やっぱり…、げほげほ…ッ‼」

　激しい咳。それに続いて嘔吐。

「……でも…やっぱり…オヤシロさまってのは……いるんだと思います……。いや、います。今。」

「前原さん、どうか、どうか落ち着いて…、」

「なんかさっきからおかしいと思ってたんです…。ずーっとつけてくるんですよ…‼　走っても走っても、走っても走っても…[image: !!!]　影みたいにぴったりくっついて‼　だけども少しずつ…少しずつ…。俺の背中ににじり寄ってくるんです……。」

「……前原さん、…そいつは………今、ひょっとして…、………前原さんの…後ろに？」

「……………後ろに。……すぐ、……後ろに………。」

「お願いです前原さん。……怖いのはわかります。ですがお願いです‼　……あなたの後ろに……誰がいるんですッ⁉⁉」

「振り向けるわけ…ないじゃないですか…。振り向いたら……俺……俺…、」

「怖いのはわかります‼　でも教えて欲しい‼　ちょっと振り返るだけでいいんです‼　前原さんの後ろに……誰がいるんですッ⁉⁉」

　直後に激しく嘔吐する音が聞こえる。それから何か嫌な音。それは、……異音。絹きぬを搔くような耳障りな異音。

「…前原さん、……あんたまさか、…喉を引っ搔いてたりは…しないでしょうね…⁉」

　返事はない。…ばりばりと…搔きむしるような音……。それはまさに、富竹ジロウの最期の再現なのか。

　ガタンガシャン！　とぶつかり合う音がした。…前原くんが受話器を落としたのだろう。

　電話の向こうからは唸りと嘔吐、そして繰り返される……喉を搔き毟る異音。

「もしもし！　もしもし⁉　前原さん⁉　もしもーしッ⁉⁉」

　離された受話器の声がどんなに遠いかよくわかってる。でも…叫ばずにはいられないのだ。

　その時、受話器の向こうから…つぶやきが聞こえた。何を言っているのかはわからない。……口調からして…独り言？　それとも…そこにいる誰かに言っているのか？

「もしもし…？　………………………前原…さん…？」

　それはつぶやきというより……お経きょうみたいな、単調な何かの繰り返しだった。

　その何かを聞き取ろうと…神経を研ぎ澄ます…。

　何を繰り返してるんだ彼は……。一体……何を………[image: !!!]

　ぶつん！

　あまりに唐突に切れた。……十円が切れたのか⁉　公衆電話だったから…‼

「…………あ。」

　唐突に切られたから。…むしろ最後の一言は鮮明に脳裏に戻った。

「大石さん、車はＯＫっす[image: !!!]　大石さん…⁉」

「……ごめんなさい、だ。」

「大石さん……⁇」

「前原さんはずっと繰り返してたんだ。…ごめんなさい、って………。」

　その時、直感した。…………もう、そんなに急ぐ必要がないかもしれないことを。

　……前原圭一は、今、……「オヤシロさまの祟り」に、飲み込まれたのである…。




　その時、開け放たれた窓の向こうから…ひぐらしの声が聞こえてきた。

　カナカナカナカナカナ……。

　ずっと聞こえていたはずだった。…特に気にも留めず。

　どうして今になって急に気になったのか。

　カナカナカナカナカナ……。

　何か、伝えようとしている？　…何を…？

　でも、いくら耳を傾けようとも、その意味を理解することはできなかった…。

　それでも、ひぐらしはなく。

　カナカナカナカナ。カナカナカナカナ。

　ひぐらしだけが知っている。……そんな気がした。





祭りの終わり






　昭和五十八年六月二十五日（土）

　某県鹿しし骨ぼね市しの寒村、雛見沢で女子生徒殺人事件が発生した。

　容疑者は、前原圭一（十Ｘ歳）

　容疑者は自宅にクラスメートの女子二名（竜宮礼れい奈な・園崎魅音）を呼び寄せ、金属バットで撲殺した疑い。

　犯行現場は自宅二階の容疑者の自室だった。

　室内は凄まじい血飛沫に染まり、被害者ともみ合った形跡が認められた。

　また、犯行現場とは別に、玄関、居間、台所でも荒らされた形跡が認められた。

　玄関では、靴箱と壁に激しい打撃の痕跡。

　凶器のバットによるものと断定。痕跡に血液反応が出なかったことから、犯行以前に破壊したものと推定。被害者の逃走を阻そ止しするため、容疑者が威圧行為を行なった可能性がある。

　居間では絨毯が剝がされ、投げ捨てられていた。

　これは被害者ともみ合った際のものとは考え難く、その真意は不明。

　台所ではゴミ袋が破かれ、その中身が床にばらまかれていた。

　さらに、そのゴミは容疑者が手の平で叩いて潰したとしか思えない痕跡が残されていた。その目的は不明。

　また、冷蔵庫に貼り付けられていたメモには〝針がなかった？〟と記されていた。

　これも意味不明。念のためゴミを徹底的に探すが、針のようなものは発見できなかった。

　他に特筆すべきこととしては、引っ越し以来、開放したままになっているガレージのシャッターがわざわざ閉じられていた。

　シャッターからは容疑者の指し紋もんを検出。目的は不明。




　容疑者は犯行現場から逃走したが、警邏中の警察官（雛見沢駐在所）が村内の電話ボックス内で倒れているのを発見する。

　発見時、容疑者は意識不明の重体。直ただちに村内の診療所に搬はん送そうし手当てをしたが、意識は戻らず二十四時間後に死亡した。

　検死の結果、直接の死因は出血性ショック死。自らの爪で喉を引き裂き、その結果の失血で死に至ったと断定した。

　先週に発生した富竹ジロウ事件の異常な死に方との酷こく似じに、警察は関連性があるものとして捜査を行なっている。（ただし、地元からの強い要望により非公開捜査）

　異常な死因に、富竹事件同様何らかの薬物の使用を疑うが、これまた一切の薬物反応が検出されてない。




　当初はあまりの不可解さに、衝動的な突発的犯行と断定していた。

　だが、容疑者の犯行直前までの奇行が次々と露ろ呈ていするに従い、捜査方針は変更されることとなる。

　親しかったグループとの離り別べつ。孤立。意味不明の言動。犯行の数日前からは金属バットを持ち歩くようになっていた。

　攻撃的な言動、独り言は学校でもしばしば見られ、クラスメートが実際にその一部を聞いている。

　犯行の前々日には、両親に自らの死をほのめかす発言もしていた。

　警察は、これらの状況から、この事件が突発的なものでなく、数日前から予定された計画的犯行の可能性があるとして捜査を開始する。




　その後、容疑者の自室から直じき筆ひつのメモが発見された。

　メモはＢ５の大学ノートを半分に裂いたもの二枚で構成され、まるで隠蔽するかのように、壁時計の裏に貼りつけられていた。

　メモの内容は別べっ添てんの通り。

　その内容から警察は、容疑者が何らかの事件に巻き込まれていた可能性があるとして再び捜査方針を転換した。

　だが、その後なんの手がかりも摑めず、メモそのものの内容の異常さから信しん憑ぴょう性を疑われるようになる。

　この事件は衝動的なものなのか、計画的なものなのか。

　真相もわからず進展もなく、事件は文字通り迷宮入りの様相となった。




　だが……後年。

　このメモにひとつの不審点が浮上した。

　二枚のメモは、Ｂ５のページを半分にしたものが一枚ずつではなく…。

　元はＢ５の一ページに書かれたものを…何者かが、〝真ん中の数行を削除するために〟破り捨てたのではないか…というのだ。

　文字の大きさと、破かれた部分から推定して、削除されたのは二、三行。

　削除した人物は容疑者以外である可能性が高い。

　また、時計裏に付ふ着ちゃくしていた大量のセロハンテープ跡から、〝メモ以外にも何かが貼り付けられていたのではないか〟との憶測が出た。

　第一発見者は、かねてから事件との関係を噂される疑惑の刑事。大石蔵くら人うど。

　任意で事情聴取をしたが、メモの破は損そんについては否定する………。

　以下が、そのメモの内容である。





[image: （前原圭一の遺書（全文））

私、前原圭一は命を狙われています。
なぜ、誰に、命を狙われているのかはわかりません。
ただひとつわかる事は、オヤシロさまの祟りと関係が
あるということです
レナと魅音は犯人の一味。他にも大人が
四ー五人以上◯白いワゴン車を所有。

（破り取られた跡）

どうしてこんなことになったのか、私には
わかりません。
これをあなたが読んだなら、その時、
私は死んでいるでしょう。
…死体があるか、ないかの
違いはあるでしょうが。
これを読んだあなた。どうか
真相を暴いてください。それだけが
私の望みです。前原圭一]






〈ひぐらしのなく頃に　第一話～鬼隠し編～　了〉







あとがき




　こんにちは、竜騎士07です。

　この度は『ひぐらしのなく頃に』の第一話となる「鬼隠し編」をお手に取っていただき誠にありがとうございます。そして、このような文章力の至らぬ物語を、ここまで読み進めてくださった皆さんに、心よりお礼申し上げます。

　今回、星海社さんより文庫化のお話を頂いた際、少し離れていた『ひぐらしのなく頃に』「鬼隠し編」の世界に戻ってまいりました。改めて読み返すと、現在の私の文章の書き方と違う部分がいくつかあり、なんとも言えない懐かしい気持ちになりました。

　このような稚拙な作品ですが、どうか続く物語もお楽しみいただければ幸いです。




　今回の「鬼隠し編」の世界では、主人公の前原圭一は、いつの間にか怪異に取り込まれ、無残な惨劇に飲み込まれてしまいました。

　この不気味な事件の裏に何が潜むのか、皆さんには想像がつくでしょうか。

　私が初めて「鬼隠し編」を発表した時、ちょうどぴったり、百通の感想のメールがありました。

　その中にたった一通だけ、「鬼隠し編」の真相をずはり見抜いたものがありました。

　発表当時に、本作につけたキャッチコピー、「正解率１％」は、この百通のメールの中の一人が正解していた、ということにちなんでいます。

　何が謎で、何が真相なのか。

『ひぐらしのなく頃に』の世界には、各話で色々な謎が散りばめられています。

　それらを、読後に友人と議論してみるのも、楽しいかと思います。

　この作品はすでに発表されてから、短くない年月を経ています。

　ですので、インターネット上で、本作の謎について議論を尽くすサイトを見つけることが出来るかもしれません。

　そのようなサイトに触れることで、新しい謎に気付いたり、あるいは謎に答えを得ることが出来たり、様々な体験が出来ると思います。

（逆に、詳しく調べ過ぎると、いきなり真相に出くわしてしまう可能性もあります。ネットで調べるのは、充分に自分なりの考察や推理を尽くしてからの方が良いかもしれませんね）




『ひぐらしのなく頃に』という作品は、読んで楽しみ、そしてその謎を語り合うことで、もっとも楽しくなるように描いたつもりです。

　どうか『ひぐらし』の世界を、ごゆっくりお楽しみいただければ幸いです。





二〇一一年一月　竜騎士07
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この物語はフィクションです。実在の人物・団体・出来事などとは一切関係ありません。




収録されている内容は、作品の執筆年代・執筆された状況を考慮し、初版発売当時のまま掲載しています。
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